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書
簡
文
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２
７
　

送
枝
公
素
遊
京
師
序

大
凡
形
於
兩
間
者
。
日
月
星
辰
山
川
草
木
。
皆
我
師
也
。
如
名
山
大
川
。
清
淑
秀
特
之
氣
所
凝
焉
。
而
造
物
者
最
盡
巧
焉
。
故
文
學
章

者
。
最
可
以
為
師
焉
。
夫
山
之
左
右
相
顧
者
。
文
之
照
應
也
。
水
之
分
為
兩
派
者
。
文
之
雙
關
也
。
山
之
或
起
。
或
伏
。
忽
大
。
忽
小
。

文
之
頓
挫
起
伏
也
。
水
之
轉
而
折
。
屈
而
曲
。
文
之
曲
折
也
。
仰
観
於
高
。
俯
察
於
深
。
莫
一
非
文
章
矣
。
世
之
人
。
知
出
之
於
心
而

書
之
於
紙
者
之
為
文
。
而
不
知
山
水
亦
有
文
也
。
子
厚
之
文
。
峭
峻
。
東
坡
之
文
。
一
瀉
千
里
。
則
峭
峻
之
山
。
即
一
篇
子
厚
之
得
意

文
也
。
一
瀉
千
里
之
水
。
即
一
部
東
坡
集
也
。
是
以
。
觀
名
山
大
川
。
即
子
厚
東
坡
之
佳
處
備
焉
。
不
獨
子
厚
東
坡
佳
處
備
。
古
今
名

家
之
佳
處
。
皆
備
焉
。
是
故
欲
學
文
章
者
。
莫
如
師
名
山
大
川
也
。
而
今
之
游
四
方
者
。
雖
逢
名
山
大
川
。
漫
然
過
之
。
逢
師
而
不
師

焉
。
而
別
求
其
所
謂
師
者
而
學
焉
。
故
其
文
遂
不
能
巧
也
。
蘇
轍
云
。
百
氏
之
書
。
雖
無
所
不
讀
。
然
皆
古
人
之
陳
迹
。
不
足
以
激
發

其
志
氣
。
故
決
然
捨
去
。
求
天
下
奇
聞
壮
観
。
過
秦
漢
之
故
都
。
恣
観
終
南
嵩
華
之
高
。
北
顧
黄
河
之
奔
流
。
可
謂
先
獲
我
心
矣
。
余

之
持
此
説
也
。
久
矣
。
而
未
敢
告
人
也
。
吾
友
公
素
。
博
學
好
文
章
。
蓋
其
志

至
於
古
之
立
言
者
也
。
今
茲
十
月
廿
一
日
。
將
游
京

師
。
吾
以
為
公
素
而
後
可
以
告
矣
。
既
告
。
又
謂
之
曰
。
以
君
之
才
之
美
而
胸
畜
芙
蓉
之
雪
。
腹
貯
東
漠
之
潮
。
發
為
文
。
著
為
章
。
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斐
然
。
炳
然

然

々
然
。
及
其
歸
也
。
吾
知
其
無
敵
矣
。
往
哉
。

時
年
二
十
一

釈
文

し
こ
う
そ

枝
公
素
き
ょ
う
す
い

京
師
に
遊
ぶ
を
送
る
序

た
い
は
ん

大
凡
は
り
ょ
う
か
ん

兩
間
よ
り
の
形
に
、
に
ち
げ
つ

日
月
せ
ん
し
ん

星
辰
　
さ
ん
せ
ん

山
川
そ
う
も
く

草
木
み
な
我
が
師
な
り
。
め
い
ざ
ん

名
山
た
い
せ
ん

大
川
の
如
く
せ
い
し
ゅ
く

清
淑
秀
い
で
特
に
氣
こ
ら凝

す
所
な
り
。
造
物
最
も
巧
を
盡
す
。

故
に
文
章
を
學
ぶ
に
は
、
最
も
師
と
為
す
可
し
。
夫
れ
山
の
左
右
を
相
顧
り
み
て
文
の
照
應
さ
せ
る
な
り
。
水
は
こ
れ

を
分
け
て
兩
派
を
為
す
文
の
そ
う
か
ん

雙
關
な
り
。
山
こ
れ
或
は
起
ち
て
或
は
伏
し
て
、
忽
ち
大
き
く
忽
ち
小
さ
く
、
文
こ
れ
と
ん
ざ

頓
挫

し
て
き
ふ
く

起
伏
な
り
。
水
こ
れ
め
ぐ轉
り
て
曲
折
な
り
。
於
て
高
き
を
仰
ぎ
観
て
ふ俯
せ
て
深
を
察
す
。
文
章
一
つ
に
非
ら
ざ
る
な
か莫

れ
。
世
人
知
る
は
こ
れ
心
に
よ
り
紙
に
書
い
て
文
に
為
す
る
。
山
水
ま
た
文
有
る
も
知
ら
ず
。

し
こ
う

子
厚
の
文
し
ょ
う
し
ゅ
ん

峭
峻

　
と
う
ば

東
坡
い
っ
せ
き

一
瀉
せ
ん
り

千
里
則
ち
、
し
ょ
う
し
ゅ
ん

峭
峻

の
山
即
ち
一
篇
し
こ
う

子
厚
得
意
の
文
な
り
。
い
っ
せ
き

一
瀉
せ
ん
り

千
里
の
水
即
ち
一
部
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と
う
ば

東
坡
の
集
な
り
。
是
れ
以
て
名
山
た
い
せ
ん

大
川
を
觀
て
即
ち
し
こ
う

子
厚
と
う
ば

東
坡
の
佳
處
を
備
わ
る
。
し
こ
う

子
厚
と
う
ば

東
坡
の
佳
處
備
わ
る
獨
り
な

ら
ず
。
古
今
の
名
家
佳
處
み
な
備
わ
る
。

是
れ
故
に
文
章
は
學
ば
ん
と
欲
す
名
山
大
川
師
に
し如
か
ず
莫
れ
。
今
の
四
方
に
游
ぶ
は
、
め
い
ざ
ん

名
山
た
い
せ
ん

大
川
に
逢
わ
ず
と
い
え
ど
雖

も
。
ま
ん
ぜ
ん

漫
然
と
之
れ
を
過
ぎ
師
に
逢
い
て
師
を
知
ら
ず
。
し
か
も
別
れ
て
師
の
い
う
と
こ
ろ

謂
所
を
求
め
て
學
び
、
故
に
其
の
文
遂

に
た
く
み
巧
に
能
は
ず
。
そ
て
つ

蘇
轍
は
云
う
、
ひ
ゃ
く
し

百
氏
の
書
を
讀
ま
ざ
る
所
無
し
と
い
え
ど
雖
も
、
然
り
て
皆
古
人
の
陳
べ
た
迹
そ
の
し
き
志
氣

を
げ
き激
は
つ發
し
以
て
足
ら
ず
。
故
に
け
つ
ぜ
ん

決
然
と
捨
て
去
り
天
下
き
ぶ
ん

奇
聞
そ
う
か
ん

壮
観
を
求
め
て
、
し
ん
か
ん

秦
漢
の
こ
と
故
都
を
よ
ぎ過
り
ほ
し
い
ま
ま

恣

に
し
ゅ
う
な
ん

終
南
す
う嵩

か華
の
高
き
を
観
て
、
北
に
こ
う
が

黄
河
の
ほ
う
り
ゅ
う

奔
流
を
顧
る
、
我
が
心
に
先
ず
え獲
て
い
う
べ

謂
可
し
。
余
の
此
の
説
を
持
し
て
久
し
き
か

な
。
未
だ
敢
て
人
に
告
げ
ず
、
吾
が
友
の
こ
う
そ

公
素
は
く
が
く

博
學
に
し
て
文
章
を
好
み
、
思
う
に
其
の
志
を
至
ら
し
め
る
は
古
よ
り

の
立
言
は
か
く
の
ご
と

し
な
り
。
今
茲
に
十
月
廿
一
日
、
將
に
き
ょ
う
す
い

京
師
に
游
ば
ん
と
す
。
吾
れ
以
て
こ
う
そ

公
素
に
告
げ
る
、
既
に
告

げ
る
又
た
之
れ
を
謂
っ
て
、
こ
こ
に
君
の
才
の
美
し
き
を
以
て
ふ
よ
う

芙
蓉
の
雪
に
き
ょ
う
ち
く

胸
畜
し
、
と
う
め
い

東
漠
の
ち
ょ
う
潮
を
ふ
く
ち
ょ

腹
貯
し
發
し
て

文
に
為
さ
ん
。
ち
ょ
し
ょ
う

著
章
を
為
し
、
ひ
ぜ
ん

斐
然
、
へ
い
ぜ
ん

炳
然
、
り
ょ
う
ぜ
ん
然
。
り
ょ
う
り
ょ
う
々
ぜ
ん然
。
其
の
歸
る
に
及
ん
で
。
吾
れ
其
の
敵
な
し
や
往

く
が
よ
し
。
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時
年
二
十
一

語
釈
　
　
し
こ
う
そ

枝
公
素
＝
玉
乃
公
素
、
又
は
枝
多
門
、
五
竹
の
藩
校
養
老
館
で
の
学
友
、
維
新
後
官
に
つ
き
世
履
と
名
乗
り
、
大
審
院
長
に
栄
進
、
明
治
の
法
曹
界
の
重
鎮
と
し
て

今
大
岡
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
た
。
没
後
の
明
治
二
十
二
年
七
月
に
「
五
龍
先
生
文
詩
」
が
刊
行
さ
れ
た
、
其
の
文
中
に
（
藩
老
某
君
遊
学
熊
本
序
）
に
南
部
五
竹
の
記
述
あ
り
。

き
ょ
う
す
い

京
師
＝
天
子
の
都
、
京
都
。
お
よ
そ

大
凡
＝
大
体
、
お
お
ま
か
に
。
り
ょ
う
か
ん

兩
間
＝
双
方
の
間
。
に
ち
げ
つ

日
月
＝
太
陽
と
月
。
せ
い
し
ん

星
辰
＝
星
、
星
座
、
星
宿
。
さ
ん
せ
ん

山
川
＝
山
と
川
。
そ
う
も
く

草
木
＝
草
と
木
。
め
い
ざ
ん

名
山
＝

有
名
な
山
。
た
い
せ
ん

大
川
＝
大
き
な
川
。
せ
い
し
ゅ
く

清
淑
＝
清
ら
か
で
淑
や
か
。
と
く
し
ゅ
う

特
秀
＝
特
に
秀
で
る
。
ぎ
ょ
う
凝
＝
眼
を
凝
ら
す
、
じ
っ
と
看
る
。
そ
う
か
ん

雙
關
＝
漢
詩
、
文
章
を
作
る
時
の
修
字
法
。
と
ん
ざ

頓
挫

＝
行
き
止
ま
る
、
挫
け
る
、
転
じ
て
文
章
や
音
楽
の
勢
い
が
急
に
変
わ
る
。
き
ふ
く

起
伏
＝
起
き
た
り
伏
せ
た
り
、
凸
凹
。
ふ俯
＝
伏
せ
る
。
な
か莫
れ
＝
な
い
。
し
こ
う

子
厚
＝
人
名
。
し
ょ
う
し
ゅ
ん

峭
峻

＝
山
が

高
く
嶮
し
い
、
気
高
く
優
れ
て
る
。
と
う
ば

東
坡
＝
湖
北
省
の
一
地
名
、
蘇
軾
が
流
さ
れ
て
其
の
地
に
在
り
と
う
ば

東
坡
居
士
と
号
し
た
。
い
っ
せ
き
せ
ん
り

一
瀉
千
里
＝
遠
浅
の
海
岸
で
潮
が
引
け
ば
露
れ
る
処
、

限
り
な
く
広
い
入
り
江
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
ま
ん
ぜ
ん

漫
然
＝
取
り
留
め
の
な
い
さ
ま
、
注
意
し
な
お
さ
ま
、
そ
ぞ
ろ
に
。
そ
て
つ

蘇
轍
＝
蘇
軾
の
弟
、
兄
の
軾
を
大
蘇
、
弟
の
轍
を
小

蘇
と
言
う
。
ひ
ゃ
く
し

百
氏
＝
百
人
の
学
者
。
ち
ん
せ
き

陳
迹
＝
跡
を
述
べ
る
、
自
分
の
考
え
の
跡
を
述
べ
る
。
し
き
志
氣
＝
志
と
気
力
。
げ
き激
＝
激
し
く
。
け
つ
ぜ
ん

決
然
＝
き
っ
ぱ
り
と
し
た
さ
ま
。
き
ぶ
ん

奇
聞
＝
不
思
議

な
、
珍
し
い
こ
と
。
そ
う
か
ん

壮
観
＝
大
き
な
立
派
な
見
物
、
盛
ん
な
眺
め
。
し
ん
か
ん

秦
漢
＝
秦
と
漢
。
こ
と
故
都
＝
古
い
都
。
し
ゅ
う
な
ん

終
南
＝
陝
西
省
に
あ
る
山
、
南
山
、
秦
山
と
も
言
う
古
寺
や

名
勝
が
多
い
。
す
う嵩
＝
河
南
省
の
名
山
、
す
う嵩
山
と
か華
山
。
こ
う
が

黄
河
＝
中
国
第
二
の
大
河
。
ほ
ん
り
ゅ
う

奔
流
＝
迸
る
流
れ
、
急
流
。
う
ば獲
う
＝
捕
獲
、
獲
る
。
し
か
ん

恣
観
＝
欲
し
い
ま
ま
に
観
る
。
は
く
が
く

博
學
＝

広
く
学
ぶ
、
広
い
学
識
が
あ
る
。
ふ
よ
う

芙
蓉
＝
芙
蓉
の
花
、
富
士
山
。
と
う
め
い

東
漠
＝
東
方
の
海
。
ち
ょ
う
潮
＝
潮
、
汐
。
ち
ょ
し
ょ
う

著
章
＝
文
章
を
著
は
す
。
ひ
ぜ
ん

斐
然
＝
あ
や彩
が
あ
り
美
し
い
。
へ
い
ぜ
ん

炳
然
＝
明
ら
か
な
、

明
る
い
さ
ま
。
ろ
う
ぜ
ん然
＝
燃
え
て
明
る
い
。
ろ
う
ろ
う
ぜ
ん

々
然
＝
慈
し
む
さ
ま
、
眼
を
か
け
る
さ
ま
燃
え
て
明
る
い
さ
ま
。
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送
二
宮
子
徳
之
浦
賀
序

夫
洋
夷
之
朶
頤
乎
我
東
方
者
。
久
矣
。
或
請
互
市
。
或
乞
米
穀
。
以
覘
我
虚
實
。
而
以
我
無
撓
屈
之
色
也
。
未
有
敢
恣
兇
悍
者
也
。
今

茲
嘉
永
六
年
癸
丑
夏
日
。
洋
夷
以
巨
艦
十
數
艘
來
。
覬
覦
乎
我
浦
賀
之
濱
。
泉
岳
寺
。
在
浦
賀
之
地
。
幕
府
命
我
公
。
遣
兵
守
焉
。
吾

公
使
臣
某
々
。
友
人
子
徳
亦
與
焉
。
將
行
。
南
子
酌
酒
盈
觴
。
而
屬
之
曰
。
夫
浦
賀
者
。
我
咽
喉
之
地
也
。
洋
夷
不
至
他
處
。
而
至
此

地
。
蓋
彼
既
熟
乎
吾
地
理
。
其
志
豈
易
測
哉
。
一
旦
有
緩
急
。
子
其
勉

。
我
東
方
雖
國
冨
兵
強
。
而
昇
平
二
百
年
于
今
矣
。
士
民
未

有
實
歴
戦
闘
之
場
者
也
。
以
未
實
歴
之
兵
。
富
彼
實
歴
之
兵
。
其
勢
極
難
矣
哉
。
况
彼
火
器
之
精
巧
。
諸
邦
之
所
不
及
。
方
其
巨

震

天
。
大
熕
轟
地
也
。
霹
靂
一
聲
。
百
軍
兵
。
悉
為
粉
韲
矣
。
我
士
雖
勇
。
我
民
雖
猛
。
吾
恐
不
能
不
其
膽
為
之
落
也
。
子
將
何
術
禦
之
。

子
博
学
而
多
識
。
必
有
臨
機
應
變
之
術
・
。
一
旦
有
緩
急
。
子
其
勉

乃
酌
而
歌
曰
。
西
洋
醜
虜
何
貪
饕
。
一
葉
遥
度
萬
里
濤
。
休
怖

犬
洋
如
虎
狼
。
休
祈
風
伯
使
其
勞
。
醜
虜
若
敢
恣
陸
梁
。
百
萬
醜
虜
一
時
鏖
。
々
畢
洗
刀
東
海
水
。
電
光
依
然
日
本
刀
。

時
年
二
十
三
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釈
文

二
宮
子
徳
之
浦
賀
に
送
る
序

夫
れ
よ
う
い

洋
夷
之
我
が
と
う
ほ
う

東
方
を
だ
い
朶
頤
者
。
久
く
矣
。
或
は
ご
い
ち

互
市
こ請
い
。
或
は
べ
い
こ
く

米
穀
を
乞
い
。
以
て
我
が
き
ょ
じ
つ

虚
實
を
て
ん覘
。
而
て
我

に
と
う
く
つ

撓
屈
の
色
無
し
以
て
也
。
其
の
き
ょ
う
か
ん

兇
悍
を
か
ん
し

敢
恣
者
有
り
未
だ
也
。
今
こ
こ茲
に
嘉
永
六
年
癸
丑
夏
日
。
洋
夷
き
ょ
か
ん

巨
艦
十
す
う
そ
う

數
艘

以
て
來
る
。
我
浦
賀
の
濱
を
き
ゆ
覬
覦
。
泉
岳
寺
。
浦
賀
の
地
に
在
り
。
幕
府
我
公
に
命
じ
。
兵
を
や遣
り
守
る
。
吾
公
臣
某
々

を
使
う
。
友
人
し
と
く

子
徳
亦
共
に
。
行
く
將
に
。
な
ん
し

南
子
酒
を
し
ゃ
く
酌
し
ょ
う
觴
を
え
い盈
す
。
而
て
之
し
ょ
く
屬
曰
く
。
夫
れ
浦
賀
者
。
我
が
い
ん
こ
う

咽
喉

の
地
也
。
洋
夷
他
處
に
至
ら
ず
。
而
て
此
地
に
至
る
。
け
だ
し
蓋
彼
既
に
吾
地
理
を
熟
。
其
の
志
あ
に豈
測
り
易
し
哉
。
い
っ
た
ん

一
旦
か
ん緩
き
ゅ
う
急

有
り
。
し子
其
の
せ
ん

勉
む
。
我
東
方
國
冨
み
兵
強
と
い
え
ど
も
雖

。
而
て
し
ょ
う
へ
い

昇
平
今
二
百
年
矣
。
士
民
戦
闘
の
場
じ
つ
れ
き

實
歴
者
有
る
未

だ
也
。
じ
つ
れ
き

實
歴
未
だ
の
兵
以
て
。
彼
の
じ
つ
れ
き

實
歴
の
兵
に
當
る
。
其
の
勢
い
極
て
難
矣
哉
。
况
彼
の
か
き
火
器
の
せ
い
こ
う

精
巧
。
し
ょ
ほ
う

諸
邦
の
及

ざ
る
所
。
其
の
き
ょ
ほ
う

巨

ま
さ方
に
天
を
震
わ
す
。
大
熕
地
に
轟
く
也
。
へ
き
れ
き

霹
靂
一
聲
。
百
の
ぐ
ん
ぴ
ょ
う

軍
兵
。
悉
く
ふ
ん
さ
い

粉
韲
と
為
す
矣
。
我

士
勇
と
い
え
ど
も
雖

。
我
民
猛
と
い
え
ど
も
雖

。
吾
恐
る
能
は
ず
其
の
た
ん膽
之
為
す
落
ず
也
。
し子
何
の
術
で
之
ぎ
ょ禦
將
に
。
し子
は
く
が
く

博
学
而
て
た多

し
き識
。
必
ず
り
ん
き

臨
機
お
う
へ
ん

應
變
の
術
有
り
。
い
っ
た
ん

一
旦
か
ん緩
き
ゅ
う
急
有
り
。
し子
其
の
せ
ん

勉
め
。
乃
酌
而
て
歌
曰
く
。
西
洋
の
し
ゅ
う
り
ょ

醜
虜
何
に
た
ん
と
う

貪
饕
。
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一
葉
遥
に
わ
た度
る
ば
ん
り

萬
里
の
と
う濤
。
け
ん
よ
う

犬
洋
の
ふ怖
こ
ろ
う

虎
狼
の
如
く
休
す
。
祈
る
ふ
う
は
く

風
伯
其
の
勞
休
す
。
し
ゅ
う
り
ょ

醜
虜
若
か
ん
し

敢
恣
り
く
り
ょ
う

陸
梁
。
百
萬
の

し
ゅ
う
り
ょ

醜
虜
一
時
に
お
う鏖
。
お
う鏖
ひ
つ畢
刀
を
洗
う
と
う
か
い

東
海
の
水
。
で
ん
こ
う

電
光
い
ぜ
ん

依
然
日
本
刀
。

時
年
二
十
三

語
釈
　
　
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
戎
、
夷
、
胡
。
と
う
ほ
う

東
方
＝
東
の
方
、
浦
賀
。
だ
い
朶
頤
＝
顎
を
下
げ
物
を
食
べ
よ
う
と
す
る
さ
ま
。
ご
い
ち

互
市
＝
市
場
，
貿
易
。
こ請
い
＝
要
求
。
べ
い
こ
く

米
穀
＝
米
や
穀

物
。
き
ょ
じ
つ

虚
實
＝
嘘
か
真
。
て
ん覘
＝
窺
う
、
覗
く
。
と
う
く
つ

撓
屈
＝
撓
み
屈
す
る
。
き
ょ
う
か
ん

兇
悍
＝
凶
悪
で
精
悍
。
か
ん
し

敢
恣
＝
敢
え
て
欲
し
い
儘
に
す
る
。
き
ょ
か
ん

巨
艦
＝
巨
大
な
艦
船
十
。
す
う
そ
う

數
艘
＝
十
数
隻
。

き
ゆ
覬
覦
＝
身
分
不
相
応
な
琴
御
望
み
願
う
。
や遣
り
＝
派
遣
。
し
と
く

子
徳
＝
二
宮
し
と
く

子
徳
，
小
太
郎
，
梅
花
、
超
海
、
浦
賀
に
出
張
の
時
に
勝
海
舟
に
つ
き
洋
式
兵
術
を
学
ぶ
。
な
ん
し

南
子
＝
南
部
五

竹
。
し
ゃ
く
酌
＝
酌
む
。
し
ょ
う
觴
＝
さ
か
ず
き
觴

、
盃
、
酒
杯
を
あ
げ
る
。
え
い盈
＝
み
た盈
す
、
満
ち
る
。
し
ょ
く
屬
＝
委
嘱
、
頼
ま
れ
る
、
中
間
、
同
類
。
い
ん
こ
う

咽
喉
＝
喉
も
と
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、
な
ん
ぞ
。
い
え
ど
も
雖

＝

け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
あ
に豈
＝
ね
が
う
、
ど
う
し
て
、
そ
れ
。
い
っ
た
ん
か
ん
き
ゅ
う

一
旦
緩
急
＝
一
度
國
に
大
事
が
起
こ
れ
ば
。
し子
＝
し
と
く

子
徳
。
せ
ん

＝
周
旋
。
し
ょ
う
へ
い

昇
平
＝
平
和
、
世
の
中
が
穏
や
か
に
治
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
太
平
。
じ
つ
れ
き

實
歴
＝
実
際
に
経
験
し
た
。
か
き
火
器
＝
銃
や
砲
。
せ
い
こ
う

精
巧
＝
精
密
で
巧
み
な
。
し
ょ
ほ
う

諸
邦
＝
諸
国
。
き
ょ
ほ
う

巨

＝
巨
大
な
砲
。
ま
さ方
に
＝
丁
度
そ
の
時
に
。
へ
き
れ
き

霹
靂
＝
急
に
激
し

く
鳴
る
雷
音
、
雷
鳴
。
ぐ
ん
ぴ
ょ
う

軍
兵
＝
軍
や
兵
。
ふ
ん
さ
い

粉
韲
＝
粉
砕
。
た
ん膽
＝
肝
、
胆
力
。
ぎ
ょ禦
＝
防
御
、
防
ぐ
。
た
し
き

多
識
＝
知
識
が
多
い
。
り
ん
き
お
う
へ
ん

臨
機
應
變
＝
そ
の
場
に
臨
み
状
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、

物
事
を
う
ま
く
処
理
す
る
。
し
ゅ
う
り
ょ

醜
虜
＝
外
国
人
を
卑
し
ん
で
呼
ん
だ
言
葉
。
た
ん
と
う

貪
饕
＝
貪
り
喰
う
。
わ
た度
る
＝
渡
る
。
ば
ん
り

萬
里
＝
一
万
里
。
と
う濤
＝
波
濤
。
け
ん
よ
う

犬
洋
＝
外
国
人
を
卑
し
ん
で
呼
ん

だ
言
葉
。
ふ怖
＝
こ
わ怖
し
。
こ
ろ
う

虎
狼
＝
虎
や
狼
。
ふ
う
は
く

風
伯
＝
風
の
神
、
神
風
。
り
く
り
ょ
う

陸
梁
＝
暴
れ
回
る
、
欲
し
い
儘
に
振
る
舞
う
。
お
う鏖
＝
皆
殺
し
。
ひ
つ畢
＝
悉
く
。
と
う
か
い

東
海
＝
東
の
海
。
れ
ん
こ
う

電
光
＝
稲
妻
。

い
ぜ
ん

依
然
＝
矢
張
り
、
元
の
ま
ま
、
昔
を
恋
い
慕
う
さ
ま
、
樹
木
が
茂
る
さ
ま
。
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送
帆
足
子
徳
歸
豊
後

大
丈
夫
。
不
得
行
道
於
一
世
。
則
當
立
言
於
千
載
。
行
道
於
一
世
。
其
本
志
也
。
立
言
於
千
載
。
不
得
巳
也
。
故
古
之
立
言
也
。
多
出

于
困

轗
軻
流
離
顛
沛
之
餘
。
文
王
拘
於

里
。
而
周
易
作
。
孔
子
不
用
于
時
。
而
脩
詩
書
。
作
十
翼
。
屈
平
被
讒
。
而
賦
離
騒
。
老

憤
世
。
而
有
道
徳
經
。
国
語
出
失
明
之
後
。
史
記
成
于
腐
刑
之
餘
。
此
數
君
子
者
。
道
雖
尊
乎
。
言
雖
美
乎
。
方
其
在
世
也
。
抑
亦

可
謂
窮
矣
。
余
小
也
孤
。
鞠
養
姑
氏
。
纔
得
存
活
。
姑
氏
多
蓄
書
。
日
夕
讀
之
。
略
通
大
意
。
竊
不
自
揣
。
有
慕
乎
古
聖
人
之
道
焉
。

亡
何
。
姑
氏
卒
。
於
是
乎
。
身
無
所
依
頼
。
朝
摘
藜

。
以
充
饑
。
夕
集
螢
雪
。
而
讀
書
。
以
至
于
今
日
矣
。
一
日
奮
然
以
謂
。
世
之

論
閥
閲
也
尚
矣
。
處
今
之
世
。
欲
行
古
之
道
。
是
北
轅
越
週
耳
。
况
余
犬
馬
之
歯
己
及
而
立
。
今
而
如
此
。
則
前
途
可
知
矣
。
今
我
不

自
為
圖
。
白
首
治
經
。
兀
々
守
陳
迹
。
生
為
山
中
之
餓
士
。
死
為
無
名
之
鬼
。
則
徒
自
苦
耳
。
於
是
乎
。
欲
周
覧
名
山
大
川
博
交
磊
落

魁
偉
之
士
観
風
於
諸
國
有
所
述
作
以
倣
古
之
立
言
者
。
歳
之
二
月
。
遂
為
鎮
西
之
遊
。
邂
逅
豐
後
帆
足
子
徳
後
肥

邨
書
屋
。
子
徳
。

為
人
温
厚
。
有
才
藻
。
毎
文
章
成
輙
示
余
。
請
是
正
。
久
而
好
情
愈
篤.
。
歳
之
五
月
。
將
歸
郷
。
既
告
別
。
又
求
余
文
辭
。
余
乃
告
之

曰
。
余
也
無
求
於
世
者
。
而
子
則
有
求
於
無
求
之
余
。
自
非
求
益
之
厚
焉
。
能
如
此
哉
。
惜
哉
。
余
力
薄
才
拙
。
不
能
酢
子
之
求
也
。
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雖
然
。
子
之
請
。
豈
可
默
而
止
哉
。
我
聞
日
出
。
世
不
乏
於
明
良
。
子
之
先
人
。
西

先
生
。
以
博
学
著
作
。
名
于
天
下
。
亦
嘗
被
登

庸
執
政
。
子
春
秋
鼎
富
。
勤
而
不
巳
。
必
有
所
成
。
天
欲
使
子
行
道
於
一
世
。
一
家
出
両
相
。
未
可
知
也
。
天
欲
使
子
立
言
於
千
載
。

一
家
出
両
儒
。
亦
未
可
知
也
。
若
得
行
道
乎
。
其
施
治
如
先
人
而
可
。
若
其
不
行
也
。
退
而
守
文
。
如
先
人
而
可
。
遇
不
遇
命
也
。
無

辱
先
人
斯
可
。
余
之
有
志
于
立
言
。
子
業
巳
知
之
。
其
成
與
不
。
雖
余
不
能
知
也
。
子
之
有
志
于
行
道
。
余
業
巳
知
之
。
其
得
與
不
。

雖
子
不
能
知
也
。
然
則
余
與
子
不
可
不
自
愛
惜
焉
。
但
恐
他
日
。
余
有
所
愧
于
子
。
今
者
余
之
告
子
。
止
于
此
。
欲
登
彦
山
探
耶
馬
之

渓
久
矣
。
其
遊
也
。
不
在
今
秋
。
必
在
明
春
。
必
以
子
為
東
道
之
主
。
果
得
相
見
乎
。
猶
將
欲
有
所
告
子
。
々
其
待
之
。
無
限
感
慨
。

讀
之
滲
人
肺
腑
。
行
文
之
妙
。
如
入
窈
窕
之
谷
聽
幽
眇
之
音
。
眞
是
廬
陵

眞
訣

釈
文

ほ
あ
し

帆
足
し
と
く

子
徳
ぶ
ん
ご

豊
後
に
歸
る
を
送
る
序

大
丈
夫
。
道
は
一
世
に
於
い
て
行
う
こ
と
を
得
ず
。
則
ち
言
は
せ
ん
ざ
い

千
載
よ
り
の
言
を
立
て
て
當
り
。
道
に
は
一
世
に
よ
り
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行
う
其
本
の
志
な
り
。
言
は
せ
ん
ざ
い

千
載
よ
り
立
て
て
巳
に
得
ず
故
に
古
の
立
言
な
り
。
こ
ん
き

困

、
か
ん
か

轗
軻
、
る
り
流
離
、
て
ん
ぱ
い

顛
沛
の
餘
に

出
ず
る
。
き
ょ
う
り里
に
於
て
文
王
と
ら拘
え
し
ゅ
う
周
え
き易
な作
す
。
孔
子
か
ん
じ

干
時
に
用
い
ず
詩
書
を
お
さ脩
め
て
じ
ゅ
う
よ
く

十
翼
を
な作
す
。
く
つ
へ
い

屈
平
そ
し讒
ら
れ
て

り
そ
う

離
騒
を
賦
し
て
ろ
う
た
ん

老

ふ
ん
せ
い

憤
世
道
徳
を
經
る
有
り
。
国
語
失
明
の
後
に
出
ず
る
。
し
き
史
記
ふ
け
い

腐
刑
の
餘
り
に
成
す
。
此
の
數
君
子

は
道
は
尊
し
と
雖
も
、
言
は
美
な
る
と
雖
も
方
に
世
に
其
れ
在
り
て
そ
も抑
そ
も
亦
た
窮
を
お
も謂
う
可
し
。
余
は
お
さ
な
い
小

と
き
よ

り
ひ
と孤
り
。
し
ゅ
う
と
め

姑
氏
に
養
わ
れ
て
そ
だ鞠
つ
。
わ
ず纔
か
に
そ
ん
か
つ

存
活
を
得
る
。
し
ゅ
う
と
め

姑
氏
書
の
蓄
え
多
く
に
ち
せ
き

日
夕
之
を
讀
む
。
ほ略
ぼ
大
意
を
通

じ
。
せ
つ竊
い
な
や
自
か
ら
は
か揣
り
て
古
聖
人
の
道
を
慕
う
有
り
て
。
心
は
何
ん
ぞ
こ
し
姑
氏
の
そ
つ卒
是
れ
於
て
身
を
依
頼
す
る
所
無

く
。
朝
に
れ
い
か
く

藜

を
つ摘
ん
で
以
て
う饑
え
に
あ充
て
、
夕
に
け
い
せ
つ

螢
雪
を
集
め
て
書
を
讀
む
以
て
こ
こ
に
今
日
に
至
る
。
一
日
奮
然

と
お
も謂
う
。
世
の
ば
つ
え
つ

閥
閲
を
論
じ
尚
お
今
の
世
に
處
し
て
古
道
を
行
な
わ
ん
と
欲
す
。
是
れ
ほ
く
え
ん

北
轅
え
つ
し
ゅ
う

越
週
。
况
ん
や
余
犬
馬

の
よ
わ
い
歯
己
に
立
つ
に
及
ん
で
此
の
如
し
。
則
ち
前
途
知
る
可
し
。
今
我
れ
い
な
や
自
か
ら
圖
る
を
為
さ
ん
。
は
く白
し
ゅ首
へ
る經
を

治
め
て
こ
つ
こ
つ

兀
々
と
ち
ん
せ
き

陳
迹
を
守
る
。
生
き
て
山
中
の
が
し
餓
士
を
為
さ
ん
死
し
て
無
名
の
鬼
に
為
さ
ん
。
則
ち
徒
ら
に
自
か
ら
苦

し
む
の
み
。
是
れ
に
於
て
名
山
大
川
を
し
ゅ
う
ら
ん

周
覧
せ
ん
と
欲
す
、
博
く
ら
い
ら
く

磊
落
か
い
い

魁
偉
の
士
に
交
り
て
諸
國
の
風
を
観
て
述
べ
な作

さ
ん
を
有
す
。
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な
ら倣
い
て
古
の
言
に
立
ち
歳
は
こ
れ
二
月
遂
に
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
の
遊
を
為
す
。
ぶ
ん
ご

豐
後
ほ
あ
し
し
と
く

帆
足
子
徳
に
あ逅
い
こ
こ
に
肥
後
の
い
そ
ん邨
書
屋
に

め
ぐ
り
邂
あ
う
。
子
徳
人
温
厚
に
さ
い
そ
う

才
藻
を
有
し
。
文
章
成
す
を
つ
ね毎
に
い
つ輙
も
余
に
示
す
。
是
れ
正
に
請
う
久
し
く
好
情
い
よ愈
い
よ
あ
つ篤

く
。
歳
こ
れ
五
月
將
に
郷
に
歸
り
。
既
に
別
れ
を
告
げ
又
た
余
の
文
辭
を
求
め
る
。
余
は
乃
ち
之
れ
に
告
げ
て
曰
く
。

余
ま
た
世
に
求
め
る
も
の
無
し
。
子
徳
則
ち
こ
れ
余
の
求
め
無
に
於
い
て
求
め
有
す
。
こ
れ
厚
く
求
め
る
に
非
ら
ず
能

く
此
の
如
し
か
な哉
。
惜
し
む
か
な哉
。
余
力
薄
く
才
拙
子
徳
の
求
め
に
む
く
い
酢
る
能
は
ず
然
り
と
雖
も
。
子
徳
の
請
い
豈
默
す
べ

き
か
止
め
る
か
な哉
。
我
は
聞
く
ひ
じ
日
出
に
て
明
良
に
世
は
乏
し
か
ら
ず
。
し子
と
く徳
の
先
人
西

先
生
博
学
著
作
を
以
て
こ
こ
に

天
下
に
名
す
亦
た
嘗
て
執
政
に
庸
に
登
せ
ら
る
。
し子
と
く徳
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋
か
な
え
鼎
に
富
み
勤
め
て
お
の巳
れ
ず
必
ず
成
す
所
有
り
。
天
は

道
を
一
世
よ
り
子
徳
に
行
な
わ
し使
め
ん
と
欲
す
。
一
家
は
り
ょ
う
そ
う

両
相
出
て
未
だ
知
る
可
か
ら
ず
。
天
は
せ
ん
ざ
い

千
載
よ
り
立
言
子

徳
し使
せ
ん
と
欲
す
。
一
家
り
ょ
う
じ
ゅ

両
儒
に
出
て
。
亦
た
未
だ
知
る
可
か
ら
ず
。
若
し
道
を
行
な
う
を
得
て
其
の
先
人
の
如
く

施
し
て
治
む
可
し
。
若
し
其
れ
行
は
ず
退
い
て
文
を
守
る
先
人
の
如
く
に
可
し
。
遇
う
遇
は
ず
は
め
い命
な
り
。
先
人
を
は
ず辱

か
し
め
る
こ
と
無
く
か斯
く
も
よ可
し
。

余
の
志
こ
こ
に
立
言
有
り
。
業
は
巳
に
知
る
は
之
れ
其
の
成
る
い
な不
と
雖
も
余
は
知
る
を
能
は
ず
。
子
徳
の
志
有
る
を
こ
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こ
に
道
を
行
な
い
余
の
業
は
巳
に
之
れ
を
知
る
。
其
れ
い
な不
と
得
る
子
徳
と
雖
も
知
る
を
能
は
ず
。
然
し
て
則
ち
余
と
子

徳
と
自
か
ら
愛
惜
は
可
か
ら
ず
。
但
だ
恐
る
は
他
日
余
は
子
徳
に
は
ず愧
か
し
め
る
所
有
り
。
今
余
之
れ
を
子
徳
に
告
げ
て

こ
こ
に
此
れ
を
止
め
る
。
彦
山
に
や
ば
耶
馬
の
け
い渓
を
探
り
て
登
ら
ん
と
欲
す
久
し
き
か
な
。
其
の
遊
今
秋
在
り
や
い
な不
や
必
ず

明
春
に
在
り
。
必
ず
子
徳
を
以
て
東
道
の
し
ゅ主
を
為
す
。
果
し
て
相
見
を
得
ん
猶
お
將
に
子
徳
に
告
ぐ
所
が
有
る
を
欲
す
。

子
徳
之
れ
を
待
た
れ
よ
。
か
ん
が
い

感
慨
限
り
無
く
之
れ
を
讀
ん
で
じ
ん人
は
い
ふ

肺
腑
に
に
じ滲
み
。
文
の
妙
を
行
な
い
。
よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
の
谷
に
入
り

ゆ
う
び
ょ
う

幽
眇
の
ね音
を
聽
か
ん
。
眞
に
是
れ
ろ
り
ょ
う

廬
陵
の
眞
に
わ
か訣
れ
る

語
釈
　
　
ほ
あ
し

帆
足
し
と
く

子
徳
＝
日
出
藩
家
老
ほ
あ
し

帆
足
万
里
の
養
子
、
百
九
十
石
を
与
え
ら
れ
た
、
藩
學
訓
導
、
五
竹
の
木
門
時
の
若
き
友
人
。
ぶ
ん
ご

豊
後
＝
豊
後
の
ひ
じ
は
ん

日
出
藩
大
分
県
。
せ
ん
ざ
い

千
載
＝

千
年
。
こ
ん
き

困

＝
困
り
破
れ
る
、
崩
れ
る
。
か
ん
か

轗
軻
＝
車
の
行
き
悩
む
さ
ま
。
る
り
流
離
＝
流
れ
離
れ
る
。
て
ん
ぱ
い

顛
沛
＝
躓
き
倒
れ
る
、
咄
嗟
の
時
。
文
王
＝
周
の
文
王
。
き
ょ
う
り里
＝
夷
、
中
国
西
部

の
蛮
族
。
こ
う拘
＝
拘
留
、
拘
る
。
し
ゅ
う
え
き

周
易
＝
五
経
の
一
つ
で
易
経
。
し
ゅ
う
脩
＝
修
め
る
。
じ
ゅ
う
よ
く

十
翼
＝
易
経
の
本
文
を
詳
し
く
解
説
し
た
物
」
れ
な
い
事
を
憂
い
述
べ
た
物
。
ろ
う
た
ん

老

＝
老
子
の

名
。
そ
も
そ
抑
も
＝
よ
く抑
、
抑
留
、
抑
え
る
。
こ
し
姑
氏
＝
姑
、
父
の
姉
妹
、
伯
母
、
叔
母
。
ざ
い纔
＝
僅
か
、
少
し
。
き
く鞠
養
＝
養
い
育
て
る
。
せ
つ竊
＝
密
か
に
。
じ
す
い

自
揣
＝
自
ら
推
し
量
る
。
そ
つ卒
＝
没
す
、

死
ぬ
。
れ
い
か
く

藜

＝
あ
か
ざ
の
葉
と
豆
の
葉
、
粗
食
の
こ
と
。
き饑
＝
飢
餓
。
け
い
せ
つ

螢
雪
＝
苦
心
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
。
ば
つ
え
つ

閥
閲
＝
功
績
と
経
歴
、
宋
以
後
功
績
を
書
い
た
二
本
の
柱
を
門
前
に

建
て
左
に
柱
を
閥
右
の
柱
を
閲
と
言
っ
た
、
立
派
な
家
柄
、
門
閥
。
ほ
く
え
ん

北
轅
え
つ
し
ゅ
う

越
週

＝
車
の
長
柄
を
北
の
轅
に
向
け
て
南
の
越
の
國
に
行
こ
う
と
す
る
、
志
と
行
動
が
一
致
し
な
い
。
は
く白

＝
建
白
、
上
位
の
人
に
意
見
を
述
べ
る
。
し
ゅ
き
ょ
う

首
經
＝
易
経
の
巻
首
。
こ
つ
こ
つ

兀
々
＝
一
心
不
乱
に
努
力
す
る
。
ち
ん
せ
き

陳
迹
＝
跡
を
追
い
述
べ
る
。
が
し
餓
士
＝
飢
餓
の
士
、
貧
乏
な
士
。
あ
ま
ね
周
く
＝
広
く
、
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全
て
、
隅
か
ら
隅
。
め
い
ざ
ん
た
い
せ
ん

名
山
大
川
＝
名
高
い
山
や
大
き
な
川
。
ら
ん覧
＝
観
る
。
ら
い
ら
く

磊
落
＝
心
が
大
き
く
、
小
事
に
拘
ら
な
い
。
か
い
い

魁
偉
＝
優
れ
て
偉
い
人
。
な
ら倣
う
＝
人
に
倣
い
真
似
る
。
ち
ん
ぜ
い

鎮
西

＝
筑
紫
、
九
州
。
い
そ
ん邨
＝
木
下
い
そ
ん邨
。
か
い
こ
う

邂
逅
＝
思
い
が
け
な
く
出
会
う
、
喜
ぶ
さ
ま
。
さ
い
そ
う

才
藻
＝
才
知
と
文
藻
、
詩
文
の
才
能
の
豊
か
な
こ
と
。
ち
ょ
う
輙
＝
即
ち
、
忽
ち
動
か
な
い
。
ゆ
と
く

愈
篤

＝
い
よ
い
よ
篤
く
。
は
く
さ
い

薄
才
＝
才
に
乏
し
い
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
唯
、
こ
れ
。
し子
＝
子
徳
。
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

＝
春
秋
時
代
。
か
な
え
鼎
富
＝
贅
沢
な
暮
ら
し
。
て
ん
ど
う

天
道
＝
天
の
道
。
り
ょ
う
そ
う

両
相
＝
助
け
る
、

補
佐
す
る
、
二
人
の
家
老
。
せ
ん
ざ
い

千
載
＝
千
年
。
り
ょ
う
じ
ゅ

両
儒
＝
二
人
の
儒
者
。
ぐ
う遇
＝
幸
せ
。
ふ
ぐ
う

不
遇
＝
不
幸
せ
。
め
い命
＝
運
命
。
じ
ょ
く
辱
＝
辱
め
、
恥
ず
か
し
い
。
く
つ
へ
い

屈
平
＝
屈
原
。
ざ
ん讒
＝
讒
言
、
悪
口

を
言
っ
て
告
げ
口
す
る
、
誹
る
。
り
そ
う

離
騒
＝
戦
国
時
代
、
楚
の
屈
原
が
王
か
ら
信
任
さ
れ
な
い
憂
い
を
述
べ
た
。
し斯
＝
此
の
、
是
、
即
ち
。
か
ん
が
い

感
慨
＝
深
く
感
じ
て
心
が
奮
い
た
っ
た
流
、

嘆
い
た
り
す
る
、
感
動
し
て
憤
激
す
る
。
は
い
ふ

肺
腑
＝
肺
臓
、
心
の
奥
底
、
急
所
。
よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
＝
山
水
、
山
路
、
宮
殿
な
ど
の
奥
深
い
さ
ま
。
ゆ
う
び
ょ
う

幽
眇
＝
小
さ
く
遥
か
に
寂
し
い
ろ
り
ょ
う

廬
陵
＝
地
名
、

宋
の
欧
陽
修
、
文
天
祥
。
し
ん
け
つ

眞
訣
＝
真
の
道
。
眞
の
わ
か訣
れ
＝
本
当
の
別
れ
。
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３
０
　

送
佐
藤
文
水
歸
後
豊

嗚
乎
。
窮
之
甚
。
而
可
痛
。
志
之
篤
。
而
可
憐
者
。
吾
佐
藤
某
耶
。
某
自
後
豊
。
負
笈
。
短
褐
蕭
然
而
來
。
受
業
於

村
木
先
生
。
々
々

門
人
。
不
為
少
。
某
日
為
之
執
爨
。
以
自
給
。
其
爨
也
。
手
巻
。
立
竃
前
。
且
讀
且
爨
。
日
夕
。
則
携
巻
出
簷
下
。
至
字
不
辨
而
止
。

余
毎
見
之
。
悲
痛
感
激
。
為
之
泣
下
。
噫
。
夫
世
之
。
目
不
知
丁
。
不
辨
仁
義
道
徳
為
何
物
者
。
往
々
坐
高
堂
而
重
茵
。
食
甘
滋
。
飲

醇
釀
。
燕
玉
満
房
。
糸
竹
沸
堂
。
宴
安
逸
樂
。
以
度
日
。
是
何
脩
而
然
也
。
而
使
有
志
如
某
者
。
窮
乏
至
于
此
極
者
。
亦
獨
何
哉
。
不

知
大
道
果
喜
斯
道
耶
。
果
不
喜
斯
道
耶
。
將
憐
若
人
耶
。
將
不
憐
若
人
耶
吾
甚
惑
焉
。
孟
子
曰
。
天
將
降
大
任
於
是
人
也
。
必
先
苦
其

心
志
。
労
其
筋
骨
。
餓
其
體
膚
空
乏
其
身
。

是
観
之
。
貧
賤
憂
戚
。
焉
不
知
以
玉
汝
成
乎
。
某
勉
哉
。
父
母
之
笞
其
子
。
非
悪
而
然
。

恐
其
為
不
善
人
也
。
不
與
之
甘
甜
者
。
恐
其
生
疳
病
也
。
非
不
欲
使
其
食
之
也
。
故
與
甘
甜
以
止
啼
廢
笞

而
長
其
傲
者
。
是
姑
息
之

愛
。
而
非
愛
之
至
也
。
今
天
之
於
某
。
豈
亦
愛
之
至
者
。
非
耶
。
某
勉
哉
。
同
病
相
憐
。
人
之
情
也
。
余
也
。
世
之
所
謂
窮
人
也
。
以

値
窮
人
。
何
不
之
憐
耶
。
况
某
之
窮
。
而
志
之
篤
乎
。
假
使
予
多
財
乎
。
吾
衣
于
汝
吾
食
于
汝
。
俾
汝
遂
其
志
乎
。
千
金
百
鎰
。
亦
所

不
吝
焉
。
獨
若
予
之
窮
而
又
窮
。
我
躬
不
閲
乎
。
某
之
歸
也
。
不
能
以
為
贐
。
乃
贈
以
詩
曰
。
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鬱
々
松
柏
。
雪
霜
寒
之
。
困
于

藜
。
其
享
有
時
。
彼
以
其
富
。
我
以
吾
義
。
金
石
相
和
。
歌
者
是
誰
。

釈
文

佐
藤
文
水
豊
後
に
歸
る
を
送
る
の
序

嗚
乎
、
き
わ
ま
り
窮

て
之
れ
甚
し
志
の
あ
つ篤
き
い痛
む
可
し
、
あ
わ憐
れ
む
可
し
や
佐
藤
そ
れ
が
某
し
、
某
し
豊
後
よ
り
き
ゅ
う
笈
を
負
い
た
ん
か
つ

短
褐
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然

と
し
て
來
る
。
い
そ
ん村
も
く木
先
生
よ
り
業
を
受
け
て
、
先
生
門
人
少
な
か
ら
ず
を
為
す
。
某
日
之
れ
を
為
す
か
ま
ど
爨
に
つ執
き
て

以
て
自
給
し
、
其
の
か
ま
ど
爨
の
そ
う
ぜ
ん

竃
前
に
立
ち
巻
を
手
に
且
つ
讀
み
且
つ
か
し爨
ぎ
、
日
夕
則
ち
巻
を
た
ず
さ
携
え
て
え
ん
か

簷
下
に
出
て
、
字

を
わ辨
け
ず
し
て
止
ど
ま
り
て
ゆ至
く
。
余
は
之
れ
を
見
る
た
び毎
に
悲
痛
感
激
し
て
泣
に
下
る
。

あ
あ噫
　
夫
れ
世
の
目
の
ち
ょ
う
丁
を
知
ら
ず
、
何
物
も
為
さ
ん
じ
ん
ぎ

仁
義
ど
う
と
く

道
徳
も
わ辨
け
ず
。
し
ば
し
ば

往
々
に
し
て
こ
う
ど
う

高
堂
に
坐
し
て
し
き
も
の
茵

を
重

ね
、
か
ん
じ

甘
滋
じ
ゅ
ん
じ
ょ
う

醇
釀

を
い飲
す
、
え
ん
ぎ
ょ
く

燕
玉
ぼ
う房
を
満
す
、
し
ち
く

糸
竹
堂
に
沸
か
し
て
う
た
げ
宴
に
あ
ん
い
つ

安
逸
樂
し
む
。
以
て
日
度
り
て
是
れ
何
ん

ぞ
お
さ脩
め
て
然
り
、
某
し
の
如
く
志
有
り
て
せ使
し
む
、
窮
乏
し
く
此
の
極
に
至
り
亦
た
獨
り
か
え囘
る
哉
。
斯
の
道
の
大
道
果

す
喜
び
を
知
ら
ず
果
し
て
斯
の
道
を
喜
ば
ず
、
將
に
ぎ
ゃ
く
じ
ん

若
人
あ
わ憐
れ
む
べ
し
。
吾
は
甚
だ
ま
ど惑
う
孟
子
曰
く
、
天
は
將
に
大
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任
是
の
人
を
降
せ
ん
と
す
。
必
ず
先
に
其
の
心
志
の
苦
し
み
、
其
の
き
ん
こ
つ

筋
骨
の
つ
か労
れ
其
の
た
い
ひ

體
膚
の
う餓
え
、
乏
し
く
其
の
身

に
空
し
く
是
れ
し
た
が

い
て
之
れ
を
観
て
、
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
ゆ
う
せ
き

憂
戚
汝
成
り
て
玉
い
な不
を
知
れ
。
某
し
勉
め
る
哉
。
父
母
の
む
ち笞
其
の
き
み子
悪

し
き
に
非
ら
ず
然
れ
ど
も
、
善
人
を
為
さ
ず
之
れ
か
ん
て
ん

甘
甜
と
せ
ず
、
か
ん
び
ょ
う

疳
病
の
生
ず
る
を
恐
る
つ
ぶ
さ
具
に
之
れ
を
食
し
て
欲
せ

ず
に
非
ら
ず
。
故
に
か
ん
て
ん

甘
甜
と
以
て
ち笞
す
い

を
廢
し
て
啼
く
を
止
ど
め
、
長
く
お
ご傲
る
は
是
れ
こ
そ
く

姑
息
の
愛
に
し
て
愛
の
至
り
に

非
ず
。
今
天
の
某
し
に
愛
の
至
る
は
勉
む
な
り
。

同
病
相
憐
む
は
人
の
情
な
り
。
余
な
り
世
の
お
も謂
う
所
の
き
ゅ
う
窮
じ
ん人
な
り
。
以
て
き
ゅ
う
窮
じ
ん人
　
き
ゅ
う
窮
じ
ん人
に
値
し
て
何
ん
ぞ
あ
わ憐
れ
ま

ず
、
况
ん
や
某
し
の
き
ゅ
う
窮
は
志
の
篤
に
し
て
、
假
に
も
た
ざ
い

多
財
を
あ
た予
え
し使
め
て
、
吾
が
衣
を
汝
に
吾
が
食
を
汝
に
其
の
志

を
遂
げ
て
し俾
む
。 せ
ん
き
ん

千
金
ひ
ゃ
く
い
つ

百
鎰
亦
た
お
し吝
ま
ず
所
獨
り
き
ゅ
う
窮
に
し
き
ゅ
う
窮
の
若
く
、
我
が
み躬
は
け
み閲
せ
ず
某
し
之
れ
歸
る
な
り
。 は
な
む
け
贐

に
為
す
こ
と
も
能
は
ず
。
こ
こ
に
詩
を
以
て
贈
る
。

鬱
々
松
柏

う
つ
う
つ

鬱
々
た
る
し
ょ
う
は
く

松
柏

雪
霜
寒
之

せ
つ
そ
う

雪
霜
　
之
れ
寒
し

困
于

藜

く
る困
し
き
し
つ
れ
い藜
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其
享
有
時

其
れ
す
す享
め
る
時
　
有
り

彼
以
其
富

彼
は
其
の
富
を
以
て

我
以
吾
義

我
は
吾
が
義
を
以
て

金
石
相
和

こ
ん
せ
き

金
石
　
あ
い
わ

相
和
し
て

歌
者
是
誰

歌
う
は
是
れ
誰
ぞ

語
釈
　
　
ご
ほ
う

後
豊
＝
豊
後
。
き
ゅ
う
窮
＝
窮
ま
る
、
困
窮
。
あ
つ篤
く
＝
人
情
が
篤
い
、
誠
意
が
有
る
。
あ
わ
れ
憐
む
＝
憐
憫
。
き
ゅ
う
笈
＝
お
い笈
、
お
い
ば
こ

笈
箱
、
書
物
等
を
入
れ
て
背
負
う
竹
製
の
箱
。
た
ん
か
つ

短
褐

＝
ぬ
の
こ
、
短
く
荒
い
粗
末
な
着
物
。
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
＝
物
寂
し
い
さ
ま
。
も
く木
先
生
＝
木
下
い
そ
ん村
。
さ
ん爨
と執
る
＝
か
し
ぐ
、
炊
く
、
飯
を
炊
く
、
か
ま
ど
。
か
ま
ど
竃
＝
へ
っ
つ
い
竃

。
た
ず
さ
携
え
＝
携
行
、
持

っ
て
。
え
ん
か

簷
下
＝
軒
下
。
べ
ん辨
ぜ
ず
＝
わ
き
ま
弁
え
ず
、
知
ら
ず
。
き
ゅ
う
か

泣
下
＝
涙
を
流
す
。
あ噫
＝
嗚
呼
。
も
く
ち
ょ
う

目
丁
＝
物
事
の
筋
目
。
じ
ん
ぎ

仁
義
＝
仁
、
親
愛
の
心
、
義
、
道
理
に
適
う
こ
と
、
道
徳
の
総

称
。
ど
う
と
く

道
徳
＝
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
道
、
道
義
。
お
う
お
う

往
々
＝
つ
ね
ず
ね
、
屡
々
、
時
々
、
時
と
し
て
。
こ
う
ど
う

高
堂
＝
立
派
な
表
座
敷
、
父
母
、
他
人
の
家
の
敬
称
。
い
ん茵
＝
し
と
ね
、
寝

床
、
敷
物
。
か
ん
じ

甘
滋
＝
甘
く
滋
養
の
あ
る
も
の
。
じ
ゅ
ん
じ
ょ
う

醇
釀

＝
良
く
熟
し
た
味
の
濃
い
酒
。
え
ん
ぎ
ょ
く

燕
玉
＝
玉
に
似
て
非
な
る
も
の
。
え
ん燕
＝
つ
ば
め
燕
、
酒
盛
り
、
く
つ
ろ
ぐ
。
ぼ
う房
＝
部
屋
。
し
ち
く

糸
竹
＝

琴
の
類
と
笛
の
類
。
え
ん
あ
ん

宴
安
＝
心
が
く
つ
ろ
い
で
楽
し
む
。
い
つ
ら
く

逸
樂
＝
気
儘
に
楽
し
む
。
に
ち
ど

日
度
＝
日
に
何
度
も
。
お
さ
む
脩
＝
修
め
る
。
き
ゅ
う
ぼ
う

窮
乏
＝
乏
し
く
困
窮
す
る
。
ま
ど惑
う
＝
迷
う
。
し
ど
う

斯
道
＝

此
の
道
、
聖
人
の
道
、
そ
の
人
が
携
わ
っ
て
る
技
芸
や
学
問
の
道
。
き
ん
こ
つ

筋
骨
＝
筋
肉
と
骨
。
い
た
は
労
り
＝
大
切
に
、
自
愛
。
た
い
ひ

體
膚
＝
身
体
と
皮
膚
。
が餓
し
＝
飢
え
る
。
ゆ
う

＝
揺
れ
る
、
よ

っ
て
、
従
う
、
遥
か
遠
い
。
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
＝
貧
し
く
賤
し
い
。
ゆ
う
せ
き

憂
戚
＝
憂
い
傷
む
。
ち笞
＝
む
ち
。
か
ん
て
ん

甘
甜
＝
甘
い
物
。
す
い

＝
む
ち
。
す
い

ち笞
＝
む
ち
。
た
ざ
い

多
財
＝
分
限
者
、
金
持
ち
。
ひ俾
＝
し
も
べ
、
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召
使
い
、
せ
し
む
、
さ
せ
る
、
従
う
、
睨
む
、
横
目
で
観
る
。
せ
ん
き
ん

千
金
＝
千
両
。
ひ
ゃ
く
い
つ

百
鎰
＝

四
十
両
。
り
ん吝
＝
ケ
チ
、
り
ん
し
ょ
く

吝
嗇
。
み躬
＝
身
体
。
え
つ閲
さ
ず
＝
看
な
い
、
顧
み
な
い
。
じ
ん贐
＝
は
な
む
け
餞

、

贈
る
。
う
つ
う
つ

鬱
々
＝
鬱
蒼
と
。
し
ょ
う
は
く

松
柏
＝
松
と
柏
。
し
つ
れ
い藜
＝
は
ま
び
し
、
薬
草
、
は
ま
び
し
を
か
た
ど
象
っ
た
鉄
又
は
木
の
武
器
、
忍
者
用
。
き
ょ
う
享
す
＝
享
受
、
受
け
る
。
こ
ん
せ
き

金
石
＝
金
と
石
。
あ
い
わ

相
和

す
＝
調
和
。
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３
１
　

送
海
賀
某
歸
秋
月
序

海
賀
某
秋
月
人
也
。
有
學
問
。
喜
文
章
。
旁
精
于
拳
法
。
余
與
之
相
識
于
後
肥
。
蓋
魁
偉
之
士
也
。
某
之
歸
郷
也
。
過
余
乞
一
言
。
余

乃
告
之
曰
。
子
好
拳
法
乎
。
吾
以
拳
法
論
之
。
邑
之
人
。
川
子
道
。
嘗
語
余
云
。
藤
井
某
。
妙
于
拳
法
。
立
人
于
壁
後
。
隔
壁
撃
地
。

立
者
應
聲
而
仆
。
少
頃
。
又
撃
地
。
仆
者
忽
焉
甦
。
僕
異
之
。
求
聞
其
術
。
語
僕
以
赤
手
殺
甲
士
之
法
。
其
法
令
人
被
堅
。
信
手
拊
之
。

則
死
。
又
信
手
拊
之
。
則
活
。
余
聞
之
曰
。
神
矣
哉
。
技
也
。
嗚
乎
。
是
感
而
應
之
道
耶
。
若
信
斯
言
也
。
茫
々
之
天
。
可
以
感
焉
。

冥
々
之
神
。
可
以
格
焉
。
而
況
於
人
乎
。
感
天
有
道
曰
。
誠
矣
而
己
。
格
神
有
道
。
曰
誠
矣
而
己
。
動
人
有
道
。
曰
誠
矣
而
己
。
天
之

不
感
。
誠
之
不
至
也
。
神
之
不
格
。
誠
之
不
至
也
。
人
之
不
動
。
誠
之
不
至
也
。
詩
曰
。
維
此
文
王
。
小
心
翼
々
。
昭
事
上
帝
。

懐

多
福
。
言
文
王
盡
誠
而
天
感
也
。
又
曰
。
列
文
辟
公
。
錫
茲
祉
福
。
言
辟
公
盡
誠
而
神
格
也
。
書
曰
。
祗
載
見
瞽

。

々
齊
栗
。
瞽

亦
允
若
。
言
舜
盡
誠
而
動
也
。
由
是
観
之
。
至
誠
而
不
動
者
未
之
有
也
。
誠
其
可
不
盡
乎
。
嗚
乎
。
余
之
所
精
者
道
也
。
故
假
技
以
明

道
。
子
之
所
精
者
技
也
。
且
因
技
而
求
道
。
精
之
精
之
。
又
重
精
之
。
可
以
通
神
矣
。
求
之
求
之
。
又
重
求
之
。
可
以
達
道
矣
。
嗚
乎

是
技
也
。
而
進
乎
道
。
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文
亦
有
赤
手
殺
甲
士
之
手
段

釈
文

か
い
が

海
賀
某
し
秋
月
に
歸
る
を
送
る
の
序

か
い
が

海
賀
某
し
あ
き
ず
き

秋
月
の
人
學
問
有
り
て
、
文
章
を
た
の喜
し
み
て
の
か
た
わ
旁
ら
こ
こ
に
け
ん
ぽ
う

拳
法
に
く
わ精
し
。
余
は
之
れ
肥
後
に
相
識
る
。
お
も謂

う
に
か
い
い

魁
偉
の
士
で
あ
る
。
某
し
郷
に
歸
る
一
言
ね
が乞
う
と
余
を
ゆ
き
す
過
ぎ
る
。
余
は
そ
こ
で
之
れ
を
告
げ
る
。

子
は
け
ん
ぽ
う

拳
法
を
好
み
。
吾
に
け
ん
ぽ
う

拳
法
を
以
て
之
れ
を
論
ず
。
む
ら邑
の
人
せ
ん
し
ど
う

川
子
道
か
っ嘗
て
余
に
語
る
。
藤
井
某
し
の
け
ん
ぽ
う

拳
法
の
妙
は
人

や
壁
の
後
に
立
ち
て
、
壁
を
離
れ
て
地
を
う撃
ち
立
ち
て
聲
に
應
じ
て
た
お仆
れ
、
暫
く
し
て
又
た
地
を
う撃
ち
て
た
お仆
れ
て
忽
ち

よ
み甦
が
え
る
。
し
も
べ
僕
は
あ
や異
し
く
其
の
術
を
聞
き
求
め
る
。
こ
う
し

甲
士
殺
し
の
法
を
す
で
赤
手
で
僕
に
語
る
、
其
の
法
人
に
い
い
つ
令
け
て
堅

く
手
に
ま
か信
せ
て
之
れ
を
う拊
つ
、
則
ち
死
す
又
た
手
に
ま
か信
せ
て
之
れ
を
う拊
つ
則
ち
活
か
す
。
余
の
聞
く
之
れ
が
神
の
技
か
、

嗚
乎
是
れ
感
じ
て
ま
さ應
に
之
れ
ど
う道
若
し
斯
の
言
を
信
じ
て
、
茫
々
の
天
以
て
感
ず
可
し
。
冥
々
の
神
以
て
た
だ格
す
可
し
、
況

ん
や
人
に
於
て
天
に
感
ず
道
有
り
て
誠
か
な
、
己
に
神
に
格
す
道
有
り
て
己
に
誠
な
り
。
天
も
感
じ
せ
ず
誠
も
至
ら
ず
、
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神
は
格
さ
ず
誠
も
至
ら
ず
、
人
之
れ
動
か
ず
詩
こ
こ
に
。

維
此
文
王

此
の
ぶ
ん
お
う

文
王
を
つ維
ぎ

小
心
翼
々

し
ょ
う
し
ん

小
心
　
よ
く
よ
く

翼
々
た
り

昭
事
上
帝

昭
ら
か
に
じ
ょ
う
て
い

上
帝
を
事
と
し
て

懐
多
福

ふ
で

　
た
ふ
く

多
福
を
お
も懐
う

言
う
ぶ
ん
お
う

文
王
　
誠
　
つ
く盡
き
て
天
　
感
ず
な
り
と
。
又
た
こ
こ
に
。

列
文
辟
公

へ
き辟
こ
う公
　
ぶ
ん文
に
列
ね
て

茲
祉
福
錫
　

こ
こ茲
に
し
ふ
く

祉
福
を
た
ま錫
わ
る

言
う
へ
き
こ
う

辟
公
は
誠
を
つ盡
く
し
て
し
ん
か
く

神
格
す
。
書
し
て
た祗
だ
の載
せ
て
こ
そ
う

瞽

を
見
る
。
き
き々
と
し
て
せ
い
り
つ

齊
栗
す
こ瞽
亦
た
い
ん允
じ
ゃ
く
若
言
う
、

至
誠
動
か
ず
し
て
未
だ
之
れ
有
り
て
誠
は
つ
き盡
せ
ず
可
き
、
嗚
乎
、
余
の
も
の
の
精
け
し
所
道
な
り
。
故
に
技
を
か
り假
て
以
て
道

を
明
か
す
。
子
は
の
も
の
の
精
け
す
所
は
技
な
り
。
且
つ
技
に
因
っ
て
道
を
求
め
る
。
も
の
の
精
け
の
も
の
の
精
け
又
た
重
く
し
て
之
れ

を
求
め
道
に
達
し
て
以
て
可
し
。
嗚
乎
、
是
れ
技
な
り
、
そ
し
て
道
に
進
む
。
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亦
た
赤
手
で
甲
子
殺
し
の
手
段
を
文
に
す
る
。

語
釈
　
　
か
い
が

海
賀
某
＝
か
い
が

海
賀
藤
蔵
、
揚
心
流
柔
術
家
、
揚
心
流
柔
術
を
家
業
と
し
た
、
毎
朝
払
暁
に
起
床
し
、
道
場
に
出
て
独
修
し
た
が
、
そ
の
音
響
は
開
門
を
待
つ
門
弟
の
耳

朶
を
強
く
打
っ
た
と
い
う
、
又
登
城
の
途
次
に
は
往
来
人
の
い
な
い
と
き
を
窺
っ
て
、
四
肢
に
よ
り
城
の
石
垣
を
匍
匐
し
、
梁
の
上
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
姿
勢
で
飛
び
降
り
る
な
ど
の

修
練
を
積
ん
だ
と
い
は
れ
る
、
そ
の
長
男
市
蔵
か
。
あ
き
ず
き

秋
月
＝
肥
後
あ
き
ず
き

秋
月
藩
。
か
た
は
旁
ら
＝
序
で
に
。
け
ん
ぽ
う

拳
法
＝
少
林
寺
け
ん
ぽ
う

拳
法
、
空
手
。
せ
い精
＝
精
を
出
す
。
こ
う
ひ

後
肥
＝
肥
後
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、

な
ん
ぞ
。
か
い
い

魁
偉
＝
優
れ
て
偉
い
人
。
ゆ
う邑
＝
く
に
、
領
地
、
む
ら
、
さ
と
。
せ
ん
し
ど
う

川
子
道
＝
長
州
の
人
。
か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
げ
き撃
＝
攻
撃
、
撃
つ
。
ふ仆
＝
倒
れ
る
、
倒
れ
伏
す
。
し
ょ
う
け
い

少
頃

＝
暫
く
し
て
。
そ甦
＝
甦
生
、
甦
る
。
せ
き
し
ゅ

赤
手
＝
赤
子
の
手
、
素
手
。
こ
う
し

甲
士
＝
よ
ろ
い
甲
を
つ
け
た
強
い
士
。
さ
つ殺
＝
殺
す
。
ひ
れ
い

被
令
＝
命
令
を
受
け
る
。
ふ拊
＝
手
を
打
つ
、
我
が
意
を
得
た
り
と

喜
ぶ
。
し
げ
ん

斯
言
＝
此
の
道
の
言
葉
。
ぼ
う
ぼ
う

茫
々
＝
広
々
と
。
し
ん
か
く

神
格
＝
神
と
同
格
。
い維
＝
こ
れ
、
ま
た
。
ぶ
ん
お
う

文
王
＝
周
の
王
。
こ
こ茲
に
＝
こ
れ
、
こ
の
、
茂
る
。
し
ふ
く

祉
福
＝
幸
福
、
幸
い
。
せ
き錫
＝
錫
、

熟
達
、
賜
、
僧
や
道
士
の
持
つ
杖
。
し
ょ
う
し
ん

小
心
＝
気
が
小
さ
い
。
よ
く
よ
く

翼
々
＝
う
や
う
や
し
い
。
し
ょ
う
じ
ょ
う
て
い

昭
上
帝

＝
　
　
り
つ

＝
筆
、
書
く
。
た
ふ
く

多
福
＝
幸
多
く
。
ぶ
ん
へ
き
こ
う

文
辟
公
＝
文
公
。
ぎ祗
＝
土
地
の
神
。

さ
い載
＝
載
せ
る
。
こ
そ
う

瞽

＝
老
人
の
意
、
太
古
の
聖
天
子
舜
の
父
の
名
。
き
き々
＝
畏
れ
慎
む
さ
ま
。
せ
い
り
つ

齊
栗
＝
畏
れ
慎
む
さ
ま
、
敬
懼
。
こ瞽
＝
め
し
い
、
盲
人
、
物
事
の
道
理
を
見
分
け
ら

れ
な
い
こ
と
。
い
ん允
＝
君
主
、
も
と
、
ま
こ
と
、
許
す
。
し
ゅ
ん
舜
＝
太
古
の
聖
天
子
。
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３
２

　
送
中
西
子
執
遊
江
門
序

感
時
花
濺
涙
傷
別
鳥
驚
心
是
老
杜
之
句
也
今
及
客
後
肥
始
覚
此
句
之
妙
矣
一
日
讀
書
于

邨
書
屋
己
倦
啓
窓
即
櫻
花
爛

然
而
華
有
鳥
綿
蛮
于
花
際
対
之
之
際
郷
心
忽
生
客
愁
交
集
悲
不
自
堪
悵
然
掩
然
噫
花
乎
非
悦
於
眼
者
歟
鳥
乎
非
娯
於
耳

者
歟
而
今
也
花
愈
娟
而
余
之
愁
愈
甚
鳥
愈
囀
而
余
之
悲
愈
深
人
心
之
無
常
也
如
此
夫
心
之
為
物
虚
而
霊
触
物
而
転
随
境

以
嘗
非
自
操
之
其
存
幾
何
然
則
其
愁
人
悲
人
者
豈
獨
花
鳥
而
巳
哉
凡
物
皆
然
初
余
之
入
木
門
也
所
見
皆
異
郷
之
人
所
聞

皆
異
郷
之
語
如
侏

鴃
舌
者
有
之
牙
々
雑
都
鄙
者
有
之
語
言
難
通
生
面
不
親
対
其
面
聞
其
語
適
足
以
使
予
生
郷
心
動
客

愁
而
巳
既
而
日
往
月
来
向
之
不
通
者
自
通
向
之
不
親
者
自
親
則
対
文
共
論
開
口
而
笑
交
情
益
厚
恰
似
同
胞
於
是
乎
対
面

聞
語
皆
足
以
慰
吾
懐
余
於
是
乎
益
感
乎
人
心
之
無
常
矣
天
草
中
西
子
執
将
遊
江
門
歳
之
五
月
告
別
於
余
且
請
一
言
余
曰

須
磨
明
石
隹
麗
之
地
也
子
泊
舟
於
此
豈
能
不
思
郷
乎
芳
埜
之
花
富
岳
之
雪
亦
景
之
美
者
也
子
対
此
豈
能
不
思
郷
乎
都
者

大
都
会
也
奇
才
異
能
之
士
以
至
于
奇
技
謡
巧
之
賤
無
所
不
有
也
其
歌
也
有
遏
雲
者
有
能
不

耳
者
耶
其
笑
也
有

城
者

有
能
不
注
目
者
耶
酒
極
美
肴
尽
甘
鮮
禹
王
之
所
未
知
易
牙
之
所
未
嘗
有
能
不
流
涎
者
耶
子
逢
此
数
者
不
知
能
塞
耳
而
行
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掩
目
而
過
乎
嗚
呼
是
皆
無
益
乎
子
之
身
矣
礼
曰
飲
食
男
女
人
之
大
欲
存
焉
故
聖
賢
千
言
万
語
率
皆
戒
之
子
能
操
心
如
今

日
勤
學
如
今
日
確
乎
不
可
抜
則
毎
看
花
聴
鳥
輙
涙

然
下
之
於
是
乎
子
亦
始
覚
杜
詩
之
所
以
妙
矣
而
後
子
亦
得
驚
人
句

如
杜
矣
既
得
如
杜
之
句
又
操
心
如
金
石
則
非
獨
不
負
江
都
之
花
月
庶
幾
不
雖
然
江
愧
於
故
郷
之
朋
友
非
獨
不
愧
於
故
郷

之
朋
友
幾
不
愧
於
古
之
人
子
其
最
称
余
之
与
子
執
非
一
朝
一
夕
之
交
故
於
其
行
也
道
人
心
之
所
以
無
常
以
戒
之

釈
文

な
か
に
し
し
し
ゅ
う

中
西
子
執
こ
う
も
ん

江
門
に
ゆ
う遊
を
送
る
の
じ
ょ序

時
に
感
じ
て
花
に
な
み
だ
を
涙
を
そ
そ濺
涙
を
ぎ
、
別
れ
を
傷
ん
で
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
、
是
れ
ろ
う
と

老
杜
（
杜
甫
）

の
く句
な
り
、

今
こ
う
ひ

後
肥
に
か
く客
（
旅
）
す
る
に

及
ん
で
此
の
く句
の
み
ょ
う
妙
を
始
め
て
覚
え
る
、
一
日
書
を
讀
み
こ
こ
い
そ
ん邨
し
ょ
お
く

書
屋
に
す
で己
に
つ
か倦
れ
け
い
そ
う

啓
窓
（
窓

辺
に
く
つ
ろ
ぐ
）

既
に
お
う
か

櫻
花
ら
ん爛
然
に
し
て
は
な華
に
鳥
に
有
り
め
ん
ば
ん

綿
蛮
（
小
鳥
の
鳴
く
声
）
、
花
際
に
対
し
て
之
れ
之
の
際
き
ょ
う
し
ん

郷
心
忽
ち
客
愁

を
生
じ
て
、
こ
も
ご
交
も
悲
し
み
集
り
自
か
ら
た堪
え
ず
と
ば
り
帳
で
然
り
と
窓
を
掩
う
、
あ
あ噫
、
花
を
よ
ろ
こ
悦
び
て
眼
に
や
す
ら
歟
か
に
非
ら
ず

鳥
を
た
の娯
し
む
眼
に
や
す
ら
歟
か
に
非
ら
ず
、
今
花
は
い
よ
い
愈
よ
う
つ娟
く
し
く
、
余
の
愁
い
い
よ
い
愈
よ
甚
し
く
鳥
い
よ
い
愈
よ
さ
え囀
ず
り
て
、
余
の
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悲
し
み
い
よ
い
愈
よ
深
く
、
人
心
む
じ
ょ
う

無
常
な
る
今
此
れ
心
は
物
の
う
つ虚
ろ
を
為
し
、
れ
い霊
触
物
に
し
て
う
た転
た
境
に
随
い
以
て
憂
は
、

自
か
ら
あ
や
つ
る
操

に
非
ず
其
の
き
か
幾
何
（
ど
れ
ほ
ど
）

を
存
す
、
則
ち
其
の
う
れ愁
い
人
の
悲
し
み
は
あ
に豈
獨
り
か
ち
ょ
う

花
鳥
だ
け巳
か
な
、
ぼ
ん
ぶ
つ

凡
物
（
お
よ

そ
の
も
の
）

は
皆
然
り
初
め
て
余
が
も
く
も
ん

木
門
（
木
下
先
生
の
門
）

に
入
り
し
と
こ
ろ
、
皆
い
き
ょ
う

異
郷
の
人
々
を
見
る
聞
く
所
皆
い
き
ょ
う

異
郷
の
こ
と
ば
語

は
、
お
ろ
か
侏
な
る
如
く
き
ん禽
け
つ
ぜ
つ

鴃
舌
（
意
味
の
通
じ
な
い
言
葉
）

は
、
之
れ
が
が
牙
々
ま
じ
り
雑
（
女
児
の
愛
ら
し
い
声
）

有
り
す
べ都
て
い
な
か
も
の

鄙
者
の
、
之
の
ご
げ
ん

語
言

通
じ
難
く
あ
り
、
せ
い
め
ん

生
面
（
生
き
生
き
と
し
た
顔
）
し
た
し
親
く
せ
ず
そ
の
面
に
対
し
て
其
を
聞
き
そ
の
こ
と
ば
語
の
た
る足
に
か
な適
い
わ予
れ
を
し使
て

き
ょ
う
し
ん

郷
心
を
生
じ
か
く
し
ゅ
う

客
愁
（
旅
の
愁
れ
）

動
き
、
既
に
し
て
日
ゆ往
き
月
来
た
て
こ
れ
に
向
っ
て
、
通
ぜ
ず
は
自
か
ら
し
た
し
親
ま
ず
は

自
か
ら
し
た
し
親
み
て
則
ち
文
に
対
し
て
共
に
論
じ
口
を
開
い
て
笑
っ
て
、
情
を
交
え
て
益
々
や
す寧
ん
じ
て
あ
た
か
恰
も
ど
う
ほ
う

同
胞
に
似
た

る
は
是
れ
、
た
い
め
ん

対
面
し
て
語
を
聞
き
皆
た
る足
を
以
て
吾
懐
を
慰
め
る
、
余
は
是
れ
益
々
人
心
の
む
じ
ょ
う

無
常
を
感
ず
、
あ
ま
く
さ

天
草
な
か
に
し
し
し
ょ
う

中
西
子
執

ま
さ将
に
こ
う
も
ん

江
門
（
江
戸
）

に
あ
そ遊
ば
ん
と
す
る
、
さ
い歳
の
五
月
別
れ
を
告
げ
て
余
に
こ請
う
余
は
一
言
余
は
曰
う
く
す
ま
須
磨
あ
か
し

明
石
は
か
れ
い

佳
麗

の
地
な
り
、
子
は
舟
に
泊
す
こ
れ
豈
能
く
郷
を
思
わ
ず
、
芳
野
の
花
富
士
の
雪
ま
た
景
の
美
は
子
は
こ
れ
に
対
し
て
豈

思
郷
せ
ず
こ
う
も
ん

江
門
へ
だ距
つ
は
極
め
て
遠
く
故
に
言
語
は
通
ぜ
ず
、
ま
た
猶
我
の
入
肥
な
る
豈
能
く
思
郷
せ
ず
、
然
る
に
江
都

と
雖
も
そ
れ
だ
い
と
か
い

大
都
会
な
り
、
自
か
ら
き
さ
い

奇
才
い
の
う

異
能
の
士
以
て
至
り
、
き
ぎ
奇
技
い
ん
こ
う

淫
巧
（
極
め
て
贅
沢
な
技
巧
、
ま
た
そ
の
物
）
そ
そ賤
ぐ
所
無
く
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有
せ
ず
、
其
の
歌
雲
を
さ
え遏
ぎ
り
能
く
有
り
て
ね
ん
ご

ろ
に
せ
ず
そ
れ
笑
い
な
り
、
ね
ん
ご

ろ
城
（
街
の
こ
と
）

は
能
く
有
り
注
目
す

る
は
、
酒
き
わ極
め
て
じ
ゅ
ん
び

醇
美
こ
う肴
つ
き尽
ず
か
ん
せ
ん

甘
鮮
こ
れ
、
う
お
う

禹
王
の
未
知
の
所
知
ら
ず
の
所
、
い
が
易
牙
（
料
理
の
名
人
）

の
と
こ
ろ
未
だ
か
っ嘗
て

能
く
よ
だ
れ
涎
を
流
さ
ず
を
有
す
、
子
は
此
れ
に
逢
い
し
ば
し
数
ば
知
ら
ず
能
く
耳
を
ふ
さ塞
い
で
行
き
目
を
お
お掩
い
て
よ過
ぎ
り
、

あ
あ
嗚
呼
、
是
れ
皆
益
無
く
、
子
の
身
に
ら
い礼
（
敬
意
）
し
て
曰
う
い
ん
し
ょ
く

飲
食
だ
ん
じ
ょ

男
女
人
こ
れ
大
な
る
欲
に
存
す
、
故
に
せ
い
け
ん

聖
賢
せ
ん
げ
ん

千
言
に
ま
ん
ご

万
語

す
べ率
て
皆
之
れ
を
い
ま
し
戒
め
子
よ能
く
そ
う
し
ん

操
心
（
何
時
も
気
を
付
け
る
）
じ
ょ
こ
ん

如
今
（
現
在
）

日
勤
學
び
じ
ょ
こ
ん

如
今
日
た
し確
か
め
て
抜
く
可
ら
ず
、
則
ち
つ
ね毎

に
花
を
看
鳥
を
き聴
き
て
す
な
わ
輙
ち
涙
さ
ん
ぜ
ん然
と
し
て
く
だ下
る
、
こ
れ
亦
た
子
始
め
杜
甫
詩
の
し
ょ
い

所
以
（
原
因
、
訳
）
み
ょ
う
妙
後
に
し
て
子
亦

た
人
を
驚
か
す
句
と杜
の
如
く
を
得
る
、
既
に
と杜
の
句
の
如
き
を
得
て
、
又
た
そ
う
し
ん

操
心
き
ん
せ
き

金
石
の
如
く
、
則
ち
獨
り
こ
う
と

江
都
の
か
げ
つ

花
月

を
負
わ
ず
に
非
ら
ず
、
し
ょ
き

庶
幾
（
希
望
す
る
）
は愧
じ
ず
こ
き
ょ
う

故
郷
の
ほ
う
ゆ
う

朋
友
獨
り
は愧
ず
に
非
ら
ず
、
こ
き
ょ
う

故
郷
の
ほ
う
ゆ
う

朋
友
し
ょ
き

庶
幾
は
じ愧
ず
い
に
し
え
古

の
人
、

子
其
れ
最
も
余
の
し
し
ゅ
う

子
執
に
与
え
る
を
称
す
、
い
っ
ち
ょ
う

一
朝
い
っ
せ
き

一
夕
の
ま
じ
わ
り
交

に
非
ら
ず
故
に
其
の
行
な
り
、
道
人
の
心
の
所
以
む
じ
ょ
う

無
常

以
て
之
れ
を
い
ま戒
し
め
る
。

語
釈
　
　
な
か
に
し
し
し
ゅ
う

中
西
子
執
＝
人
名
。
こ
う
も
ん

江
門
＝
江
戸
。
ゆ
う遊
＝
遊
ぶ
、
遊
学
、
旅
。
じ
ょ序
＝
端
書
き
、
順
序
を
追
っ
て
申
し
述
べ
る
。
せ
ん濺
＝
注
ぐ
、
涙
が
流
れ
落
ち
る
。
し
ょ
う
し
ん

傷
心
＝
悲
し
い
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心
、
傷
ま
し
い
。
ろ
う
と

老
杜
＝
杜
甫
、
盛
唐
の
大
詩
人
。
く句
＝
詩
の
最
小
の
単
位
。
こ
う
ひ

後
肥
＝
肥
後
、
熊
本
県
。
み
ょ
う
妙
＝
幼
少
、
美
し
い
、
し
な
や
か
、
精
巧
、
人
間
の
能
力
以
上
の
働
き
、

計
り
知
れ
な
い
、
優
れ
た
働
き
が
あ
る
。
ど
く
し
ょ

讀
書
＝
書
物
を
読
む
。
う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
、
発
字
の
助
字
、
よ
り
、
か
ら
、
比
較
、
場
所
を
示
す
、
お
い
て
、
か
、
か
な
、
文
末
に
あ

っ
て
疑
問
、
感
嘆
を
示
す
。
い
そ
ん邨
＝
木
下

邨
、
五
竹
の
師
事
す
る
人
。
し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。
す
で己
＝
既
に
。
あ倦
き
＝
倦
怠
、
怠
い
、
疲
れ
。
ひ
ら啓
き
＝
啓
蒙
、
開
く
。
ら
ん爛
＝
爛
漫
、
花
が
闌
。

は
な華
＝
花
。
め
ん
ば
ん

綿
蛮
＝
鳥
が
鳴
く
さ
ま
。
き
ょ
う
し
ん

郷
心
＝
里
心
。
た堪
え
＝
堪
え
る
。
ち
ょ
う

悵
然
＝
恨
み
嘆
く
さ
ま
、
が
っ
か
り
と
し
た
さ
ま
。
え
ん
ぜ
ん

掩
然
＝
覆
う
さ
ま
、
庇
う
さ
ま
。
い噫
＝
あ
あ
、
嘆
息
、

驚
嘆
の
声
。
え
つ悦
＝
悦
ぶ
、
喜
ぶ
。
よ歟
＝
気
が
安
ら
か
、
か
、
や
、
疑
問
、
推
測
、
反
語
、
感
嘆
の
意
を
表
す
助
字
。
ご娯
＝
娯
楽
、
楽
し
み
。
ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。
け
ん娟
＝
美
し
い
、
し
な

や
か
、
姿
態
の
美
し
い
さ
ま
、
体
を
く
ね
ら
せ
る
。
さ
え
ず
囀
る
＝
鳥
が
鳴
く
。
む
じ
ょ
う

無
常
＝
定
め
が
な
い
、
人
生
の
儚
い
さ
ま
。
き
ょ
ぶ
つ

虚
物
＝
虚
ろ
な
物
、
偽
物
。
れ
い霊
＝
神
、
巫
、
精
神
、
命
、

魂
、
霊
魂
。
ふ
れ触
る
＝
触
る
、
触
れ
る
。
か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
み
さ
お
操
＝
操
る
、
使
い
こ
な
す
、
節
操
、
貞
操
。
い
く
ば
く

幾
何
＝
幾
ら
か
。
う
れ愁
う
＝
憂
う
。
あ
に豈
＝
ど
う
し
て
、
疑
問
、
反
語
の

助
字
、
な
ん
と
、
感
嘆
の
意
を
表
す
。
か
ち
ょ
う

花
鳥
＝
花
や
鳥
。
ぼ
ん
ぶ
つ

凡
物
＝
全
て
に
物
。
、
並
み
の
物
。
も
く
も
ん

木
門
＝
木
下
門
下
。
い
き
ょ
う

異
郷
＝
異
な
る
國
、
里
、
郷
。
ご語
＝
言
葉
。
し
ゅ
り

侏

＝
西
方
の
蛮

人
の
音
楽
、
転
じ
て
外
国
語
の
意
味
不
明
な
さ
ま
。
け
つ
ぜ
つ

鴃
舌
＝
百
舌
の
鳴
き
声
。
が
が
牙
々
＝
女
児
の
愛
ら
し
い
声
。
ざ
つ雑
＝
雑
多
。
と
ひ
都
鄙
＝
都
会
と
田
舎
。
げ
ん
ご

言
語
＝
言
葉
。
し
た
し
親
く
＝
親
身

に
。
か
な適
い
＝
適
す
。
ど
う
き
ゃ
く

動
客
＝
動
く
客
、
驚
く
客
。
か
い
こ
う

開
口
＝
開
口
一
番
、
言
い
出
す
。
こ
う
じ
ょ
う

交
情
＝
友
情
。
あ
た
か
恰
も
＝
丁
度
、
ぴ
っ
た
り
と
。
ど
う
ほ
う

同
胞
＝
肉
親
、
親
兄
弟
。
た
い
め
ん

対
面
＝
面
談
、

顔
を
会
わ
せ
て
。
お
も懐
い
＝
想
い
、
思
い
。
ま
す益
＝
益
々
、
い
よ
い
よ
。
む
じ
ょ
う

無
常
＝
定
め
が
な
い
、
人
生
の
儚
い
さ
ま
。
ま
さ将
に
＝
正
に
、
当
に
。
こ
う
も
ん

江
門
＝
江
戸
。
す
ま
須
磨
＝
兵
庫
県
内
。
あ
か
し

明
石

＝
兵
庫
県
内
。
佳
麗
＝
麗
ら
か
で
美
し
い
。
さ
い歳
＝
そ
の
年
い
ち
げ
ん

一
言
＝
ひ
と
こ
と

一
言
。
こ請
う
＝
要
請
、
頼
む
。
だ
い
と
か
い

大
都
会
＝
大
都
市
。
き
さ
い

奇
才
＝
才
能
。
い
の
う

異
能
＝
異
な
る
能
力
。
き
ぎ
奇
技
＝
珍
し
く
不
思

議
な
技
。
う
た謡
い
＝
謡
う
、
詠
う
、
歌
う
。
た
く
み
巧
＝
巧
み
、
工
、
上
手
。
い
や賤
し
＝
賤
し
い
。
あ
っ遏
す
＝
止
め
る
、
と
ど
め
る
、
遮
る
、
抑
え
る
、
断
つ
。
き

＝
至
る
、
懇
ろ
、
長
い
、
丈

が
高
い
。
や耶
＝
や
、
か
、
疑
問
、
反
語
。
き
わ極
め
＝
極
致
、
極
め
て
、
と
っ
て
も
。
び
こ
う

美
肴
＝
美
味
し
い
酒
の
肴
。
か
ん
せ
ん

甘
鮮
＝
新
鮮
で
甘
美
。
つ
く尽
す
＝
極
め
る
、
悉
く
、
終
わ
る
、
尽
き
る
。

う
お
う

禹
王
＝
夏
の
王
朝
を
開
い
た
聖
王
。
え
き
が

易
牙
＝
斉
の
桓
公
に
仕
え
た
宦
官
、
料
理
の
名
人
。
か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
り
ゅ
う
え
ん

流
涎
＝
涎
を
流
す
。
ふ
さ塞
ぎ
＝
塞
ぐ
。
お
お掩
い
＝
覆
う
。
あ
あ
嗚
呼
＝
感

嘆
詞
。
む
え
き

無
益
＝
得
る
と
こ
ろ
が
無
い
」
ら
い礼
「
礼
記
、
五
経
の
一
つ
」
い
わ曰
く
「
云
う
」
い
ん
し
ょ
く

飲
食
「
飲
ん
だ
り
食
べ
る
」
だ
ん
じ
ょ

男
女
「
男
と
女
」
だ
い
よ
く

大
欲
「
大
き
な
欲
」
え
ん焉
「
い
ず
く
ん
ぞ
、
な

ん
ぞ
、
疑
問
、
反
語
の
意
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
。
せ
い
け
ん

聖
賢
＝
聖
人
と
賢
人
。
せ
ん
げ
ん

千
言
＝
千
の
言
葉
。
ま
ん
ご

万
語
＝
万
の
言
語
。
り
つ率
＝
引
率
、
率
い
る
、
皆
。
い
ま
し
戒
め
＝
戒
律
、
戒
め
る
。
よ能
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く
＝
能
う
、
よ
い
。
そ
う
し
ん

操
心
＝
心
を
操
る
、
節
操
の
心
。
き
ん
が
く

勤
學
＝
学
問
に
勤
勉
。
ち
ょ
う
輙
＝
車
の
わ
き
ぎ
、
即
ち
、
そ
の
度
に
何
時
も
、
容
易
く
、
専
ら
、
忽
ち
。
さ
ん
ぜ
ん然
＝
涙
の
流
れ
る

さ
ま
。
み
ょ
う
妙
＝
幼
少
、
美
し
い
、
し
な
や
か
、
精
巧
、
人
間
の
能
力
以
上
の
働
き
、
計
り
知
れ
な
い
、
優
れ
た
働
き
が
あ
る
。
き
ん
せ
き

金
石
＝
金
と
石
。
か
げ
つ

花
月
＝
花
と
月
、
美
し
い
も
の
の

代
表
。
し
ょ
い
く

庶
幾
＝
諸
々
の
幾
つ
か
の
。
と杜
＝
杜
甫
、
閉
ざ
す
。
は
じ愧
る
＝
恥
じ
る
、
慚
愧
。
い
に
し
え
古

＝
昔
、
古
代
。
と
も
に
与
＝
共
に
。
し
し
ゅ
う

子
執
＝
中
西
し
し
ゅ
う

子
執
。
ま
じ
わ
り
交

＝
交
際
。
む
じ
ょ
う

無
常
＝
定
め
が
な

い
さ
ま
、
人
生
の
儚
い
さ
ま
。
い
ま
し
め
戒

＝
戒
律
、
戒
め
る
。
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３
　

贈
甲
田
某
遊
後
筑
序

甲
田
某
将
遊
後
筑
離
酒
己
酣
南
子
語
之
曰
建

以
来

余
年
于
今
矣
昇
平
之
久
聖
君
賢
相
之
多
民
之
浴
雨
露
皆
振
古
所

無
故
余
常
以
為
物
極
必
變
自
今
以
往
昇
平
未
可
知
也
國
之
将
興
必
有
禎
祥
國
之
将
亡
必
有
秧

我
聞
薩
候
近
辞
東
覲
一

不
祥
也
洋
夷
窺
辺
二
不
祥
也
柳
米
二
国
構
怨
三
不
祥
也
有
聖
君
賢
相
如
此
民
之
浴
雨
露
如
此
而
今
聞
三
不
祥
者
何
耶
然

如
前
二
不
祥
者
或
亦
塗
説
也
後
一
不
祥
者
予
聞
之
於
柳
藩
之
人
某
甚
詳
云
某
曰
今
茲
二
月
日
米
藩
之
民
与
柳
藩
之
屠
者

閙
争
民
斧
屠
者
傷
頭
殆
死
屠
者
大
怒
募
其
徒
四
方
其
徒
大
集
以
牛
皮
為
冑
幕
于
野
鼓
且
盟
于
衆
曰
傷
者
死
乎
必
得
抵
命

柳
藩
不
禁
曰
屠
者
之
事
我
不
知
也
或
曰
先
是
米
藩
曲
堤
詰
之
則
曰
是
必
屠
者
所
為
我
不
知
也
故
柳
藩
今
云
爾
或
曰
屠
者

至
賤
故
両
藩
常
以
度
外
侍
之
其
看
殺
之
如
殺
禽
獣
然
故
有
今
日
事
云
嗚
呼
屠
者
雖
賤
非
亦
天
子
之
民
耶
況
戒
者
國
之
大

事
豈
以
私
怨
忽
大
事
而
可
乎
以
私
怨
忽
大
事
雖
三
尺
童
子
亦
知
其
不
可
豈
両
藩
而
不
知
耶
余
甚
惑
焉
且
也
洋
夷
窺
辺
則

両
藩
不
可
不
敵
王
愾
也
不
幸
有
事
於
蕭
檣
則
其
奈
我
后
然
則
向
之
言
或
小
吏
不
識
事
体
者
之
言
也
不
然
必
有
説
焉
子
之

遊
筑
若
与
其
士
大
夫
交
則
亦
以
余
言
語
之
若
有
説
乎
帰
以
告
予
然
歟
否
歟
祥
歟
不
祥
歟
猶
未
可
知
也
及
子
之
帰
也
将
其
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論
焉

釈
文

こ
う
だ
ぼ
う

甲
田
某
ご
ち
く

後
筑
に
遊
ぶ
を
送
る
の
じ
ょ序

甲
田
某
し
将
に
ご
ち
く

後
筑
（
現
在
の
北
九
州
）

に
遊
ば
ん
と
欲
す
、
離
酒
（
送
別
会
）

己
に
た
け
な
酣
わ
な
ん
し

南
子
（
南
部
五
竹
、
本
人
）

之
れ
語
り
て
曰

う
、
け
ん
こ
う

建

（
弓
は
袋
に
刀
は
鞘
に
し
て
戦
わ
な
い
）

以
来
二
百
余
年
今
ま
で
、
し
ょ
う
へ
い

昇
平
（
平
和
）

こ
れ
久
し
く
聖
君
（
優
れ
た
天
子
）

賢
相
（
優

れ
た
大
臣
）

こ
れ
多
く
の
民
は
う
ろ
雨
露
（
恵
み
、
恩
恵
）

に
浴
し
皆
振
古
（
昔
か
ら
）

故
無
き
所
、
余
は
常
に
物
極
（
世
の
中
が
行
き
ず
ま
る
）

必
ず
變
る
こ
と
と
な
る
、
こ
れ
か
ら
も
し
ょ
う
へ
い

昇
平
が
続
く
と
は
思
わ
れ
な
い
、
國
を
興
す
こ
と
は
必
ず
て
い
し
ょ
う

禎
祥
（
め
で
た
い
記
し
）

で
國
を
亡
す
よ
う
な
こ
と
は
よ
う
へ
ん變
（
禍
）

あ
る
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
さ
つ
こ
う

薩
侯
近
く
と
う
き
ん

東
覲
（
江
戸
詰
め
）

を
じ辞
め
る
と
云
う
が

こ
れ
い
ち
ふ
し
ょ
う

一
不
祥
な
り
、
よ
う
い

洋
夷
が
あ
た
り
辺
を
う
か
が
窺
は
、
に
ふ
し
ょ
う

二
不
祥
な
り
、
柳
川
藩
と
久
留
米
藩
の
二
国
が
こ
う
え
ん

構
怨
（
恨
み
を
も
っ
て
仲
違
い
）

す

る
は
さ
ん
ふ
し
ょ
う

三
不
祥
な
る
、
せ
い
く
ん

聖
君
け
ん
そ
う

賢
相
の
う
ろ
雨
露
に
浴
し
て
此
の
如
き
さ
ん
ふ
し
ょ
う

三
不
祥
は
、
何
ん
ぞ
や
然
る
に
二
藩
の
不
祥
は
、
或
は
と
せ
つ

塗
説

（
立
ち
話
を
し
て
聞
い
た
こ
と
を
す
ぐ
受
け
売
り
し
て
話
す
）

な
り
か
、
後
に
こ
の
不
祥
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
を
柳
藩
の
人
某
し
、
甚
だ
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詳
し
く
云
う
、
、
こ
ん
じ

今
茲
（
現
在
）

二
月
　
日
久
留
米
藩
の
民
と
柳
藩
の
と
し
ゃ

屠
者
（
屠
殺
場
の
連
中
、
相
手
を
罵
る
表
現
）

は
、
ど
う
そ
う

閙
争
民
（
騒
が

し
く
争
う
）

に
ふ
と
斧
屠
（
久
留
米
藩
の
こ
と
）

は
頭
を
い
た傷
め
て
だ
い
ぬ

大
怒
其
の
と
も
が
ら
徒

を
つ
の募
り
て
、
四
方
に
大
集
し
て
と
も
が
ら
徒

は
牛
皮
を
以
て
ち
す
じ
冑

を
為
し
（
屠
殺
さ
れ
た
牛
が
怒
り
出
し
た
よ
う
に
）
、
や
こ
う

野
鼓
且
つ
ち
か盟
う
（
す
ざ
ま
じ
く
生
け
贄
の
血
を
啜
り
あ
っ
て
団
結
す
る
か
の
よ
う
に
）
し
ゅ
う
衆
は
曰
う
、

傷
者
は
死
し
て
も
命
を
か
け
て
必
ず
抵
抗
す
る
だ
ろ
う
、
り
ゅ
う
は
ん

柳
藩
は
止
め
る
こ
と
な
く
、
と
し
ゃ

屠
者
的
行
為
の
事
は
我
の
知

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
、
先
ず
是
れ
は
べ
い米
は
ん藩
を
き
ょ
く
て
い

曲
堤
（
袋
の
鼠
）
に
詰
ら
せ
て
屠
者
は
必
ず
我
が
知
ら
ざ
る
に
為
す
、

こ
と
さ
ら
故

に
り
ゅ
う
は
ん

柳
藩
は
云
う
の
み
、
と
し
ゃ

屠
者
の
賤
し
さ
至
る
も
の
で
、
故
に
両
藩
は
常
に
ど度
が
い外
に
は
べ侍
ら
せ
て
、
之
れ
を
み
ご
ろ
し

看
殺
し

に
し
き
ん
じ
ゅ
う

禽
獣
（
鳥
や
獣
）

を
殺
す
が
如
く
が
、
今
日
の
事
で
あ
る
と
云
う
。

あ
あ
嗚
呼
、
と
し
ゃ

屠
者
は
賤
し
と
雖
も
亦
た
て
ん
し

天
子
の
民
と
は
云
い
難
く
、
ま況
し
て
い
ま戒
し
め
る
は
國
の
だ
い
じ

大
事
な
る
を
以
て
し
え
ん

私
怨
た
ち
ま
忽

ち
だ
い
じ

大
事
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
え
ん

私
怨
た
ち
ま
忽
ち
だ
い
じ

大
事
な
り
三
尺
ど
う
じ

童
子
（
判
ら
ず
や
を
罵
る
表
現
）

と
雖
も
亦
た
其
れ
を
知
る
可
き
で
あ

る
、
り
ょ
う
は
ん

両
藩
を
し
て
知
ら
ず
や耶
、
余
は
甚
だ
ま
ど惑
う
且
つ
亦
た
、
よ
う
い

洋
夷
は
あ
た
り
辺
を
の
ぞ窺
い
て
い
る
時
に
り
ょ
う
は
ん

両
藩
敵
対
し
て
い
る

場
合
で
は
な
い
。
嘆
く
ば
か
り
で
あ
る
、
事
有
り
て
幸
と
は
な
ら
な
い
。

し
ょ
う
し
ょ
う

蕭
檣
（
内
か
ら
起
こ
る
心
配
事
）

の
愁
い
で
あ
る
、
そ
れ
は
ど
う
し
ょ
う
も
無
い
が
此
の
言
に
向
っ
て
、
或
は
し
ょ
う
り

小
吏
は
し識
る
ま
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い
事
体
は
之
の
言
な
り
、
そ
う
だ
と
せ
ず
に
必
ず
説
を
有
す
る
、
子
の
ゆ
う
ち
く

遊
筑
若
し
し士
だ
い
ふ

大
夫
（
高
官
の
役
人
）

と
交
わ
り
余
の

言
語
の
を
ほ
ど
こ
説
す
ご
と若
く
有
る
、
帰
り
て
あ
ら
か
じ
予

め
告
げ
然
る
に
や
不
か
祥
か
不
祥
か
未
だ
知
る
可
き
も
な
い
が
、
子
が
帰

る
を
待
っ
て
共
に
事
に
つ
い
て
論
ぜ
ん
と
し
ょ
う
。

語
釈
　
　
お
く贈
る
＝
贈
呈
。
こ
う
だ
ぼ
う

甲
田
某
＝
甲
田
威
郷
。
ご
ち
く

後
筑
＝
筑
後
、
福
岡
県
。
じ
ょ序
＝
は
し
が
き
、
順
序
を
追
っ
て
申
し
述
べ
る
、
次
第
。
た
け
な
わ
酣

＝
闌
、
盛
り
。
な
ん
し

南
子
＝
南
部
五
竹
。

け
ん
こ
う

建

＝
弓
は
袋
に
刀
を
鞘
に
し
ま
い
使
わ
な
い
こ
と
。
に
ひ
ゃ
く
よ
ね
ん

余
年
＝
二
百
年
余
り
。
し
ょ
う
へ
い

昇
平
＝
世
の
中
が
穏
や
か
に
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
衰
乱
時
代
か
ら
抜
け
出
て
、
太
平
に
至
る

ま
で
の
上
り
坂
の
平
和
時
代
、
太
平
。
き
ゅ
う
久
＝
久
し
い
、
長
い
。
あ
め
つ
ゆ

雨
露
＝
雨
と
露
。
て
い
し
ょ
う

禎
祥
＝
め
で
た
く
幸
い
。
よ
う
げ
つ

秧

＝
背
の
低
い
稲
の
苗
と
ひ
こ
ば
え
、
稲
の
切
り
株
か
ら
新
し
く

出
た
芽
。
さ
つ
こ
う

薩
侯
＝
薩
摩
侯
。
と
う
き
ん

東
覲
＝
参
勤
交
代
。
じ辞
す
＝
断
る
。
よ
う
い

洋
夷
＝
静
養
の
夷
狄
。
あ
た
り
辺
＝
我
が
国
の
周
辺
。
う
か
が
窺
う
＝
覗
き
見
す
る
。
り
ゅ
う
べ
い

柳
米
＝
柳
川
藩
と
久
留
米
藩
。
う
ら
み
怨
＝

怨
む
。
か
ま構
え
＝
身
構
え
す
る
、
用
意
す
る
、
抵
抗
す
る
。
せ
い
く
ん

聖
君
＝
聖
人
、
君
主
。
け
ん
そ
う

賢
相
＝
賢
人
、
大
臣
。
い
ち
ふ
し
ょ
う

一
不
祥
＝
一
つ
幸
せ
で
な
い
。
と
せ
つ

塗
説
＝
立
ち
話
し
て
、
聞
い
た
こ
と
を
す

ぐ
受
け
売
り
し
て
話
す
。
こ
こ茲
に
＝
此
処
に
。
と
も
に
与
＝
共
に
。
ど
う
そ
う

閙
争
＝
騒
ぎ
争
う
、
騒
々
し
い
喧
嘩
。
お
の斧
「
斧
、
斤
。
き
ず傷
＝
怪
我
、
傷
、
負
傷
。
ほ
と
ん
殆
ど
「
大
方
、
全
て
，
大
部
分
。
い
か怒

り
＝
怒
る
。
つ
の
ら
募
せ
＝
増
す
。
ち
ゅ
う
ば
く

冑
幕
＝
甲
冑
。
や
こ
野
鼓
＝
野
太
鼓
。
め
い盟
す
＝
盟
約
、
同
盟
。
う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
、
発
字
の
女
児
、
と
、
接
続
、
よ
り
、
か
ら
、
比
較
、
場
所
、
を
示

す
、
お
い
て
、
か
、
か
な
、
文
末
の
疑
問
、
感
嘆
を
表
す
。
し
ゅ
う
衆
＝
大
衆
、
皆
。
ふ抵
れ
＝
抵
触
。
べ
い
は
ん

米
藩
＝
久
留
米
藩
。
り
ゅ
う
は
ん

柳
藩
＝
柳
川
藩
。
き
ょ
く
て
い

曲
堤
＝
郭
の
堤
。
じ爾
＝
な
ん
じ
、
そ
の
、

こ
の
、
然
り
、
し
か
る
に
、
の
み
、
ち
か
い
。
い
わ曰
く
＝
云
う
。
と
し
ゃ

屠
者
＝
殺
す
者
、
家
畜
の
屠
殺
を
業
と
す
る
者
。
ど
が
い

度
外
＝
考
え
の
外
、
問
題
に
し
な
い
。
じ侍
し
＝
侍
る
。
み
ご
ろ
し

看
殺
＝
見

殺
し
。
き
ん
じ
ゅ
う

禽
獣
＝
鳥
や
獣
。
あ
あ
嗚
呼
＝
感
嘆
詞
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
。
せ
ん賤
＝
卑
賤
、
賤
し
い
。
て
ん
し

天
子
＝
天
皇
。
あ
に況
＝
い
わ
ん
や
、
ま
し
て
。
い
ま
し
め
戒

る
＝
戒
律
、
戒
め
る
。
し
え
ん

私
怨
＝
私
的

な
怨
み
。
た
ち
ま
忽
ち
＝
忽
然
。
ど
う
じ

童
子
＝
童
、
子
供
。
や耶
＝
や
、
か
、
疑
問
、
反
語
。
ま
ど惑
う
＝
惑
う
、
迷
う
。
り
ょ
う
は
ん

両
藩
＝
柳
川
藩
と
久
留
米
藩
。
お
う
き

王
愾
＝
盛
ん
な
気
概
。
ゆ
う
じ

有
事
＝
旦
緩
急
、
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何
事
か
起
き
た
時
に
。
し
ょ
う
し
ょ
う

蕭
檣

＝
門
の
内
側
、
身
内
の
、
家
庭
内
の
。
な奈
＝
い
か
ん
、
い
か
ん
せ
ん
、
い
か
ん
ぞ
、
ど
う
に
も
し
ょ
う
が
な
い
。
ご后
＝
ひ
い
て
、
後
。
し
ょ
う
り

小
吏
＝
小
役

人
、
下
級
官
吏
。
し識
ら
ず
＝
知
ら
な
い
。
て
い体
＝
体
裁
、
ふ
り
。
ゆ
う
ち
く

遊
筑
＝
筑
後
に
遊
ぶ
。
し士
＝
学
徳
の
あ
る
人
、
男
子
の
美
称
。
だ
い
ふ

大
夫
＝
周
代
、
天
子
、
諸
侯
に
仕
え
た
官
吏
の
身
分

の
一
つ
。
よ歟
「
気
が
安
ら
か
、
か
、
や
、
疑
問
、
推
測
、
反
語
、
感
嘆
の
意
を
表
す
助
字
。
な
お猶
＝
尚
、
直
。
え
ん焉
＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
。
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送
岳
吉
甫
帰
苓
州
序

吾
友
苓
州
岳
吉
甫
愛
業
於
後
肥
木
先
生

姿
秀
麗
長
身
而
清

鶴
也
余
之
游
後
肥
也
一
見
異
其
骨
相
以
為
必
才
子
也
吉

甫
一
日
持
文
稿
来
示
余
乞
正
文
章
流
暢
井
々
有
法
立
論
亦
出
人
意
表
殆
如
老
成
人
詩
則
似
李
長
吉
奇
句
往
々
驚
人
問
其

年
即
曰
十
有
七
年
矣
余
曰
果
然
他
日
樹
赤
幟
於
一
方
者
必
此
人
也
吉
甫
亦
以
為
知
己
者
毎
文
章
若
有
疑
義
輙
以
以
質
于

余
々
亦
以
為
畏
友
云
歳
六
月
余
将
游
温
岳
時
吉
甫
将
省
親
乞
従
焉
於
是
相
携
登
温
岳
時
吉
甫
将
南
子
歌
於
前
竹
子
和
於

後
歌
声
震
谷
白
雲
為
遏
天
風
吹
衣
飄
々
乎
欲
仙
甚
快
矣
既
而
入
苓
州
至
富
岡
与
吉
甫
分
手
至
崎
陽
遍
探
西
肥
名
山
過
後

豊
至
日
薩
隅
嚢
空
衣
弊
蕭
然
而
還
再
問

邨
書
屋
則
吉
甫
先
生
焉
相
視
各
賀
無
恙
乃
謂
吉
甫
曰
与
君
携
手
登
温
岳
也
流

汗
如
滴
葛
衣
尚
熱
恍
乎
如
昨
而
今
則
雨
雪
霏
々
歳
云
暮
矣
名
山
常
在
會
心
之
友
難
常
得
此
游
豈
可
復
余
也
衣
弊
矣
游
亦

倦
矣
将
帰
也
吉
甫
曰
僕
亦
弾
剱
巳
久
矣
請
以
一
言
為
贈
余
曰
平
生
見
人
不
為
少
如
子
不
易
得
之
才
哉
平
生
交
人
也
多
莫

逆
如
子
亦
少
矣
是
別
也
不
可
不
以
贐
傷
哉
貧
也
嚢
己
空
矣
無
以
贐
雖
然
余
也
貧
於
財
耳
於
道
則
富
矣
請
嘗
為
子
述
之
余

少
也
孤
家
貧
而
不
自
給
平
生
好
讀
書
久
而
頻
有
得
乎
道
矣
然
才
拙
命
薄
欲
立
己
仆
欲
行
先
躓
乃
以
謂
宿
志
不
成
命
也
如
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何
如
其
道
則
不
可
易
也
於
是
乎
游
鎮
西
欲
探
名
山
観
民
風
以
為
一
家
書
嗟
乎
窮
人
無
適
而
不
窮
游
西
肥
則
遭
疾
疫
入
東

肥
則
中
風
寒
至
薩
日
隅
前
後
豊
則
逢
米
価
騰
躍
嚢
中
為
之
空
噫
天
之
餒
吾
体
膚
空
乏
吾
身
一
何
至
於
此
耶
雖
然
余
之
窮

乏
既
非
一
日
而
溝
壑
自
分
仆
而
復
起
百
敗
不
撓
以
至
于
今
日
者
唯
有
富
貴
不
能
謡
貧
賤
不
能
移
威
武
不
能
屈
者
在
焉
可

以
語
君
不
可
以
贈
君
也
君
帰
而
求
之
自
得
之
矣
求
之
有
道
養
之
有
法
勿
如
宋
人
然
求
之
以
漸
養
之
以
緩
日
求
月
養
游
焉

息
焉
勿
有
間
断
庶
幾
乎
得
之
夫
人
世
知
糾
縄
焉
知
富
之
不
為
貧
賤
之
不
為
貴
若
素
富
貴
而
弗
謡
者
有
乎
否
素
貧
賤
而
弗

移
者
有
乎
否
逢
威
武
而
弗
屈
者
有
乎
否
若
弗
謡
於
富
貴
弗
移
於
貧
賤
屈
於
威
武
則
己
有
得
焉
君
果
有
得
焉
乎
則
幸
来
問

吾
於
錦
水
之
浜
示
吾
以
其
所
得
夫
錦
水
之
流
清
瑩
可
鑿
水
上
之
山
秀
麗
可
掬
雖
不
及
温
岳
亦
得
復
奇
矣
沿
流
随
柳
詠
而

帰
不
亦
一
快
事
乎
行
矣
吾
将
刮
目
待
之
也

釈
文

た
け
き
ち
ほ

岳
吉
甫
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
に
帰
る
を
送
る
の
じ
ょ序

吾
が
友
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
（
天
草
、
今
の
苓
北
町
）
た
け
き
ち
ほ

岳
吉
甫
ぎ
ょ
う
業
を
愛
し
後
肥
に
於
て
も
く
せ
ん
せ
い

木
先
生
ほ
う
し姿
し
ゅ
う
れ
い

秀
麗
ち
ょ
う
し
ん

長
身
に
し
て
せ
い
く

清

か
く
に
ょ

鶴
如
な
り
と
、
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余
の
こ
う
ひ

後
肥
に
あ
そ游
ぶ
と
き
、
一
見
異
な
る
其
の
こ
っ
そ
う

骨
相
は
必
ず
さ
い
し

才
子
為
す
と
、
き
ち
ほ

吉
甫
一
日
ぶ
ん
こ
う

文
稿
を
持
し
て
来
た
り
て
示
し
余

に
正
し
く
文
章
の
り
ゅ
う
ち
ょ
う

流
暢

を
こ乞
う
。

物
事
の
筋
道
を
立
て
乱
れ
る
こ
と
な
く
法
を
得
て
論
を
立
て
亦
た
出
入
の
意
表
も
殆
ど
ろ
う
せ
い

老
成
人
の
詩
の
如
し
、
以
て
中

唐
の
詩
人
り
ち
ょ
う
き
ち

李
長
吉
（
李
賀
）

は
鬼
才
と
い
わ
れ
象
徴
的
幻
想
的
の
詩
が
多
く
き
く
奇
句
お
う
お
う

往
々
に
し
て
人
を
驚
か
し
、
問
え
ば
十

七
歳
と
い
う
、
余
は
曰
う
果
し
て
然
り
、
た
じ
つ

他
日
樹
に
赤
い
は
た幟
な
る
は
必
ず
此
の
人
な
り
と
、
き
ち
ほ

吉
甫
亦
た
以
て
余
の
心
や

胸
の
中
を
良
く
知
っ
て
呉
れ
る
人
な
り
、
毎
に
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
を
成
し
ぎ
ぎ
疑
義
あ
る
が
ご
と若
く
そ
の
度
に
、
た
だ質
し
て
余
の
敬
服
す
べ

き
友
と
を
以
て
為
云
う
。

歳
の
六
月
温
岳
に
游
び
し
と
き
き
ち
ほ

吉
甫
は
、
他
郷
に
出
て
い
る
者
が
故
郷
に
帰
り
、
父
母
を
見
舞
う
が
如
く
従
う
を
乞
い
、

あ
い
た
ず
さ

相
携
え
て
温
岳
に
登
る
、
な
ん
し

南
子
歌
う
、
前
竹
し子
こ
れ
に
わ和
し
後
に
歌
声
谷
に
ひ
び震
き
、
は
く
う
ん

白
雲
と
ど遏
め
る
を
為
す
天
風
は
い衣

を
吹
い
て
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

と
、
仙
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
甚
だ
快
な
り
、
既
に
し
て
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
に
入
り
と
み
お
か

富
岡
に
至
り
、
き
ち
ほ

吉
甫
と
手
を

分
け
て
き
よ
う

崎
陽
に
至
り
、
あ
ま
ね
遍
く
せ
い
ひ

西
肥
の
め
い
ざ
ん

名
山
を
探
し
ぜ
ん前
ご
ほ
う

後
豊
を
よ
ぎ過
り
、
に
ち
さ
つ
ぐ
う

日
薩
隅
に
至
り
ふ
と
こ
ろ
嚢
む
な空
し
く
、
衣
は
や
ぶ弊
れ
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然

（
物
寂
し
く
）

と
し
て
ま還
た
再
び
い
そ
ん邨
し
ょ
お
く

書
屋
を
と問
い
、
き
ち
ほ

吉
甫
と
せ
ん
せ
い

先
生
あ
い
み

相
視
て
つ
つ恙
が
無
き
を
を
が賀
し
て
く
れ
る
、
き
ち
ほ

吉
甫
に
い謂
う
、
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君
と
手
を
た
ず
さ
携
え
て
お
ん
だ
け

温
岳
に
登
り
、
流
れ
る
汗
は
か
つ
い

葛
衣
に
滴
る
が
如
く
尚
お
熱
さ
は
こ
う恍
さ
く昨
（
う
っ
と
り
と
昨
日
）

の
如
く
に
し

て
、
今
は
雨
雪
甚
だ
し
く
ひ
ひ
霏
々
と
降
る
、
と
し歳
の
く
れ暮
め
い
ざ
ん

名
山
常
に
か
い
し
ん

會
心
在
り
こ
の
友
は
常
に
は
得
る
こ
と
は
難
か
し
い
、

余
も
復
た
く
る弊
し
く
再
び
こ
の
よ
う
に
あ
そ游
び
は
出
来
る
も
の
で
は
な
い
、
き
ち
ほ

吉
甫
は
曰
う
僕
は
亦
た
だ
ん
け
ん

弾
剱
す
で巳
に
久
し
く
、
一

言
の
贈
り
を
こ請
う
と
、
余
は
曰
う
、
へ
い
せ
い

平
生
人
を
見
る
を
為
さ
ず
ま
れ少
に
し子
の
如
く
に
易
き
は
可
か
ら
ず
し
て
こ
の
さ
い才
を
得

た
る
、
平
生
は
人
に
交
り
多
く
す
る
な
か莫
れ
、
逆
に
子
の
如
く
亦
た
ま
れ少
に
是
れ
別
れ
て
可
か
ら
ず
、
以
て
じ
ん
ぎ

贐
義
（
餞
に
送
る
）

か
な
。
貧
し
く
ふ
と
こ
ろ
嚢

己
に
む
な空
し
く
、
以
て
は
な
む
贐
け
無
く
然
る
と
雖
も
、
余
は
亦
た
貧
し
く
賤
し
く
も
道
に
於
て
富
を
こ請

い
か
っ嘗
て
妻
し子
を
為
し
是
れ
あ
え
あ
か
じ

予

め
ま
れ少
な
る
、
孤
り
家
は
貧
し
く
し
て
自
給
せ
ず
、
へ
い
せ
い

平
生
ど
く
し
ょ

讀
書
を
好
み
久
し
く
、
す
こ
ぶ
頻
る

得
る
を
有
し
道
は
、
然
れ
ど
も
さ
い
せ
つ

才
拙
に
し
て
め
い命
薄
く
立
ち
て
、
す
で己
に
た
お仆
れ
ん
と
し
て
い
る
、
ゆ
く
さ
き

行
先
つ
ま
ず
躓
く
を
以
て
お
も謂
う
、

し
ゅ
く
し

宿
志
成
ら
ず
い
の
ち
命
ま
た
、
い
か
ん

如
何
（
ど
う
だ
ろ
う
）

に
其
の
如
き
道
則
ち
易
き
可
か
ら
ず
、
是
れ
於
て
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
に
ゆ
う游
び
、
め
い
ざ
ん

名
山
を
探

し
民
風
を
以
て
い
っ
か

一
家
し
ょ書
を
為
し
て
い
る
。

あ
あ嗟
、
き
ゅ
う
窮
人
（
生
活
の
苦
し
い
人
）
て
き適
す
る
無
く
し
て
き
ゅ
う
窮
せ
ず
、
せ
い
ひ

西
肥
に
游
び
て
し
つ
え
き

疾
疫
（
悪
性
の
流
行
病
）

に
あ遭
い
、
と
う
ひ

東
肥
に
入
り
う
ち中

に
風
寒
く
さ
つ
に
ち
ぐ
う

薩
日
隅
ぜ
ん
ご
ほ
う

前
後
豊
に
至
り
て
、
べ
い
か

米
価
と
う騰
や
く躍
に
あ逢
い
の
う
ち
ゅ
う

嚢
中
は
空
し
き
を
為
し
、
あ
あ噫
、
天
は
吾
に
う
え餒
り
た
い
ひ

体
膚
は
空
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し
く
、
乏
し
く
吾
が
身
は
一
つ
に
何
ん
ぞ
や
、
こ
こ
に
至
る
は
然
り
と
雖
も
余
の
き
ゅ
う
ぼ
う

窮
乏
既
に
一
日
に
し
て
非
ら
ず
、

こ
う
か
く

溝
壑
（
谷
間
）

自
か
ら
わ
か分
り
た
お仆
れ
て
、
ま復
た
起
き
ひ
ゃ
く
は
い

百
敗
不
と
う撓
以
て
今
日
に
至
る
、
唯
だ
ふ
う
き

富
貴
あ
た能
は
ず
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
を
う
る
お
潤
す
も
あ
た能

は
ず
、
い
ぶ
威
武
を
移
し
て
屈
す
る
も
あ
た能
は
ず
可
し
有
り
、
以
て
君
の
語
を
可
し
と
せ
ず
以
て
君
に
贈
る
な
り
、
君
帰
り
て

之
れ
を
求
め
こ
れ
を
自
得
之
を
、
求
め
る
を
有
す
道
之
れ
を
養
う
法
有
る
を
せ
ず
、
そ
う
じ
ん

宋
人
の
如
く
然
る
べ
く
之
れ
を
求

め
以
て
し
ば漸
ら
く
養
い
以
て
緩
月
日
を
求
め
て
游
息
し
て
養
い
、
か
ん
だ
ん

間
断
せ
ず
こ
い
ね
が

庶
幾
う
を
有
す
、
之
れ
を
得
て
夫
れ
人
世
の

き
ゅ
う
て
ん

糾
纏
（
纏
わ
り
）

を
知
り
、
富
の
為
さ
ず
知
り
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
を
為
さ
ず
貴
き
は
し
た
が
若
い
ふ
う
き

富
貴
を
潤
さ
ず
、
有
否
は
素
よ
り
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
に
移

ら
ず
有
否
は
い
ぶ
威
武
に
逢
い
く
つ屈
せ
ず
有
否
は
潤
さ
ず
し
た
が
若
い
て
ふ
う
き

富
貴
に
移
ら
ず
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
に
屈
せ
ず
い
ぶ
威
武
則
ち
己
に
得
る
を
有

す
、
君
果
し
て
得
る
を
す
、
幸
来
た
り
て
吾
が
き
ん
す
い

錦
水
の
浜
に
問
い
吾
に
示
し
て
き
ん
す
い

錦
水
の
流
れ
せ
い
え
い

清
瑩
に
鑑
が
み
て
み
ず
か
み

水
上
の

山
し
ゅ
う
れ
い

秀
麗
を
く掬
む
可
し
及
ば
ず
と
雖
も
お
ん
だ
け

温
岳
亦
た
ま復
た
き奇
を
得
る
、
流
に
沿
う
て
柳
に
随
い
て
詠
じ
て
帰
る
も
亦
た
一

か
い
じ

快
事
行
う
よ
う
、
吾
れ
将
に
か
つ
も
く

刮
目
（
眼
を
擦
っ
て
良
く
見
る
）

し
て
之
れ
を
待
つ
な
り
。

語
釈
　
　
た
け
き
ち
ほ

岳
吉
甫
＝
人
名
。
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
＝
天
草
。
じ
ょ序
＝
は
し
が
き
、
順
序
を
追
っ
て
申
し
述
べ
る
。
わ
が
と
も

吾
友
＝
自
分
の
友
達
。
ぎ
ょ
う
業
＝
学
業
。
も
く
せ
ん
せ
い

木
先
生
＝
木
下

邨
。
ほ
う
し姿
＝
顔
か
た
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ち
が
豊
か
な
さ
ま
。
し
ゅ
う
れ
い

秀
麗
＝
秀
で
て
麗
し
い
。
ち
ょ
う
し
ん

長
身
＝
背
が
高
い
。
せ
い
く

清

＝
痩
せ
て
い
て
清
々
し
い
姿
。
つ
る鶴
「
鶴
の
よ
う
な
。
あ
そ游
ぶ
＝
遊
ぶ
、
遊
学
、
旅
。
こ
う
ひ

後
肥
＝
後
、
熊
本
県
。

こ
っ
そ
う

骨
相
＝
顔
の
骨
格
。
さ
い
し

才
子
＝
才
能
の
あ
る
人
。
ぶ
ん
こ
う

文
稿
＝
文
の
下
書
き
、
草
稿
。
こ乞
う
＝
要
請
、
頼
む
。
り
ゅ
う
ち
ょ
う

流
暢

＝
言
語
、
文
章
等
の
す
ら
す
ら
と
淀
み
無
い
こ
と
、
な
だ
ら
か
。
せ
い
せ
い

井
々

＝
物
事
に
筋
道
が
立
っ
て
い
て
乱
れ
な
い
さ
ま
。
ほ
う
り
つ
ろ
ん

法
立
論
＝
人
の
手
本
と
し
て
守
る
べ
き
も
の
。
ろ
う
せ
い

老
成
＝
出
来
上
が
る
。
り
ち
ょ
う
き
ち

李
長
吉
＝
李
賀
、
中
唐
の
詩
人
、
唐
室
の
一
族
。
き
く
奇
句
＝

珍
し
く
、
不
思
議
な
句
。
お
う
お
う

往
々
＝
常
々
、
屡
々
、
時
々
、
ま
ま
、
時
と
し
て
。
い
わ曰
く
＝
云
う
。
せ
き
し

赤
幟
＝
赤
い
幟
。
た樹
て
＝
立
て
る
、
建
て
る
。
た
じ
つ

他
日
＝
後
日
、
又
の
日
。
い
っ
ぽ
う

一
方
＝
一

方
、
一
角
。
き
ち
ほ

吉
甫
＝
人
名
。
ち
き
知
己
＝
知
人
、
古
く
か
ら
の
知
人
。
ま
い毎
＝
毎
々
、
そ
の
度
に
。
ぶ
ん
し
ょ
う

文
章
＝
文
、
礼
楽
や
制
度
な
ど
國
の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
も
の
、
文
字
を
連
ね
て

一
つ
の
纏
ま
っ
た
意
味
を
述
べ
た
も
の
。
ぎ
ぎ
疑
義
＝
疑
わ
し
く
て
決
定
で
き
な
い
意
味
、
疑
問
点
。
ち
ょ
う
輙
＝
車
の
脇
木
、
即
ち
、
そ
の
度
、
何
時
も
、
容
易
く
、
専
ら
、
忽
ち
。
し
っ質
す

＝
質
問
す
る
。
う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
、
発
字
の
助
字
、
よ
り
、
か
ら
、
比
較
、
場
所
を
示
す
、
お
い
て
、
か
、
か
な
、
文
末
に
あ
っ
て
ぎ
も
ん
、
感
嘆
を
示
す
。
い
ゆ
う

畏
友
＝
敬
服
す
べ

き
友
人
。
え
ん焉
＝
伊
豆
君
ぞ
な
ん
ぞ
疑
問
、
反
語
の
意
を
表
す
。
あ
い
た
ず
さ

相
携
え
＝
互
い
に
手
を
取
り
。
な
ん
し

南
子
＝
南
部
五
竹
。
竹
＝
笛
。
し子
＝
吉
甫
。
わ和
し
＝
合
わ
せ
る
。
ふ
る
わ
震
せ
＝
振
る
わ

せ
、
震
わ
せ
。
は
く
う
ん

白
雲
＝
白
い
雲
。
あ
っ遏
し
＝
止
め
る
、
留
め
る
、
遮
る
、
抑
え
る
、
断
つ
。
い衣
＝
衣
服
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

＝
風
に
吹
か
れ
翻
る
よ
う
に
。
と
み
お
か

富
岡
＝
天
草
。
と
も
に
与
＝
共
に
。
き
よ
う

崎
陽

＝
長
崎
の
中
国
風
の
呼
び
方
。
あ
ま
ね
遍
く
＝
普
遍
、
隅
か
ら
隅
ま
で
。
せ
い
ひ

西
肥
＝
西
肥
後
。
め
い
ざ
ん

名
山
＝
有
名
な
山
。
よ
ぎ過
り
＝
立
ち
寄
る
、
訪
れ
る
、
去
る
。
ご
ほ
う

後
豊
＝
豊
後
。
に
ち
さ
つ
ぐ
う

日
薩
隅
＝
日
向
、

薩
摩
、
大
隅
。
の
う嚢
＝
財
布
、
懐
中
。
く
う空
＝
か
ら空
。
い
へ
い

衣
弊
＝
衣
服
も
疲
弊
し
て
。
し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
＝
物
寂
し
い
さ
ま
。
か
え還
り
＝
帰
り
。
と問
う
＝
訪
問
。
い
そ
ん邨
＝
木
下
い
そ
ん邨
。
し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。
せ
ん
せ
い

先
生

＝
木
下

邨
。
あ
い
み

相
視
る
＝
互
い
に
見
合
う
。
つ
つ
が
恙
無
し
＝
無
事
で
あ
る
。
が賀
す
＝
祝
賀
、
喜
ぶ
。
だ
い乃
＝
汝
、
即
ち
、
そ
こ
で
。
い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
」
か
つ
い

葛
衣
＝
葛
糸
で
織
っ
た
帷

子
、
葛
布
。
お
ん
だ
け

温
岳
＝
雲
仙
。
こ
う
こ

恍
乎
＝
う
っ
と
り
と
す
る
、
気
抜
け
す
る
、
朧
気
な
。
ひ
ひ
霏
々
＝
雨
や
雪
が
甚
だ
し
く
降
る
さ
ま
、
雲
の
飛
ぶ
さ
ま
。
と
し歳
の
く
れ暮
「
歳
暮
、
年
末
。
め
い
ざ
ん

名
山
＝

有
名
な
山
。
か
い
し
ん

會
心
＝
心
に
適
う
。
あ
に豈
＝
ど
う
し
て
、
疑
問
、
反
語
の
助
字
、
な
ん
と
。
ゆ
う游
＝
遊
ぶ
、
旅
、
訪
れ
る
。
け
ん倦
＝
倦
怠
、
疲
れ
る
。
だ
ん
け
ん

弾
剱
＝
剣
の
素
振
り
。
す
で巳
に
＝
既
に
。

こ請
い
＝
要
請
、
頼
む
。
へ
い
せ
い

平
生
＝
普
段
、
常
々
。
さ
い才
＝
才
能
。
い
た傷
む
＝
悲
し
む
、
傷
む
。
じ
ん贐
＝
贈
り
物
、
餞
、
餞
別
、
贈
る
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
ど
く
し
ょ

讀
書
＝
書
物
を
読
む
。

か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
し
き
り
頻
に
＝
頻
繁
に
。
さ
い
せ
つ

才
拙
＝
才
能
が
拙
劣
、
自
分
を
卑
下
し
て
云
う
。
め
い
は
く

命
薄
＝
薄
幸
、
運
命
に
恵
ま
れ
な
い
、
薄
命
。
た
お仆
れ
＝
倒
れ
る
、
死
ぬ
。
ゆ
く
さ
き

行
先
＝
行

く
所
つ
ま
ず
躓
き
＝
躓
く
、
倒
れ
る
、
失
敗
す
る
、
し
く
じ
る
。
だ
い乃
＝
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
。
い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
。
自
給
＝
自
活
、
人
に
頼
ら
ず
生
き
る
。
し
ゅ
く
し

宿
志
＝
前
か
ら
の
志
、
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宿
望
、
夙
に
。
め
い命
＝
運
命
、
天
命
。
い
か
に

如
何
＝
如
何
、
ど
う
か
。
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
＝
九
州
。
い
っ
か

一
家
の
し
ょ書
＝
一
角
の
人
の
書
。
さ嗟
＝
あ
あ
。
き
ゅ
う
窮
＝
窮
ま
る
。
か
な適
う
＝
適
合
。
せ
い
ひ

西
肥
＝
西
肥
後
。
し
つ
え
き

疾
疫

＝
流
行
病
、
悪
性
の
流
行
病
、
疾
病
や
疫
病
。
あ遭
う
＝
遭
遇
、
罹
る
。
と
う
ひ

東
肥
＝
東
肥
後
。
か
ん
ぷ
う

寒
風
＝
寒
い
風
。
さ
つ
に
ち
ぐ
う

薩
日
隅
＝
薩
摩
、
日
向
、
大
隅
。
ぜ
ん
ご
ほ
う

前
後
豊
＝
豊
前
と
豊
後
。
べ
い
か

米
価
＝
米

の
価
格
。
と
う騰
＝
高
騰
、
高
く
な
る
。
あ逢
う
＝
遭
遇
、
逢
う
。
の
う
ち
ゅ
う

嚢
中
＝
財
布
の
中
、
懐
中
。
お
ど躍
り
＝
躍
る
、
空
だ
か
ら
。
く
う空
＝
空
、
一
銭
も
な
い
。
い噫
＝
あ
あ
。
だ
い餒
＝
飢
え
る
、
腐

る
。
た
い
ひ

体
膚
＝
体
や
皮
膚
。
や耶
＝
や
、
か
、
疑
問
、
反
語
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
き
ゅ
う
ぼ
う

窮
乏
＝
乏
し
く
窮
ま
る
。
こ
う
か
く

溝
壑
＝
深
い
谷
、
深
い
空
堀
、
溝
。
た
お仆
れ
＝
倒
れ
る
、
倒
れ

伏
す
、
死
ぬ
。
ひ
ゃ
く
は
い

百
敗
＝
百
の
失
敗
。
た
わ撓
ま
ず
＝
負
け
ず
に
、
弛
ま
ず
。
ふ
う
き

富
貴
＝
富
と
貴
人
。
あ
た能
は
ず
＝
出
来
な
い
。
う
た謡
う
＝
歌
う
、
詠
う
、
謡
う
。
ひ
ん
せ
ん

貧
賤
＝
貧
し
く
賤
し
い
。
い
ぶ
威
武

＝
権
威
と
武
力
、
非
常
に
勇
ま
し
い
力
。
そ
う
じ
ん

宋
人
＝
宋
の
人
。
よ
う
や
漸
く
＝
漸
次
。
ゆ
る
や
か
緩

＝
緩
慢
、
緩
や
か
に
。
あ
そ游
ぶ
＝
訪
れ
る
、
旅
。
か
ん
だ
ん

間
断
＝
絶
え
る
間
な
く
。
し
ょ
い
く

庶
幾
＝
諸
々
幾
つ
か
。

ふ
つ弗
＝
払
う
、
去
る
、
あ
ら
ず
、
ず
。
き
ゅ
う
じ
ょ
う

糾
縄

＝
罪
を
糺
し
て
縄
を
掛
け
る
。
き
せ
ん

貴
賤
＝
身
分
の
高
い
と
低
い
と
、
貴
い
と
賤
し
い
。
じ
ゃ
く
そ

若
素
＝
元
々
の
素
質
。
そ素
＝
素
質
。
き
ん
す
い

錦
水
＝
錦
川
、

錦
帯
橋
の
架
か
っ
て
い
る
川
。
せ
い
え
い

清
瑩
＝
清
ら
か
な
美
し
い
石
の
名
、
玉
の
美
し
い
色
。
さ
く鑿
＝
泉
を
鑿
る
。
み
ず
か
み

水
上
＝
上
流
、
水
の
上
。
し
ゅ
う
れ
い

秀
麗
＝
秀
で
て
麗
ら
か
。
く掬
む
＝
推
量
、
掬

う
。
き奇
＝
珍
し
く
不
思
議
、
妙
。
よ詠
み
＝
詠
む
、
詠
う
。
か
い
じ

快
事
＝
愉
快
な
事
。
か
つ
も
く

刮
目
＝
目
を
凝
ら
す
、
目
を
擦
っ
て
良
く
見
る
。
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３
５
　

送
衛
藤
厚
夫
帰
日
州
序

霧
州
之
山
自
遠
而
望
形
如
烏
帽
突
天
而
立
蒼
気
鬱
勃
戊
午
秋
余
自
後
肥
経
佐
土
原
至
飫
肥
道
過
霧
州
之
下
植

望
之
喟

然
而
歎
曰
異
哉
山
也
是
非
帝
王
之
起
焉
者
耶
磅

之
気
猶
如
未
漠
然
其
所
鬱
積
或
出
磊
落
魁
偉
之
人
焉
耶
遂
至
飫
肥
還

又
歴
佐
土
原
過
高
鍋
至
延
岡
求
耶
謂
磊
落
魁
偉
之
人
無
得
焉
因
又
異
名
精
霊
鬱
勃
如
此
而
不
逢
一
異
人
何
人
也
余
足
跡

未
遍
而
未
逢
其
人
邪
既
而
又
入
後
肥
先
是
識
日
州
衛
藤
厚
夫
于

邨
書
屋
歳
四
月
相
携
登
蘇
岳
自
是
交
情
愈
密
某
聞
余

還
則
来
告
曰
遅
子
世
久
矣
僕
之
帰
将
在
近
幸
賜
一
言
贈
余
乃
語
以
前
所
異
且
謂
曰
蓋
有
乃
矣
吾
未
之
見
也
子
若
知
之
幸

以
告
吾
厚
夫
曰
詩
云
維
岳
降
神
生
甫
及
申
名
岳
之
降
神
自
古
有
之
雖
然
申
甫
之
後
復
有
幾
人
以
僕
観
之
彼
人
也
我
人
也

何
借
於
岳
神
之
手
哉
書
曰
維
聖
罔
思
為
狂
維
狂
思
為
哲
僕
也
雖
狂
将
思
之
世
人
則
曰
某
也
自
岳
降
天
也
鳥
為
可
及
某
也

為
列
星
命
也
鳥
可
企
遂
自
奔
而
不
自
脩
是
以
其
狂
愈
狂
而
其
愚
益
愚
宜
乎
子
之
不
逢
一
異
人
也
余
曰
有
是
哉
有
是
哉
名

山
之
気
果
不
漠
然
也
孟
子
曰
人
皆
可
以
為
堯
舜
微
子
言
人
或
不
信
焉
行
矣
厚
夫
勿
令
人
謂
霧
岳
無
霊
日
州
無
人
也
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釈
文

え
と
う
あ
つ
お

衛
藤
厚
夫
に
っ
し
ゅ
う

日
州
に
帰
る
を
送
る
の
じ
ょ序

き
り
し
ま

霧
州
の
山
遠
く
よ
り
か
た
ち
形
を
望
む
、
恰
も
隠
者
が
か
ぶ
る
頭
巾
の
え
ぼ
う

烏
帽
が
、
天
を
突
く
か
の
如
く
し
て
、
そ
う
き

蒼
気
う
つ
ぼ
つ

鬱
勃
（
草

木
が
こ
ん
も
り
と
茂
る
さ
ま
）

と
し
て
立
っ
て
い
る
。
ぼ
ご
戊
午
の
秋
余
は
こ
う
ひ

後
肥
よ
り
さ
ど
は
ら

佐
土
原
を
経
て
、
お
び
ど
う

飫
肥
道
に
至
り
む
し
ゅ
う

霧
州
の
下
を

よ
ぎ過
り
に
つ
え

を
た植
て
て
之
れ
を
望
む
、
き
ぜ
ん

喟
然
（
嘆
息
す
る
さ
ま
）

歎
き
て
曰
う
あ
や異
し
き
山
か
な
、
是
れ
て
い
お
う

帝
王
（
天
の
神
）

の
起
る
に

非
ら
ず
、
ほ
う
は
く

磅

（
満
ち
塞
が
る
さ
ま
）

の
気
猶
お
未
だ
ば
く
ぜ
ん

漠
然
と
し
て
、
其
の
所
う
っ
せ
き

鬱
積
（
籠
も
り
塞
が
る
さ
ま
）

或
は
ら
い
ら
く

磊
落
（
小
事
に
拘
ら
な
い

さ
ま
）

と
し
て
い
じ
ょ
う
ぶ

偉
丈
夫
（
体
が
優
れ
て
立
派
な
男
）

に
さ
き
が
け
魁

て
、
遂
に
お
び
飫
肥
に
至
り
ま還
た
、
又
さ
ど
は
ら

佐
土
原
を
へ歴
て
た
か
な
べ

高
鍋
を
よ
ぎ過
り
て
の
べ
お
か

延
岡

に
至
り
、
い
と
ま
暇
を
求
め
て
ら
い
ら
く

磊
落
か
い
い

魁
偉
を
お
も謂
い
得
る
無
く
又
い
み
ょ
う

異
名
山
せ
い
れ
い

精
霊
う
つ
ぼ
つ

鬱
勃
此
の
如
く
し
て
、
一
い
じ
ん

異
人
何
人
に
も
逢
は

ず
し
て
、
余
は
そ
く
せ
き

足
跡
未
だ
あ
ま
ね
遍
ず
し
て
、
又
こ
う
ひ

後
肥
に
入
り
先
ず
に
し識
る
、 に
っ
し
ゅ
う

日
州
の
え
と
う
あ
つ
お

衛
藤
厚
夫
こ
こ
い
そ
ん邨
し
ょ
お
く

書
屋
さ
い歳
四
月
あ
い
た
ず
さ

相
携

え
て
そ
だ
け

蘇
岳
に
登
る
、
是
れ
よ
り
こ
う
じ
ょ
う

交
情
は
い
よ
い
愈
よ
み
つ密
と
な
る
そ
れ
が
某
し
余
に
聞
き
、
ま還
た
ま
み
え
来
り
て
告
げ
て
曰
う
、
し子

は
世
に
お
く遅
れ
る
こ
と
ひ
さ久
し
く
、 わ
れ僕
の
帰
り
将
に
近
く
に
在
り
一
言
お
く贈
る
を
た
ま
わ
賜
る
を
幸
と
す
る
、
余
は
語
を
お
く贈
る
い
ぜ
ん

以
前
あ
や
し
異

き
且
つ
い謂
う
、
こ
れ
有
す
る
を
曰
う
吾
れ
未
だ
之
れ
を
見
ず
、
し子
若
し
之
れ
を
知
る
な
ら
ば
幸
い
と
す
る
、
以
て
あ
つ
お

厚
夫



216

吾
に
告
げ
て
詩
に
曰
う
、
や
ま岳
を
つ維
ぎ
て
降
り
神
は
生
れ
し
め
に
及
び
、
申
し
て
名
岳
に
降
し
い
に
し
え
古

よ
り
之
れ
有
す
る
と

雖
も
、
然
る
に
申
し
て
は
じ甫
め
し
後
に
復
た
幾
人
か
有
り
、
以
て
わ
れ僕
は
之
れ
を
観
て
彼
の
人
ま
た
我
は
人
な
り
、
何
ん
ぞ

岳
を
借
り
て
の
神
の
し
わ
ざ
手
か
な
書
い
て
曰
う
、
い
せ
い

維
聖
（
聖
の
始
ま
り
）
ぼ
う罔
し思
（
道
理
に
な
い
こ
と
を
こ
じ
つ
け
る
）
き
ょ
う
い

狂
維
を
為
す
、
狂
思
哲

を
為
す
は
わ
れ僕
な
り
、
狂
と
雖
も
将
に
こ
の
思
い
世
人
則
ち
曰
う
そ
れ
が
某
し
に
な
り
、
や
ま岳
よ
り
降
天
は
か
ら
す
烏
か
そ
れ
が
某
し
に
及
ぶ

な
り
、
列
星
命
を
為
す
か
ら
す
烏
な
る
可
し
、
企
だ
て
て
遂
に
じ
き
自
棄
じ
し
ゅ
う

自
脩
せ
ず
是
れ
以
て
、
其
の
狂
い
い
よ
い
愈
よ
狂
に
し
て
其
の

ぐ愚
は
益
々
ぐ愚
よ
ろ
し
宜
く
、
子
の
逢
は
ず
一
い
じ
ん

異
人
な
り
、
余
は
是
れ
有
る
か
と
曰
う
、
是
れ
有
る
か
な
、
名
山
の
気
果
し
て
ば
く
ぜ
ん

漠
然

（
黙
っ
て
い
る
）

と
せ
ず
、
も
う
し

孟
子
い
わ曰
く
人
皆
以
て
為
す
可
し
、
中
国
古
代
の
聖
天
子
と
謂
わ
れ
た
堯
帝
と
徳
の
あ
る
天
子
の

代
表
と
い
わ
れ
た
舜
帝
と
殷
の
忠
臣
び
し
微
子
は
曰
く
言
う
人
は
或
は
信
ぜ
ず
を
行
う
、
厚
夫
人
に
い
い
つ
け
令

る
と
な
か勿
れ
、
き
り
だ
け

霧
岳

霊
は
無
く
に
っ
し
ゅ
う

日
州
無
人
か
な
。

語
釈
　
　
え
と
う
あ
つ
お

衛
藤
厚
夫
＝
　
人
名
。
に
っ
し
ゅ
う

日
州
＝
日
向
。
じ
ょ序
＝
は
し
が
き
、
順
序
を
追
っ
て
申
し
述
べ
る
。
む
し
ゅ
う

霧
州
＝
霧
島
。
か
た
ち
形
＝
形
、
型
。
え
ぼ
う

烏
帽
＝
烏
帽
子
。
そ
う
き

蒼
気
＝
青
々
と

し
た
気
。
ぼ
ご
戊
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。
こ
う
ひ

後
肥
＝
肥
後
。
よ
り自
＝
か
ら
、
よ
り
。
さ
ど
は
ら

佐
土
原
＝
宮
崎
県
佐
土
原
町
。
お
び
ど
う

飫
肥
道
＝
飫
肥
街
道
。
よ
ぎ過
り
＝
通
過
。
き
ょ
う

＝
杖
に
す
る
竹
、
杖
。

た植
て
＝
立
て
。

き
喟
然
＝
嘆
息
す
る
さ
ま
。
て
い
お
う

帝
王
＝
天
子
。
え
ん焉
＝
な
ん
ぞ
、
こ
れ
、
こ
こ
に
。
や耶
＝
や
、
か
、
疑
問
、
反
語
。
ほ
う
は
く

磅

＝
広
大
で
限
り
の
な
い
さ
ま
、
満
ち
ふ
さ
が
る
さ
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ま
。
ば
く
ぜ
ん

漠
然
＝
静
か
な
さ
ま
、
廣
く
と
り
と
め
の
な
い
さ
ま
、
明
ら
か
で
な
い
さ
ま
、
ぼ
ん
や
り
と
。
う
っ
せ
き

鬱
積
＝
籠
も
り
塞
が
る
。
お
び
飫
肥
＝
日
向
宮
崎
県
。
か
え還
る
＝
帰
る
。
れ
き歴
す
＝
歴
訪
。

よ
ぎ過
り
＝
旅
、
訪
れ
る
、
通
過
。
た
か
な
べ

高
鍋
＝
日
向
、
宮
崎
県
。
の
べ
お
か

延
岡
＝
日
向
、
宮
崎
県
。
な
お猶
＝
直
、
尚
。
や耶
＝
や
、
か
の
疑
問
。
ら
い
ら
く

磊
落
＝
心
が
大
き
く
小
事
に
拘
ら
な
い
さ
ま
。
か
い
い

魁
偉
＝

体
が
大
き
く
て
立
派
。
ち
な
み
因
に
＝
理
由
、
由
来
、
訳
。
い
み
ょ
う

異
名
＝
異
な
る
名
、
あ
だ
名
。
せ
い
れ
い

精
霊
＝
魂
、
神
、
物
の
怪
、
死
者
の
魂
、
不
思
議
な
気
、
宇
宙
万
物
の
根
元
。
う
つ
ぼ
つ

鬱
勃
＝
生
気

や
意
気
の
盛
ん
な
さ
ま
、
草
木
の
こ
ん
も
り
と
茂
る
さ
ま
。
い
じ
ん

異
人
＝
普
通
よ
り
違
う
人
、
外
国
人
。
そ
く
せ
き

足
跡
＝
足
跡
、
歩
い
た
跡
。
い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
。
あ
ま
ね
遍
く
＝
隅
か
ら
隅
ま

で
。
じ
ゃ邪
＝
邪
な
。
い
そ
ん邨
＝
木
下

邨
。
し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。
さ
い歳
＝
そ
の
年
。
そ
だ
け

蘇
岳
＝
阿
蘇
山
。
こ
う
じ
ょ
う

交
情
＝
友
情
、
交
際
。
ゆ愈
＝
益
々
。
み
つ密
＝
親
密
。
し子
＝
衛
藤
厚
夫
。
お
そ遅
し
＝
遅
い
。
ひ
さ久

し
＝
久
し
い
。
あ
い
た
ｚ
ｙ
さ

相
携

え
＝
互
い
に
手
を
取
り
。
だ
い乃
＝
そ
こ
で
、
な
ん
じ
、
そ
れ
が
し
、
そ
こ
で
、
上
を
受
け
て
下
文
を
起
こ
す
助
字
、
な
ん
ぞ
、
語
調
を
整
え
る
助
字
。
い
ぜ
ん

以
前
＝

こ
の
前
、
前
か
ら
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
定
す
る
助
字
、
こ
れ
、
助
字
解
説
な
ん
ぞ
、
反
語
の
助
字
。
こ
れ維
や
ま岳
＝
こ
の
山
。
こ
れ維
＝
い維
、
こ
れ
、
ま
た
、
た
だ
、
綱
、

紐
、
繋
ぐ
。
ふ甫
＝
始
め
、
始
め
て
、
大
き
い
、
父
、
野
菜
畑
。
さ
る
な
だ
け

申
名
岳
＝
山
名
。
こ
う
し
ん

降
神
＝
神
が
降
り
る
。
い
え
ど
も
雖

＝
唯
、
助
字
解
説
、
確
定
の
助
字
、
け
れ
ぢ
も
、
仮
定
の
助
字
、
た

と
い
、
と
し
て
も
、
こ
れ
、
発
語
の
助
字
。
し
ん申
＝
も
う
す
、
の
び
る
、
か
さ
ね
る
、
神
、
さ
る申
。
が
く
し
ん

岳
神
＝
山
の
神
。
い
わ曰
く
＝
云
う
、
申
す
。
い
せ
い

維
聖
＝
此
の
聖
。
ぼ
う罔
思
＝
物
を
知
ら
な
い
。

ぼ
う罔
＝
網
、
物
を
知
ら
な
い
、
罪
人
を
捕
ら
え
る
法
律
、
人
を
束
縛
す
る
、
道
理
に
暗
い
」
や
ま岳
「
山
、
山
岳
」
て
つ
ぼ
く

哲
僕
「
明
ら
か
、
賢
人
、
物
事
も
道
理
に
明
る
い
人
、
見
識
が
高
く
道

理
を
極
め
た
人
。
め
い命
＝
運
命
。
じ
ほ
ん

自
奔
＝
自
ら
奔
走
。
お
さ
ま
脩
ら
ず
＝
修
ま
ら
な
い
。
ぐ愚
＝
愚
か
。
ま
す益
＝
益
々
。
よ
ろ
し
宜
＝
宜
い
。
ば
く
ぜ
ん

漠
然
＝
静
か
な
さ
ま
、
黙
っ
て
い
る
さ
ま
、
廣
く
と
ち
と

め
の
な
い
さ
ま
、
明
ら
か
で
な
い
さ
ま
、
ぼ
ん
や
り
。
も
う
し

孟
子
＝
戦
国
時
代
の
鄒
省
鄒
県
地
方
の
人
、
王
道
、
仁
義
を
説
い
た
亜
聖
と
い
わ
れ
る
。
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

堯
舜

＝
中
国
古
代
の
聖
天
子
で

あ
る
堯
帝
と
舜
帝
。
び
し
微
子
＝
殷
の
忠
臣
、
紂
王
の
庶
兄
で
屡
々
紂
王
を
諫
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
國
を
去
っ
た
、
の
ち
に
周
の
武
王
に
殷
の
後
裔
と
し
て
宋
に
封
じ
ら
れ
た
。

え
ん焉
＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
疑
問
、
反
語
の
意
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
よ
り
、
こ
れ
に
、
句
末
に
用
い
る
助
字
、
か
、
や
、
疑
問
、
反
語
の
意
を
表
す
。
き
り
だ
け

霧
岳
＝
霧
島

山
」
に
っ
し
ゅ
う

日
州
＝
日
向
、
宮
崎
県
。
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３
６
　

送
甲
田
威
郷
帰
天
草

苓
之
為
州
在
西
南
海
洋
中
真
耶
謂
弾
丸
黒
痣
之
地
而
其
居
民
率
皆
蜑
戸

丁
農
人
樵
父
之
類
耳
其
在
蜑
戸

丁
農
人
樵

父
之
間
卓
然
讀
書
學
道
有
過
人
識
者
吾
甲
田
威
郷
耶
余
之
謁
木
先
生
也
与
威
郷
相
得
懽
甚
威
郷
為
木
門
高
足
為
温
厚
長

于
史
学
与
之
語
古
今
成
敗
滾
々
如
流
語
及
洋
夷
事
扼
腕
切
歯
為
発
大
息
大
不
類
其
平
生
蓋
其
中
有
確
乎
不
可
抜
者
而
然

矣
歳
之
五
月
告
予
曰
吾
帰
将
有
日
乞
一
言
贈
余
乃
告
之
曰
人
之
所
貴
在
徳
不
在
地
文
王
西
夷
人
也
殷
紂
中
華
人
也
徳
如

文
王
夷
而
謂
之
華
可
悪
如
殷
紂
華
而
謂
之
夷
可
今
中
國
之
人
奢
靡
軽
薄
殉
世
遂
時
人
歌
亦
歌
人
舞
亦
舞
脅
肩
哨
口
挙
動

皆
視
于
人
何
与
傀
儡
異
哉
近
歳
洋
夷
窺
辺
挙
世
大
怖
二
三
學
火
技
者
相
率
称
曰
海
防
要
器
莫
過
西
洋
大
砲
焉
於
是
剱
客

売
剱
而
鋳
砲
射
者
鬻
弓
以
換
硝
剱
客
射
者
猶
可
自
称
儒
流
者
被
異
服
學
蘭
語
成
隊
結
伍
以
放
巨

大
磧
其
声
日
震
山
岳

亡
何
忽
然
絶
響
鳴
乎
是
可
謂
無
特
操
者
矣
豈
得
不
謂
之
夷
矣
耶
夫
中
國
之
廣
土
民
之
多
索
一
人
不
殉
世
如
威
郷
者

亦

不
可
得
也
亦
宜
矣
可
勝
歎
哉
夫
為
大
丈
夫
者
当
烈
風
迅
雷
不
迷
幽
囚
困
阨
不
変
臨
大
事
遭
離
乱
坦
然
不
動
心
曹
孟
徳
在

戎
馬
之
間
横

而
賦
詩
諸
葛
亮
葛
巾
羽
扇
于
矢
石
之
際
未
嘗
戎
服
視
百
万
貔
貅
不
異
木
偶
人
自
非
坦
然
不
動
心
焉
能
如
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此
哉
今

不
能
及
二
者
而
有
少
知
大
義
不
殉
世
者
戮
力
一
志
以
輔
翼
王
室
則
仮
使
洋
夷
挙
國
以
来
亦
無
所
患
獨
恨
世
人

畏
犬
如
虎
徒
使
夜
郎
王
自
大
也
頃
者
洋
夷
復
来
諸
互
市
昔
即
在
門
今
則
入
堂
其
勢
己
迫
矣
是
實
危
急
存
亡
之
秋
也
吾
曹

不
可
不
感
激
自
奮
励
節
磨
行
以
敵
王
愾
也
醴
泉
芝
草
不
擇
地
而
生
安
知
苓
州
僻
陋
一
小
島
不
生
卓
偉
奇
傑
之
士
以
振
励

天
下
之
士
氣
耶
威
郷
聞
斯
言
也
蓋
義
形
於
色
慨
然
而
謂
曰
乞
書
且
夕
誦
之
以
自
励
遂
書
為
贈

釈
文

こ
う
だ
い
き
ょ
う

甲
田
威
郷
あ
ま
く
さ

天
草
に
帰
る
を
送
る

れ
い苓
こ
れ
し
ゅ
う
州
を
為
し
て
せ
い
な
ん

西
南
か
い
よ
う

海
洋
の
ま
ん
な
か

真
中
に
在
り
、
い謂
う
だ
ん
が
ん

弾
丸
こ
く
し

黒
痣
（
く
ろ
あ
ざ

黒
痣
）

の
地
に
し
て
、
其
の
き
ょ
み
ん

居
民
ひ
き率
い
て
皆
た
ん
こ

蜑
戸
（
海

上
生
活
者
や
漁
業
）
さ
ち
ょ
う丁
（
塩
作
り
）
の
う
じ
ん

農
人
し
ょ
う
ふ

樵
父
の
た
ぐ
い
類
に
し
て
、
其
の
た
ん
こ

蜑
戸
を
営
み
さ
ち
ょ
う丁
の
う
じ
ん

農
人
に
し
ょ
う
ふ

樵
父
の
間
に
、
た
く
ぜ
ん

卓
然
（
高
く
優
れ
て

い
る
）

と
書
を
讀
み
道
を
學
び
過
ご
す
は
、
人
の
し識
る
と
こ
ろ
な
る
は
吾
が
こ
う
だ
い
き
ょ
う

甲
田
威
郷
な
り
、
余
の
ま
み謁
え
る
は
も
く
せ
ん
せ
い

木
先
生
と
、

い
き
ょ
う

威
郷
を
相
い
懽
び
を
得
る
、
い
き
ょ
う

威
郷
は
甚
だ
し
く
も
く
も
ん

木
門
の
こ
う
そ
く

高
足
（
一
番
弟
子
）

を
為
す
、

人
は
お
ん
こ
う

温
厚
を
為
し
て
し
が
く

史
学
に
た
け長
て
、
こ
こ
ん

古
今
の
せ
い
ば
い

成
敗
を
語
れ
ば
こ
ん
こ
ん

滾
々
と
流
る
が
如
く
、
よ
う
い

洋
夷
の
事
に
及
ん
で
は
や
く
わ
ん
せ
っ
し

扼
腕
切
歯
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（
残
念
が
っ
た
り
喜
ぶ
と
き
は
左
手
で
右
腕
を
強
く
握
り
し
め
る
）
た
い
そ
く

大
息
を
発
す
る
こ
と
大
に
し
て
、
其
れ
へ
い
せ
い

平
生
に
類
せ
ず
其
の
中
に
有
り
て

か
っ
こ

確
乎
（
し
っ
か
り
と
し
た
さ
ま
）

抜
く
は
可
ら
ず
と
、
然
り
さ
い歳
の
五
月
予
に
告
げ
て
曰
う
、
吾
が
帰
り
将
に
日
は
有
ら
ず
一
言
賜

り
を
こ乞
う
と
。

余
こ
れ
に
つ告
げ
て
曰
う
、
人
の
貴
き
所
は
徳
に
在
り
て
地
に
在
ら
ず
「
ぶ
ん
お
う

文
王
」
は
せ
い
い

西
夷
の
人
な
り
、
周
の
武
王
に
滅
ぼ

さ
れ
た
い
ん
ち
ゅ
う

殷
紂
は
ち
ゅ
う
か
じ
ん

中
華
人
な
り
、
徳
は
む
ん
お
う

文
王
は
い夷
の
如
し
と
云
う
に
、
是
れ
し
ん晋
（
文
王
の
時
代
の
名
）

悪
し
可
く
い
ん
ち
ゅ
う

殷
紂
の
す
い萃
あ

つ
ま
る
が
如
し
と
い謂
う
は
、
之
れ
い夷
は
今
に
可
し
中
華
の
人
は
し
ゃ
び

奢
靡
（
贅
沢
で
は
な
い
）
け
い
は
く

軽
薄
（
真
心
が
な
い
）

に
し
て
、
世
を
め
ぐ殉

時
を
い
人
は
歌
い
亦
た
歌
は
人
を
舞
い
、
き
ょ
う
け
ん

脅
肩
（
わ
ざ
と
敬
い
謹
し
む
態
度
）

亦
た
舞
い
口
を
す
ぼ哨
め
挙
げ
て
勤
め
皆
み視
る
、
人

は
何
ん
と
か
い
ら
い

傀
儡
（
人
の
思
う
ま
ま
に
操
ら
れ
る
）

か
な
、
き
ん
さ
い

近
歳
よ
う
い

洋
夷
あ
た
り
辺
を
う
か
が
窺
い
世
を
挙
げ
て
大
に
お
そ怖
れ
て
い
る
、
二
三
か
ぎ
火
技
を

學
び
相
ひ
き率
い
て
称
し
て
曰
う
、
か
い
ぼ
う

海
防
の
要
は
西
洋
の
大
砲
に
過
ぎ
る
な
か莫
れ
、
是
れ
於
て
剱
客
は
剱
を
売
り
、
ち
ゅ
う
ほ
う

鋳
砲
し
ゃ
し
ゃ

射
者

は
弓
を
か
ゆ鬻
に
換
え
、
し
ょ
う
硝
（
火
薬
）
け
ん
き
ゃ
く

剱
客
者
は
、
自
か
ら
称
え
る
可
し
じ
ゅ
り
ゅ
う

儒
流
者
は
い
ふ
く

異
服
を
き被
て
ら
ん
ご

蘭
語
を
學
ぶ
隊
を
成
し
、

伍
を
結
び
き
ょ
ほ
う

巨

た
い
せ
き

大
磧
を
放
っ
て
其
の
声
は
日
に
山
を
ふ
る震
は
せ
て
、
岳
を
亡
さ
ん
と
何
ん
た
る
こ
つ
ぜ
ん

忽
然
ぜ
っ
き
ょ
う

絶
響
な
る
、
あ
あ
鳴
乎
、

是
れ
う
可
し
特
に
操
者
無
く
あ
に豈
い謂
わ
ざ
る
は
、
之
れ
い夷
夫
れ
中
華
の
之
れ
廣
土
の
民
の
多
き
の
一
人
も
と
め
索
て
世
に
め
ぐ殉
る
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は
、
い
き
ょ
う

威
郷
の
如
く
の
べ

る
亦
た
得
る
を
可
か
ら
ず
、
亦
た
宜
し
く
ｓ
ｙ
ぐ
勝
れ
る
を
な
げ歎
か
ず
、
夫
れ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

大
丈
夫
を
為
す
、
れ
っ
ぷ
う
じ
ん
ら
い

烈
風
迅
雷

に
当
り
迷
は
ず
、
し
ず
か
幽
に
因
っ
て
こ
ん
あ
く

困
阨
（
苦
悩
）

変
ら
ず
大
事
に
あ遭
う
て
離
、
乱
に
臨
み
、
た
ん
ぜ
ん

坦
然
（
平
ら
か
な
さ
ま
）

不
動
心
で
、

三
国
の
ぎ魏
の
武
帝
そ
う
も
う

曹
孟
と
く徳
は
じ
ゅ
う
ば

戎
馬
（
軍
馬
）

の
子
が
国
境
で
生
ま
れ
紛
争
が
絶
え
ず
長
い
間
国
境
で
駐
留
し
て
い
え
う
間

に
、
ほ
こ

を
横
に
し
て
詩
を
ふ賦
す
、
し
ょ
か
つ
り
ょ
う

諸
葛
亮
は
か
っ
き
ん

葛
巾
（
葛
で
作
っ
た
頭
巾
）
う
せ
ん

羽
扇
で
、
や
せ
き

矢
石
（
戦
争
）

の
際
未
だ
か
っ嘗
て
じ
ゅ
う
ふ
く

戎
服
百
を
み視

て
万
ひ
き
ゅ
う

貔
貅
（
猛
獣
の
名
で
勇
猛
な
軍
隊
の
こ
と
）

と
も
く
ぐ
う

木
偶
（
で
く
木
偶
、
木
で
作
っ
た
人
形
）

に
異
ら
ず
と
自
か
ら
た
ん
ぜ
ん

坦
然
に
非
ら
ず
と
も
、
不
動
心

能
く
此
の
如
し
、
今
能
は
ず
と
雖
も
二
者
に
及
び
、
少
な
く
と
も
た
い
ぎ

大
義
ふ不
じ
ゅ
ん
殉
を
知
る
を
有
す
、
り
く
り
ょ
く

戮
力
（
力
を
合
わ
せ
て
協
力

志
を
一
つ
に
す
る
）

以
て
お
う
し
つ

王
室
を
ほ
よ
く

輔
翼
（
助
け
護
る
）

仮
に
も
よ
う
い

洋
夷
を
し
て
き
ょ
こ
く

挙
國
以
来
り
亦
た
う
れ患
い
、
獨
り
せ
じ
ん

世
人
を
う
ら恨
む
と
こ
ろ
は

無
し
、
犬
を
お
そ畏
れ
る
虎
の
徒
に
、
や
ろ
う

夜
郎
じ自
だ
い大
（
つ
ま
ら
ぬ
人
が
世
間
知
ら
ず
を
庇
っ
て
い
る
）

王
を
し使
て
じ自
だ
い大
な
り
、
け
い
し
ゃ

頃
者
（
近
頃
）
よ
う
い

洋
夷

ま復
た
来
た
り
て
互
市
（
開
港
し
て
貿
易
）

を
乞
う
昔
即
ち
門
に
在
り
、
今
則
ち
堂
に
入
り
其
の
勢
い
己
に
迫
ま
る
、
是
れ
じ
つ實
に

き
き
ゅ
う
そ
ん
ぼ
う

危
急
存
亡
の
と
き秋
、
が吾
そ
う曹
（
と
も
が
ら
）

感
ぜ
ざ
る
は
可
か
ら
ず
ず
自
か
ら
激
し
く
ふ
ん
れ
い

奮
励
せ
つ
ま

節
磨
行
な
い
以
て
て
き敵
お
う
が
い

王
愾
（
諸
侯
が
王
の

恨
み
怒
る
相
手
に
立
ち
向
か
う
の
意
で
相
手
に
対
抗
し
て
打
ち
勝
と
う
と
す
る
意
気
ご
み
敵
愾
心
）

な
り
、
れ
い
せ
ん

醴
泉
（
甘
味
の
あ
る
水
）
し
そ
う

芝
草
（
薬
草
）

の
地
を
え
ら擇
ば

ず
、
安
ん
じ
て
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
へ
き
ろ
う

僻
陋
（
狭
い
辺
鄙
な
所
）

の
い
ち
こ
じ
ま

一
小
島
を
仮
り
て
生
き
る
を
知
り
た
く
い

卓
偉
き
け
つ

奇
傑
の
士
は
生
ぜ
ず
以
て
ま
ん萬
て
ん
か

天
下
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に
し
き
士
氣
を
振
い
い
き
ょ
う

威
郷
斯
の
言
を
、
が
い
ぎ

蓋
義
（
義
を
覆
い
包
み
）

形
色
（
顔
色
）
が
い
ぜ
ん

慨
然
（
憤
り
嘆
く
さ
ま
）

す
る
を
い謂
う
て
曰
う
、
書
を
こ乞
い

た
ん
せ
き

旦
夕
（
朝
、
晩
）

に
と
な誦
え
て
自
か
ら
を
励
し
書
を
つ
い遂
し
て
に
お
く贈
る
を
為
す
。

語
釈
　
　
こ
う
だ
い
き
ょ
う

甲
田
威
郷
＝
人
名
。
あ
ま
く
さ

天
草
＝
熊
本
県
。
れ
い苓
＝
み
み
な
ぐ
さ
、
み
み
な
、
け
ん
じ
か

巻
耳
科
の
二
年
生
草
本
、
夏
に
白
い
花
が
咲
く
、
苦
菜
、
か
ん
ぞ
う
、
豆
科
の
多
年
草
本
、

薬
草
と
し
て
用
い
る
。
し
ゅ
う
州
＝
國
、
藩
。
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
＝
あ
ま
く
さ

天
草
。
せ
い
な
ん

西
南
＝
肥
後
の
西
南
。
か
い
よ
う

海
洋
＝
海
。
ま
ん
な
か

真
中
＝
真
ん
中
。
い謂
う
＝
云
う
述
べ
る
。
や耶
＝
や
、
か
の
疑
問
。
だ
ん
が
ん

弾
丸
＝
銃
砲
の
玉
、

弾
丸
。
こ
く
し

黒
痣
＝
黒
い
痣
、
ほ
く
ろ

黒
子
。
き
ょ
み
ん

居
民
＝
住
民
。
か
い
り
つ

皆
率
＝
皆
従
う
。
蜑
＝
中
国
福
建
省
に
住
む
異
民
族
、
水
上
で
生
活
し
て
漁
業
を
す
る
。
た
ん
こ

蜑
戸
＝
海
人
、
あ
ま
、
漁
師
。
さ
ち
ょ
う丁
＝

塩
を
造
る
人
。
の
う
じ
ん

農
人
＝
百
姓
。
し
ょ
う
ふ

樵
父
＝
樵
、
山
で
炭
焼
き
な
ど
を
し
て
暮
ら
す
人
。
た
ぐ
い
類
＝
仲
間
。
じ耳
＝
み
み
、
き
く
、
み
み
に
す
る
、
の
み
、
だ
け
、
ば
か
り
、
句
末
に
そ
え
て

限
定
の
い
を
表
す
助
字
、
玄
孫
の
曾
孫
ま
た
玄
孫
の
子
、
本
人
よ
り
八
代
目
の
孫
、
先
祖
の
こ
と
を
耳
で
聞
く
だ
け
の
意
、
じ
ょ
う
そ
ん

仍
孫
と
も
い
う
。
た
く
ぜ
ん

卓
然
＝
高
く
抜
き
ん
で
て
い
る
さ

ま
、
高
く
優
れ
て
い
る
さ
ま
。
ど
く
し
ょ

讀
書
＝
書
物
を
読
む
。
が
く
ど
う

學
道
＝
学
問
の
道
。
よ
ぎ過
る
＝
訪
れ
る
、
旅
、
行
く
。
や耶
＝
や
、
か
、
疑
問
、
反
語
、
感
嘆
の
意
を
表
す
助
字
、
俗
に
父
を
呼

ぶ
言
葉
、
耶
、
爺
。
え
っ謁
す
＝
逢
う
、
合
う
，
見
る
。
も
く
せ
ん
せ
い

木
先
生
＝
木
下

邨
。
い
き
ょ
う

威
郷
＝
甲
田
い
き
ょ
う

威
郷
。
か
ん
じ
ん

懽
甚
＝
甚
だ
喜
び
楽
し
む
。
も
く
も
ん

木
門
＝
木
下
門
下
。
こ
う
そ
く

高
足
＝
高
弟
、
高
い
弟
子
。
お
ん
こ
う

温
厚

＝
優
し
く
情
が
厚
い
、
暖
か
で
穏
や
か
。
ち
ょ
う
長
じ
＝
勝
る
、
優
れ
る
。
う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
、
発
字
の
助
字
文
首
文
中
に
用
い
る
助
字
、
に
、
補
語
、
場
所
を
示
す
、
を
、
補
語
を

示
す
、
と
、
接
続
を
示
す
、
よ
り
、
か
ら
、
比
較
、
場
所
を
示
す
、
お
い
て
、
か
、
か
な
、
文
末
に
あ
っ
て
疑
問
、
感
嘆
を
表
す
。
し
が
く

史
学
＝
記
録
、
歴
史
、
歴
史
の
書
、
の
学
問
。

と
も
に
与
＝
共
に
。
こ
こ
ん

古
今
＝
昔
と
今
、
今
古
、
昔
か
ら
今
ま
で
。
ご語
＝
言
葉
、
語
源
。
せ
い
ば
い

成
敗
＝
事
が
成
る
と
、
敗
れ
る
と
、
成
功
と
失
敗
、
勝
つ
と
負
け
る
、
処
罰
、
裁
判
。
こ
ん
こ
ん

滾
々
＝
泉

か
ら
水
が
湧
き
出
る
さ
ま
、
ま
た
そ
の
音
。
し識
る
＝
知
る
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
夷
狄
。
や
く
わ
ん
せ
っ
し

扼
腕
切
歯
＝
切
歯
扼
腕
、
歯
を
食
い
し
ば
り
腕
を
握
り
し
め
る
、
激
し
く
怒
る
さ
ま
」
た
い
そ
く

大
息
「
大

き
な
た
め
息
。
へ
い
せ
い

平
生
＝
普
段
、
常
々
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、
不
確
定
な
事
を
推
定
す
る
助
字
、
こ
れ
、
助
字
解
説
、
な
ん
ぞ
、
反
語
の
助
字
。
か
っ
こ

確
乎
＝
確
か
に
、
確
定
。
さ
い歳
＝
そ
の
年
。

こ乞
う
＝
要
請
、
頼
む
。
だ
い乃
＝
な
ん
ぞ
、
そ
れ
が
し
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
、
上
を
受
け
て
下
文
を
起
こ
す
助
字
、
な
ん
ぞ
、
語
調
を
整
え
る
助
字
。
ぶ
ん
お
う

文
王
＝
古
代
の
聖
王
。
ち
ゅ
う
か
じ
ん

中
華
人
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＝
中
国
人
。
い夷
＝
戎
、
夷
。
か
あ
く

可
悪
＝
善
し
悪
し
。
い
ん
ち
ゅ
う

殷
紂
＝
殷
の
紂
王
、
周
の
武
王
に
滅
ぼ
さ
れ
た
夏
の
王
と
共
に
暴
虐
な
王
。
か華
＝
ち
ゅ
う
ご
く

中
國
。
ち
ゅ
う
ご
く

中
國
＝
中
華
。
せ
い
い

西
夷
＝
中
国
の
西

方
の
野
蛮
な
未
開
国
、
西
洋
人
の
悪
口
。
し
ゃ
び
け
い
は
く

奢
靡
軽
薄
＝
贅
沢
で
派
手
で
上
滑
り
で
真
心
が
な
い
。
じ
ゅ
ん
せ
い

殉
世
＝
世
の
た
め
に
身
を
投
げ
出
し
て
尽
く
す
。
き
ょ
う
け
ん

脅
肩
＝
肩
を
す
ぼ
め
る
、
わ

ざ
と
敬
い
謹
む
態
度
、
畏
れ
る
さ
ま
。
し
ょ
う
こ
う

哨
口
＝
口
を
す
ぼ
め
る
、
蛸
の
口
の
よ
う
に
。
き
ょ
ど
う

挙
動
＝
動
き
、
動
作
。
み視
る
＝
見
る
。
か
い
ら
い

傀
儡
＝
く
ぐ
つ
、
操
り
人
形
、
他
人
を
操
る
人
。
と
も
に
与

＝
と
も
に
。
や哉
＝
か
な
、
感
嘆
の
助
字
、
や
、
か
、
ぎ
も
ん
、
は
ん
ご
、
の
助
字
。
き
ん
さ
い

近
歳
＝
近
年
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
夷
狄
。
あ
た
り
辺
＝
周
辺
。
う
か
が
窺
い
＝
覗
き
見
る
。
か
い
ぼ
う
よ
う
き

海
防
要
器
＝
海
岸

の
守
り
の
た
め
に
必
要
な
機
器
。
ま
か
れ
莫
＝
莫
、
暮
れ
、
夕
暮
れ
、
な
い
、
否
定
の
助
字
、
な
か
れ
、
し
て
わ
な
ら
な
い
、
禁
止
の
助
字
、。
え
ん焉
＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
疑
問
、
反

語
、
の
い
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
よ
り
、
こ
れ
に
、
小
松
に
用
い
る
助
字
、
か
、
や
、
疑
問
、
反
語
の
意
を
表
す
。
ち
ゅ
う
ほ
う

鋳
砲
＝
大
砲
を
鋳
る
。
し
ゃ
し
ゃ

射
者
＝
射
手
。
し
ゅ
く
鬻
＝
粥
、

ひ
さ
ぐ
、
売
る
。
し
ょ
う
硝
＝
煙
硝
、
火
薬
。
け
ん
き
ゃ
く

剱
客
＝
剣
の
達
人
。
じ
ゅ
り
ゅ
う

儒
流
＝
儒
学
の
流
儀
。
い
ふ
く

異
服
＝
異
国
の
服
、
洋
服
。
か
ぶ被
り
＝
着
用
。
ら
ん
ご

蘭
語
＝
オ
ラ
ン
ダ
語
。
た
い
ご

隊
伍
＝
編
隊
、
列
を

組
む
、
隊
を
組
む
。
き
ょ
ほ
う

巨

＝
大
砲
。
た
い
せ
き

大
磧
＝
大
き
い
石
。
ふ
る震
え
＝
振
動
、
震
え
る
。
さ
ん
が
く

山
岳
＝
山
や
峰
。
こ
つ
ぜ
ん

忽
然
＝
忽
ち
、
急
に
。
ひ
び
き
響
＝
音
響
、
響
き
。
あ
あ
鳴
乎
＝
嘆
息
。
と
く
そ
う

特
操
＝
特
に

操
る
、
特
に
操
が
か
た
い
。
あ
に豈
＝
あ
に
、
ど
う
し
て
、
疑
問
、
反
語
の
助
字
、
な
ん
と
、
感
嘆
の
意
を
表
す
、
そ
れ
、
そ
の
、
ほ
と
ん
ど
助
字
解
説
。
い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
。
ど
み
ん

土
民

＝
土
地
の
人
、
民
。
た
さ
く

多
索
＝
多
く
探
し
求
め
る
。
り
つ

＝
書
く
、
筆
、
述
べ
る
、
修
め
る
、
こ
こ
に
、
こ
れ
、
さ
て
、
つ
い
に
、
と
う
と
う
、
自
ら
。
な
で歎
く
＝
嘆
息
、
嘆
く
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

大
丈
夫

＝
大
き
く
成
人
し
た
男
子
、
一
人
前
の
男
、
大
変
に
強
い
し
っ
か
り
と
し
た
男
。
れ
っ
ぷ
う
じ
ん
ら
い

烈
風
迅
雷
＝
激
し
い
風
や
雷
が
迅
速
に
走
る
よ
う
に
、
大
変
早
い
。
ゆ
う
し
ゅ
う

幽
囚
＝
捕
ら
え
ら
れ
て
牢

に
入
れ
ら
れ
る
、
拘
禁
。
こ
ん
あ
く

困
阨
＝
困
り
塞
が
る
、
嶮
し
く
苦
し
い
道
。
あ遭
い
＝
遭
遇
。
た
ん
ぜ
ん

坦
然
＝
平
ら
な
さ
ま
、
こ
せ
こ
せ
し
な
い
さ
ま
。
そ
う
も
う
と
く

曹
孟
徳
＝
曹
操
、
著
書
に
典
論
が
あ
る
。

じ
ゅ
う
ば

戎
馬
＝
軍
馬
、
強
者
、
武
人
と
馬
、
兵
馬
、
戎
。
お
う
さ
く

横

＝
矛
、
柄
の
長
い
矛
、
周
尺
で
八
尺
の
矛
、
を
横
た
え
て
。
ふ賦
し
＝
詩
を
詠
む
。
し
ょ
か
つ
り
ょ
う

諸
葛
亮
＝
三
国
の
蜀
の
忠
臣
で
字
は
公

明
。
か
っ
き
ん

葛
巾
＝
葛
布
で
作
っ
た
頭
巾
、
葛
布
党
。
う
せ
ん

羽
扇
＝
羽
の
扇
、
。
や
せ
き

矢
石
＝
石
矢
。
か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
じ
ゅ
う
ふ
く

戎
服
＝
戎
の
服
、
戎
に
服
従
す
る
。
ひ
ゃ
く
ま
ん

百
万
＝
百
万
、
沢
山
の
。
ひ
き
ゅ
う

貔
貅

＝
ひ貔
は
豹
虎
の
類
、
き
ゅ
う
貅
は
猛
獣
の
名
、
昔
飼
い
慣
ら
し
て
戦
争
に
用
い
た
と
い
う
、
ひ
き
ゅ
う

貔
貅
は
勇
猛
な
兵
士
に
た
と
え
る
。
で
く
木
偶
＝
木
で
作
っ
た
人
形
。
た
い
ぎ

大
義
＝
人
の
ふ
み
行
う
べ

き
大
切
な
正
し
い
道
、
君
臣
、
父
子
な
ど
の
道
を
い
う
根
本
精
神
。
わ
ら

う
＝
笑
う
。
り
く
り
ょ
く

戮
力
＝
殺
す
力
、
殺
戮
。
お
う
し
つ

王
室
＝
王
家
。
ほ
よ
く

輔
翼
＝
助
け
る
、
補
佐
し
て
助
け
る
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西

洋
の
夷
狄
。
き
ょ
こ
く

挙
國
＝
國
を
挙
げ
て
、
総
力
で
。
わ
ず
ら
患
う
＝
疾
病
、
病
む
。
う
ら恨
む
＝
怨
む
、
恨
む
。
せ
じ
ん

世
人
＝
世
間
の
人
。
お
そ畏
れ
＝
畏
れ
る
、
恐
れ
る
、
怖
れ
る
。
け
ん
こ

犬
虎
＝
犬
や
虎
。
と
し
徒
使
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＝
使
い
、
使
い
の
徒
。
や
ろ
う
お
う

夜
郎
王
＝
つ
ま
ら
ぬ
人
間
が
世
間
知
ら
ず
で
い
ば
る
、
漢
代
に
夜
郎
國
、
今
の
貴
州
省
野
西
境
に
い
た
未
開
部
族
が
自
分
の
國
が
一
番
大
き
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
、
そ
の
王
。
よ
り自
＝
よ
り
、
か
ら
。
だ
い大
＝
大
き
い
。
け
い
し
ゃ

頃
者
＝
こ
の
頃
、
此
の
所
。
ふ
た
た
復
び
＝
再
度
。
し
ょ
ご
い
ち

諸
互
市
＝
諸
々
の
通
商
。
に
ゅ
う
ど
う

入
堂
＝
堂
に
入
る
、
江
戸
城
中
に
登
る
。

じ
つ實
に
＝
洵
に
、
真
に
。
き
き
ゆ
う
そ
ん
ぼ
う

危
急
存
亡
＝
存
続
す
る
か
亡
び
る
か
が
決
ま
る
大
事
な
と
き
、
秋
は
成
熟
の
と
き
で
あ
る
か
ら
、
大
事
な
時
の
意
、
諸
葛
亮
の
出
帥
の
表
。
そ
う曹
＝
曹
操
。
か
ん
げ
き

感
激

＝
心
に
感
じ
て
奮
い
立
つ
、
ま
た
人
の
心
を
奮
い
立
た
せ
る
。
ふ
ん
れ
い

奮
励
＝
奮
い
励
む
。
せ
つ
ま

節
磨
＝
節
操
を
磨
く
。
お
こ
な
い
行

＝
行
い
、
行
動
。
お
う
き

王
愾
＝
盛
ん
な
敵
愾
心
。
れ
い
せ
ん

醴
泉
＝
甘
酒
、
甘
い

水
の
出
る
泉
、
甘
泉
。
し
ば
く
さ

芝
草
＝
芝
や
草
。
た
く擇
さ
ず
＝
選
ば
ず
、
選
択
。
れ
い
し
ゅ
う

苓
州
＝
天
草
。
へ
き
ろ
う

僻
陋
＝
土
地
が
片
田
舎
で
風
俗
が
田
舎
じ
み
て
い
る
。
い
ち
こ
じ
ま

一
小
島
＝
一
つ
の
小
さ
な
島
。
た
く
い

卓
偉

＝
ず
ば
抜
け
て
優
れ
て
い
る
。
き
け
つ

奇
傑
＝
珍
し
く
優
れ
た
人
、
と
っ
て
も
優
れ
た
人
。
し
ん
れ
い

振
励
＝
振
る
い
励
む
、
奮
い
励
む
。
し
き
士
氣
＝
戦
士
の
元
気
、
意
気
、
気
風
武
士
の
気
風
、
侍
気

質
。
し
げ
ん

斯
言
＝
こ
の
言
葉
、
こ
れ
ら
の
言
語
。
ぎ
け
い

義
形
＝
借
り
物
の
形
、
形
骸
、
形
だ
け
。
が
い
ぜ
ん

慨
然
＝
憤
り
嘆
く
さ
ま
、
悲
し
み
嘆
く
さ
ま
、
感
慨
、
慷
慨
、
憤
慨
。
し
ょ
う
誦
し
＝
唱
え
る
、

暗
誦
。
じ
れ
い

自
励
＝
自
ら
を
励
ま
し
。
つ
い遂
に
＝
終
わ
り
に
。
お
く贈
り
＝
贈
呈
。
て
ん
か

天
下
＝
國
中
、
世
界
、
天
と
地
。
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３
７
　

書
帆
足
子
徳
文
稿
後

余
蚤
聞
豊
之
日
出
有
西

先
生
者
博
雅
君
子
也
及
得
其
文
集
而
讀
之
壮
其
文
辞
而
想
見
其
徳
望
欽
慕
仰
止
欲
一
謁
之
者

久
矣
戊
午
之
春
余
遊
鎮
西
則
先
生
墓
木
既
拱
矣
以
此
行
之
不
及
其
在
世
為
憾
也
及
至
東
肥
見
一
少
年
於

邨
書
屋
於
稠

人
之
中
眉
宇
清
秀
顔
色
皙
白
骨
相
不
凡
余
奇
而
問
焉
則
曰
姓
帆
足
名
夭
民
後
豊
之
人
也
予
怪
而
謂
曰
莫
是
西

先
生
之

族
耶
曰
然
僕
其
義
子
也
一
日
以
其
文
稿
請
余
一
言
受
而
閲
之
其
文
雄
壮
渾
厚
可
観
乃
謂
之
曰
嗚
乎
何
其
文
之
似
西

先

生
也
螟
蛉
之
似

君
之
謂
也
余
欲
見
先
生
而
不
能
命
也
而
与
君
萍
水
相
遇
亦
命
也
有
意
于
見
而
或
不
得
見
無
意
于
見

而
或
不
得
見
無
意
于
見
而
或
得
見
嗟
乎
天
地
之
間
何
其
事
皆
出
于
意
料
之
外
耶
雖
然
偶
然
相
遇
而
得
先
生
之
後
抑
亦
奇

矣
余
雖
不
得
見
先
生
然
得
見
其
後
亦
幸
矣
愛
人
者
及
屋
上
之
烏
況
君
非
屋
烏
乎
君
妙
齢
而
儁
才
自
今
以
往
學
日
進
徳
日

成
其
所
底
止
未
可
知
也
其
不
隕
箕
裘
之
業
也
必
矣
余
既
欽
先
生
之
為
人
又
奇
君
之
才
於
是
乎
書
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釈
文

ほ
あ
し
し
と
く

帆
足
子
徳
ぶ
ん
こ
う

文
稿
ご後
に
し
ょ書
す

余
は
そ
う蚤
（
夙
に
、
早
く
よ
り
）

に
き聞
く
、
ほ
う豊
の
ひ
じ
日
出
に
せ
い
あ
ん

西

先
生
有
り
、
は
く
が

博
雅
（
学
問
が
博
く
行
い
が
正
し
い
）
く
ん
し

君
子
な
り
、
及
ん
で
其

の
ぶ
ん
し
ゅ
う

文
集
を
得
て
之
れ
を
讀
む
、
さ
か壮
ん
に
し
て
其
の
ぶ
ん
じ

文
辞
に
お
も想
い
を
見
る
、
其
の
と
く
ぼ
う

徳
望
（
徳
が
高
く
人
望
が
あ
る
）
き
ん
ぼ

欽
慕
（
敬
い
慕
う
）

の
、
止
ど
め
て
い
ち
え
つ

一
謁
す
る
久
し
き
か
な
、
ぼ
ご
戊
午
の
春
余
は
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
に
あ
そ遊
び
先
生
の
ぼ
ぼ
く

墓
木
す
で既
に
き
ょ
う
拱
な
り
（
亡
く
な
ら
れ
て
既
に
年
月

が
経
た
こ
と
）
、
此
れ
行
く
に
及
ば
ず
其
の
ざ
い
せ
い

在
世
う
ら憾
む
を
為
し
て
、
と
う
ひ

東
肥
に
至
る
に
及
び
い
そ
ん邨
学
舎
に
い
ち
し
ょ
う
ね
ん

一
少
年
を
見
る
、
お
お稠

い
人
の
中
、
び
う
眉
宇
せ
い
し
ゅ
う

清
秀
が
ん
し
ょ
く

顔
色
せ
き
は
く

皙
白
こ
っ
そ
う

骨
相
ぼ
ん凡
に
あ
ら
ず
、
余
は
き奇
し
く
も
問
う
、
則
ち
曰
う
せ
い姓
は
ほ
あ
し

帆
足
な名
は
よ
う
み
ん

夭
民
と
曰

う
ご
ほ
う

後
豊
の
人
な
る
、
予
は
あ
や
し
怪
み
て
云
う
に
、
是
れ
せ
い
あ
ん

西

先
生
の
み
う
ち
族
や
も
曰
う
し
も
べ
僕
は
其
の
ぎ
し
義
子
な
り
と
、
一
日
こ請
う
み閲

て
是
れ
は
其
の
文
は
ゆ
う
そ
う

雄
壮
す
べ渾
て
こ
ゆ厚
く
み観
る
可
し
、
す
な
わ
乃
ち
之
れ
せ
い
あ
ん

西

先
生
に
似
た
る
、
め
い
れ
い

螟
蛉
こ
れ
か
ら

に
に似
た
る
（
じ
が
ば
ち

が

青
虫
を
捕
っ
て
運
ん
で
自
分
の
子
の
餌
に
す
る
の
を
昔
の
人
は
、
そ
の
幼
虫
を
自
分
の
子
と
し
て
育
て
る
と
想
っ
た
の
で
言
う
め
い
れ
い
し

螟
蛉
子
）

君
を
い謂
う
な
り
、
余
は
先

生
を
ま
み見
え
ん
と
欲
す
れ
ど
能
は
も
、
運
命
な
る
君
と
と
も
に
へ
い
す
い

萍
水
相
逢
う
（
浮
き
草
が
水
の
ま
に
ま
に
漂
う
よ
う
の
意
で
、
人
が
偶
然
に
出
会

う
た
と
え
）

も
亦
た
運
命
な
り
、
意
有
て
或
は
見
る
を
得
ず
、
意
無
き
し
て
ま
み見
え
て
見
る
を
得
る
、
さ
あ
嗟
乎
、
天
地
の
間
何
ん
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ぞ
其
の
事
は
皆
千
意
、
は
か料
ら
い
の
外
を
出
ず
る
や
、
然
る
に
ぐ
う
ぜ
ん

偶
然
と
雖
も
相
過
ぎ
る
先
生
の
後
に
そ
も
そ
抑
も
奇
な
り
、
余

は
先
生
に
ま
み見
え
ず
と
雖
も
し
か然
る
に
ま
み見
え
る
を
得
た
り
そ
の
後
亦
た
幸
い
に
も
、
愛
す
る
人
は
お
く
じ
ょ
う

屋
上
の
か
ら
す
烏
に
及
ぶ
も
い
わ況

ん
や
君
は
お
く
じ
ょ
う

屋
上
の
か
ら
す
烏
に
非
ら
ず
、
君
は
み
ょ
う
れ
い

妙
齢
に
し
て
し
ゅ
ん
さ

儁
才
（
才
能
に
優
れ
た
人
）

今
よ
り
以
て
往
學
に
っ
し
ん

日
進
と
く
じ
つ

徳
日
其
の
所
成

す
て
い
し

底
止
（
留
ま
る
）

未
だ
知
し
可
し
、
其
れ
お
ち隕
ず
き
き
ゅ
う

箕
裘
（
父
祖
の
業
を
見
習
っ
て
受
け
継
ぐ
こ
と
）
の
ぎ
ょ
う
業
必
ず
や
、
余
は
既
に
先
生
に
つ
つ
し
欽

み
て
こ
れ
人
の
為
す
又
君
の
さ
い才
に
く奇
し
く
も
是
れ
を
書
す
。

語
釈
　
　
ほ
あ
し
し
と
く

帆
足
子
徳
＝
日
出
藩
、
家
老
帆
足
万
里
の
養
子
。
ぶ
ん
こ
う

文
稿
＝
文
の
草
稿
。
そ
う蚤
＝
の
み蚤
は
速
い
か
ら
転
じ
て
、
早
く
か
ら
、
以
前
か
ら
。
ほ
う豊
＝
豊
後
。
ひ
じ
日
出
＝
日
出
藩
、
豊

臣
秀
吉
の
正
妻
ね
ね
の
方
の
甥
木
下
家
が
初
代
藩
主
。
せ
い
あ
ん

西

＝
帆
足
万
里
。
は
く
が

博
雅
＝
学
問
が
廣
く
、
行
い
が
正
し
い
、
ま
た
そ
の
人
。
く
ん
し

君
子
＝
才
徳
が
あ
る
人
。
ぶ
ん
し
ゅ
う

文
集
＝
一
人
或

い
は
数
人
の
文
集
を
集
め
た
本
。
ぶ
ん
じ

文
辞
＝
文
章
の
中
の
言
葉
。
そ
う壮
＝
雄
壮
。
と
く
ぼ
う

徳
望
＝
徳
が
高
く
人
望
が
あ
る
。
き
ん
ぼ

欽
慕
＝
敬
い
慕
う
。
お
も想
い
＝
思
い
。
い
ち
え
つ

一
謁
ほ
っ欲
す
＝
一
見
会
い
た
い
。

ぼ
ご
戊
午
＝
安
政
五
年
、
い
ち
八
五
八
。
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
＝
九
州
。
ゆ
う遊
＝
訪
れ
る
、
旅
、
行
く
。
ぼ
ぼ
く

墓
木
＝
墓
に
植
え
た
木
。
き
ょ
う
拱
＝
こ
ま
ぬ
く
、
両
手
の
指
を
組
み
合
わ
せ
敬
礼
す
る
ぼ
ぼ
く

墓
木
す
で既
に
き
ょ
う
拱

な
り
＝
墓
に
植
え
た
木
が
一
抱
え
ほ
ど
も
あ
る
に
感
じ
に
な
っ
た
の
意
、
人
が
死
ん
で
か
ら
多
く
の
年
月
が
経
た
こ
と
。
こ
う行
＝
行
い
、
行
く
、
旅
。
ざ
い
せ
い

在
世
＝
生
前
。
か
ん憾
＝
遺
憾
、
残

念
。
い
ち
し
ょ
う
ね
ん

一
少
年
＝
一
人
の
少
年
。
い
そ
ん邨
＝
木
下

邨
。
し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。
ち
ゅ
う
じ
ん

稠
人
＝
ぎ
っ
し
り
と
集
ま
っ
て
い
る
多
く
の
人
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
る
席
。
び
う
眉
宇
＝
眉
の
辺
り
、
顔
の

中
で
眉
の
位
置
が
、
家
で
の
宇
、
軒
、
に
あ
た
る
か
ら
い
う
、
顔
か
た
ち
。
せ
い
し
ゅ
う

清
秀
＝
顔
か
た
ち
が
清
く
秀
で
て
い
る
。
が
ん
し
ょ
く

顔
色
＝
顔
の
容
色
。
せ
き
は
く

皙
白
＝
明
ら
か
に
輝
く
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
さ
ま
。
こ
っ
そ
う

骨
相
＝
骨
組
み
の
現
れ
、
骨
組
み
に
現
れ
た
、
二
位
の
性
格
や
運
命
、
主
と
し
て
顔
や
頭
の
形
に
つ
い
て
い
う
。
ぼ
ん凡
＝
平
凡
、
全
て
。
き奇
＝
珍
し
く
不
思
議
。
え
ん焉
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＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
こ
れ
、
こ
こ
に
。
と
う
ひ

東
肥
＝
東
肥
後
。
い
わ曰
く
＝
曰
く
述
べ
る
。
ほ
あ
し

帆
足
＝
姓
。
な名
＝
よ
う
み
ん

夭
民
。
ご
ぽ
う

後
豊
＝
豊
後
。
あ
や
し
怪
み
＝
訝
り
。
ゆ
う
そ
う

雄
壮
＝
雄
大
で
壮
大
。
こ
ん渾
＝

渾
身
、
奮
っ
て
、
全
て
。
み観
る
＝
見
る
。
だ
い乃
＝
そ
こ
で
、
す
な
わ
ち
。
め
い
れ
い

螟
蛉
＝
青
虫
、
蛾
の
幼
虫
、
養
子
、
じ
が
蜂
が
青
虫
を
運
ん
で
幼
虫
の
餌
に
す
る
の
を
見
て
昔
の
人
は
幼
虫

を
自
分
の
子
と
し
て
育
て
る
と
思
っ
た
の
で
云
う
。
か
ら

＝
じ
が
蜂
、
縋
る
、
め
い
れ
い

螟
蛉
子
に
通
ず
。
に似
る
＝
似
て
い
る
。
い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
。
と
も
に
与
＝
共
に
。
へ
い
す
い

萍
水
＝
浮
き
草
、

水
草
の
一
種
。
め
い命
＝
運
命
、
天
命
。
は
か料
る
＝
推
量
、
計
る
、
図
る
。
や耶
＝
や
、
か
疑
問
、
反
語
、
感
嘆
の
意
を
表
す
助
字
。
ぐ
ぜ
ん

偶
然
＝
偶
々
、
予
期
し
な
い
。
あ
い
あ

相
遇
い
＝
会
い
会
う
。

い
え
ど
も
雖

＝
唯
。
し
か然
り
＝
其
の
通
り
。
お
く
じ
ょ
う

屋
上
の
う烏
＝
屋
根
の
上
の
烏
、
鴉
、
あ
る
人
に
対
す
る
愛
を
他
に
及
ぼ
す
こ
と
。
あ
に況
＝
状
況
、
ど
う
し
て
、
い
わ
ん
や
。
お
く屋
＝
家
。
み
ょ
う
れ
い

妙
齢
＝
年

頃
、
年
若
い
。
し
ゅ
ん
さ
い

儁
才
＝
才
能
に
優
れ
た
人
。
よ
り自
＝
か
ら
、
よ
り
。
に
っ
し
ん

日
進
＝
日
に
日
に
進
む
。
と
く
じ
つ

徳
日
＝
日
に
日
に
徳
を
積
む
。
お
ち隕
ず
＝
墜
ち
な
い
。
き
き
ゅ
う

箕
裘
＝
箕
は
ま
め
が
ら
、
荻
に

似
た
草
の
一
種
、
昔
え
び
ら
を
編
む
材
料
、
裘
は
皮
衣
、
獣
類
の
皮
で
作
っ
た
着
物
、
皮
衣
を
着
る
。
ぎ
ょ
う
業
＝
学
業
。
き
ん欽
＝
敬
う
。
き奇
＝
珍
し
く
不
思
議
な
、
優
れ
る
。
さ
い才
＝
才
能
。
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３
８
　

送
川
子
道
之
長
州
序

周
南
之
山
。

而
達
於
赤
關
。
是
毛
利
公
之
所
有
耶
。
余
之
游
鎮
西
也
。
植

而
望
之
。
謂
然
而
嘆
曰
。
元
就
公
之
起
安
藝
也
。
提

三
尺
剣
。
略
有
十
有
三
州
。
關
西
風
靡
。
可
謂
盛
矣
。
然
金
甌
反
落
至
賤
至
微
拏
鞋
奴
之
手
矣
。
公
之
子
孫
。
其
所
有
。
獨
如
此
耳
。

而
豐
公
亦
安
在
哉
。
嗚
乎
。
貴
賤
貧
冨
壽
夭
盛
衰
。
皆
有
天
數
存
焉
。
非
人
力
之
所
能
為
也
。
夫
以
區
々
之
力
。
欲
與
造
者
争
。
豈
其

非
惑
之
甚
矣
耶
。
人
皆
有
貴
於
己
者
。
弗
思
焉
耳
。
冨
貴
不
能
淫
焉
。
貧
賤
不
能
移
焉
。
威
武
不
能
屈
焉
。
是
以
。
能
泥
塗
軒
冕
。
蔽

天
下
也
。
文
曰
。
確
乎
不
可
抜
者
。
潜
龍
也
。
丈
夫
至
乎
此
。
可
以
稱
英
豪
矣
。
滔
々
天
下
。
遺
手
内
而
殉
手
外
。
亦
何
心
哉
。
川

子
道
。
遭
世
罔
極
。
大
不
得
志
於
当
世
。
子
道
之
趣
長
門
也
。
有
若
不
懌
然
者
。
故
吾
道
天
之
數
道
之
理
。
以
告
之
。
且
賦
詩
以
為
贈
。

其
辭
曰

世
溷
濁
兮
麟
鳳
藏
。
時
否
塞
兮
鴟
梟
翔
。
澆
季
世
兮
不
可
居
。
高
其
事
兮
葆
而
光
周
之
山
兮
多
霊
藥
。
耒
以
餌
兮
可
制
魄
。
周
之
水
兮

多
錦
鱗
。
釣
而
游
兮
孔
之
樂
。
早
歸
來
兮
碧
山
阿
。
吾
教
女
兮
紫
芝
歌
。
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時
年
三
十
三

せ
ん
し
ど
う

川
子
道
を
ち
ょ
う
し
ゅ
う

長
州

に
送
る
の
序

し
ゅ
う
な
ん

周
南
の
山
は
い
り

し
て
あ
か
ぜ
き

赤
關
よ
り
達
す
。
是
れ
毛
利
公
の
有
す
る
所
な
り
。
余
の
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
に
あ
そ游
び
つ
え

を
す
が植
り
て
之
れ
を

望
み
。
ぎ
ぜ
ん

謂
然
と
し
て
嘆
ん
ず
。
元
就
公
の
あ
き
安
藝
を
起
す
、
堤
三
尺
の
剣
は
略
ぼ
十
有
三
州
有
り
。
關
西
ふ
う
び

風
靡
盛
ん
に
お
も謂

う
然
る
に
き
ん
お
う

金
甌
反
落
し
て
は
ず
か
し
き

賤

に
至
り
て
だ
か
く

拏
獲
あ
い
ど

鞋
奴
の
し
ゅ
う
手
。
公
の
子
孫
其
の
有
す
る
所
獨
り
此
の
如
し
。
豐
公
も
亦

た
安
在
な
る
哉
。
嗚
乎
。
き
せ
ん

貴
賤
ひ
ん
ぷ
う

貧
冨
じ
ゅ
よ
う

壽
夭
せ
い
す
い

盛
衰
み
な
皆
天
の
數
ほ
ど
存
す
有
り
。
人
力
の
は
た
ら
能
き
に
為
す
に
非
ら
ず
。

夫
れ
區
々
の
之
れ
力
を
以
て
。
造
物
に
争
そ
わ
ん
と
欲
す
。
其
の
惑
の
甚
だ
し
き
は
人
皆
お
の
れ
己
を
貴
ぶ
。
思
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
。
冨
貴
淫
り
に
よ能
く
せ
ず
。
貧
賤
移
す
を
能
わ
ず
。
い
ぶ
威
武
に
屈
す
る
を
能
わ
ず
。
是
れ
以
て
よ能
く
泥
を

け
ん
べ
ん

軒
冕
に
塗
る
。
蔽
っ
て
天
下
を
く
つ

す
る
。

文
に
云
う
確
な
る
は
抜
く
可
ら
ず
。
せ
ん
ゆ
う

潜
龍
丈
夫
こ
れ
こ
こ
に
至
り
て
え
い
ご
う

英
豪
と
稱
す
以
て
す
可
し
。
と
う
と
う

滔
々
の遺
し
て
手
の
外
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に
し
た殉
が
う
は
亦
た
ど何
ん
な
心
哉
。
せ
ん
し
ど
う

川
子
道
世
の
こ
う罔
き
ょ
く
極
に
遭
い
大
き
な
志
を
当
世
に
得
ず
。
子
道
之
れ
ち
ょ
う
も
ん

長
門
に
き
。
ふ
え
き

不
懌

の
ご
と
く
然
り
あ
ら
ば
故
に
吾
が
天
の
數
道
の
理
を
以
て
之
れ
を
告
ぐ
。
且
つ
詩
を
賦
し
て
贈
と
為
す
。
其
の
辭
こ
こ

に
。

世
溷
濁
兮
麟
鳳
藏

世
は
こ
ん
だ
く

溷
濁
し
て
り
ん
ほ
う

麟
鳳
　
か
く藏
る

時
否
塞
兮
鴟
梟
翔

時
に
ひ
さ
く

否
塞
　
し
き
ょ
う

鴟
梟
　
か
け翔
る

澆
季
世
兮
不
可
居

ぎ
ょ
う
き

澆
季
の
世
に
は
居
す
る
は
可
か
ら
ず

高
其
事
兮
葆
而
光

高
く
其
の
事
　
ほ
う
こ
う

葆
光
す
る

周
之
山
兮
多
霊
藥

し
ゅ
う
周
の
山
　
れ
い
や
く

霊
藥
　
多
し

耒
以
餌
兮
可
制
魄

ら
い
じ

耒
以
て
じ餌
し
は
く魄
を
制
し
可
し

周
之
水
兮
多
錦
鱗

し
ゅ
う
周
の
水
に
は
き
ん
り
ん

錦
鱗
　
多
し

釣
而
游
兮
孔
之
樂

釣
り
し
て
あ
そ游
ぶ
は
こ
う孔
子
の
樂
し
み

早
歸
來
兮
碧
山
阿

早
く
歸
り
來
た
れ
へ
き
ざ
ん

碧
山
の
く
ま阿
に
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吾
教
女
兮
紫
芝
歌

吾
は
む
す
め
女
に
せ
し教
む
し
せ
ん

紫
芝
の
歌

時
年
三
十
三

語
釈
　
　
せ
ん
し
ど
う

川
子
道
＝
人
名
。
ち
ょ
う
し
ゅ
う

長
州

＝
長
門
、
周
防
の
二
州
。
し
ゅ
う
な
ん

周
南
＝
周
防
の
南
。
い
り

＝
曲
が
り
く
ね
っ
て
る
さ
ま
、
小
さ
く
連
な
る
さ
ま
。
あ
か
ぜ
き

赤
關
＝
赤
間
関
、
下
関
。
ち
ん
ぜ
い

鎮
西

＝
筑
紫
、
九
州
。
ゆ
う游
＝
旅
を
す
る
、
遊
ぶ
。
き
ょ
う

＝
杖
に
適
し
た
竹
、
杖
。
き
ぜ
ん

謂
然
＝
嘆
く
、
嘆
息
す
る
さ
ま
。
あ
き
安
藝
＝
広
島
県
、
あ
き
安
藝
、
備
後
の
二
州
。
ふ
う
び

風
靡
＝
風
が
草
木
を
靡
か

す
よ
う
に
、
靡
き
従
わ
せ
る
、
風
が
靡
く
。
き
ん
お
う

金
甌
＝
金
を
入
れ
る
瓶
、
秀
吉
の
馬
印
し
、
金
の
瓢
箪
。
き
せ
ん

貴
賤
＝
貴
人
と
賤
人
。
ひ
ん
ぷ
う

貧
冨
＝
貧
者
と
富
め
る
者
。
じ
ゅ
よ
う

壽
夭
＝
長
寿
と
夭
折
。

せ
い
す
い

盛
衰
＝
栄
え
る
者
と
衰
え
る
者
。
せ
ん賤
＝
卑
賤
。
び
だ
微
拏
＝
小
さ
く
と
ら
え
る
。
け
い
ど

鞋
奴
＝
草
履
取
り
。
い
ぶ
威
武
＝
武
力
、
威
力
。
せ
ん
り
ゅ
う

潜
龍
＝
潜
ん
で
未
だ
天
に
昇
ら
な
い
龍
、
天
子
が
未
だ

位
に
就
か
な
い
時
の
称
、
未
だ
世
に
出
な
い
大
人
。
え
い
ご
う

英
豪
＝
優
れ
た
人
物
。
と
う
と
う

滔
々
＝
洋
々
、
水
が
広
く
沢
山
あ
り
。
し

＝
沓
、
履
き
物
。
け
い鞋
＝
草
鞋
。
ど奴
＝
や
っ
こ
奴
。
じ
ゅ
ん
殉
＝
國
や
主
君

の
為
に
命
を
捨
て
る
。
ち
ょ
う
も
ん

長
門
＝
な
が
と

長
門
。
も
う罔
＝
網
を
か
け
る
よ
う
法
律
で
罰
す
る
。
え
き
ぜ
ん

懌
然
＝
喜
ぶ
さ
ま
。
こ
ん
だ
く

溷
濁
＝
混
沌
と
濁
る
。
り
ん
ほ
う

麟
鳳
＝
麒
麟
と
鳳
凰
、
極
め
て
立
派
な
人
物
。
ぞ
う藏

す
＝
収
蔵
、
持
っ
て
い
る
。
し
き
ょ
う

鴟
梟
＝
ふ
く
ろ
う
梟

、
凶
悪
な
人
の
た
と
え
。
し
ょ
う
翔
＝
飛
翔
、
飛
ぶ
。
ぎ
ょ
う
き

澆
季
＝
人
情
、
風
俗
の
軽
薄
に
な
っ
た
末
世
。
ほ葆
＝
草
が
茂
る
。
れ
い
や
く

霊
藥
＝
霊
験
あ
ら
た

か
な
薬
。
し
ゅ
う
周
＝
周
防
。
ら
い
じ

耒
以
＝
す
き耒
を
以
て
耕
す
。
じ餌
＝
食
べ
る
。
は
く魄
＝
魂
。
き
ん
り
ん

錦
鱗
＝
魚
。
ゆ
う游
＝
旅
を
す
る
、
遊
ぶ
。
こ
う孔
＝
孔
子
。
へ
き
ざ
ん

碧
山
＝
緑
の
山
。
く
ま阿
＝
く
ま隈
、
す
み隅
。
し
せ
ん

紫
芝
＝
長
生

き
の
仙
薬
。


